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無痛•水溶性I -― べ、

注てき口のVA項：歩をもたらしました。世界最初の水溶性 V.A剤

アウゲニンは、現在ますます治療分野を拡大して

（健保採用）
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注 5mg (1 cc X 10) ¥ 350 
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います。

①吸牧迅速て、体内における生理効果を高める。

＠無庸性て、注射後に硬結、臆張等を生じない。

＠油剤やコロイド性剤に比し、使用が簡便て参る。

④効力が安定て、長期保存に耐える。

⑤皮注・筋注・静注・動注何れも可能て副作用がない。

水滓性ピタミン A 剤
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胆汁及び胆汁酸による皮質性間代性痙攣 612. 357. 15: 612. 741. 1: 612. 83 

The Clonic Convulsion due to the Direct Application of Bile and 

Bile Acid to the Mammalian Cerebrum. 

竹田達男・西山信雄・林 雅男 t

(TAKEDA-Tatsuo • NrsHIYAMA-Nobuo • HAYASHr-Masao) * 

I．緒 言

犬，猫又は猿の大脳皮質運動領及びその近傍

に極少量を与えると，選択的に間代性痙攣を生

ぜしめる化学物質のあることは伊藤等3).，石
饗），尾緒5)，須田7)等によって発見せられた・

その物質は Strychnine,Picrotoxin, Metrazol, 

Nicotine及び Glutamin酸 Na等で，これ等の

物質が皮質に存する錐体外路系の節細胞を選択

的に刺戟することによって，間代性痙攣の起る

事が遂に確定せられた．

然るに，蔭山4)は犬の胆汁を探取し，之をそ

のまま犬の皮質に与えることによつて，同じく

選択的に間代性痙攣を起し，しかも間歌的に休

止のあるのは痙攣による筋の疲労の為ではない

ことを報告している．

著者等は諸種動物の胆汁について之を検し，

更に胆汁中の如何なる成分が痙攣物質であるか

を確定せんとして本研究を試みた．

n.実験方法

実験方法はダイコク鼠及び犬を用い，胆汁は

牛、．犬，猫，墓の 4動物より採取した．ダイコ

ク鼠は石橋・早川1)の方法により開頭すること

なく頭蓋上より一定の深さに穿刺注入する方法

を用＼‘,観察の表示も同著者等の方法に従った．

犬については斎藤・須田6)の方法に従って開頭

し，直接皮質に注入する方法により，観察の表

示も亦同著者等の方法によった．

,． 実験成績

パ．ダイコク鼠による実険：第 1表に示す如

くで，これらの成績を一括してみると次の諸条

件が知られる．

1) 牛，犬，猫，墓何れの胆汁によってもダ

イコク鼠に脳髄性痙攣を起す．その痙攣の主型

は間代性痙攣である．

2) 胆汁を採取したままの濃度より順次うす

めて行くと，高濃度では痙攣を起しその持続時

間長く且つ間歌的であるが，低濃度になるに従

い痙攣期間短く，更にうすめると痙攣閾下にな

る．即ち間歌的に長く持続するのは胆汁の特性

第 1表 ダイコク鼠による脳髄性痙攣

物質 採時取間後 濃（劣度） 亘早 潜時痙撃 時続（秒時）間

牛胆汁 8過 10 0.01 121 211(＋)・ 30-..,40

犬グ 2週 10 0.05 13120'1 (+) 30~60 

猫ク 20日 5 ‘’ 12135" (+) 30-80 

墓グ 3日 1 0.03 10120'，（＋) 

‘’ 30分 ‘’ 0.05 40'1 { +) 

グ 13分 20 ‘’ 131 0''(+) 

‘’ 2分30秒 50 ‘’ 11130''(+) 

＊慶応義塾大学医学部生理学教室

t-1944年比島に於て戦死

ではなく，其の濃度による問題である．

3) 痙攣潜時は採取直後に於て最も短く，約

20~60分経過すれば長くなり，更に放懺しても

より長くなることはない．

4) 放懺胆汁を煮沸しても痙攣濃度及び潜時

に変化はない．

B)犬の大脳皮質運動領に与えた成績： No.. 

1~5の実験例を綜括すると，犬に於ても皮質性

間代性痙攣の起ることはダイコク鼠の成績と全

く一致するのみならず，胆汁を直接皮質に与え

ることにより間代性痙攣を起すのであり，相当

量を静脈内に注射しても痙攣を起すことはな

し、．
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No. 1. 犬 5kg.o（胆汁しま採取後60分）

（時）（分）（秒）

11. 10 開頭左運動領露出し終る'
11. 20 左 Gyr.postcruciatusに生の胆汁を 0.05

叫注入

11. 20. 20 四肢に間代性痙睾 (kk)生ず

21. 40 KK終了す

24. 0 再びKK始まる

24. 55 KK止む
27. 30 再びKK始まる

28. 35 KK止む
33. 0 再びKK始まる

39.-10 KK再び始まる

No. 2. 

犬 7.5kg. o 胆汁採取後10時間冷蔵庫に貯えたもの

14. 12 開頭連動領露出
14. 22. 0 右Gyr.postcruciatusに生の胆汁0.05ml

注入

14. 32 痙攣認められず

14. 32. 30 0.1叫胆汁追加

14.. 32. 44 四肢にKKを生ず

14. 33. 52 KK終了

14. 37. 0 再びKKを生ず

No. 3. 犬 5kg.o煮罰胆汁

10. 10 開頭連動領露出

10. 30 右 Gyr.postcruciatusに煮沸胆汁 0.1ml

注入．痙醗起らず

10. 40 更に煮沸胆汁 0.1叫注入．痙攣起らず

11. 0 左 Gyr.sigmoideusに 0.1ml注入．痙攣

起らず

No. 4. 犬 7.0kg. o 

2. 39. 0 左 post-cruciatusに煮洲胆汁 0.05叫注

入．痙攣起らず

2: 49. 0 同処に更に 0.1叫注入．痙攣起らず

2. 55. 0 左の Gymssigmoideusに 0.1叫注入．

痙睾起らず

No. 5. 犬 5.0kg.o（重湯煎で煮沸した胆汁）

15. 35. 0 開頭．左 Gyruspostcruciatus露出．煮

沸胆汁 0.1叫注入

15. 50. 0 四肢にKK生ず

51. 30 KK終了

15. 54-54. 35 KK再び起る

15. 58. 25 顔面前肢のみ痙攣

35 終了

16. 4. 0 KK始まる

16. 4. 5 左運動領野全別除するも KK止まず

16. 9. 0 再びKK始まる

No. 6. 犬 6kg.o（胆汁の静脈内注射｝

（時）（分）（秒）

16. 20. 0 左肘静脈に生胆汁5叫注入．何等の変化

なし

16. 40. 0 左肘静脈中に再び生胆汁 10ml注入

17. 11. 0 痙撃を認めず

C) 然らば胆汁成分の内，如何なる物質が主

として痙攣物質であるか．即ち胆汁中に存在す

る Mucin,Cholesterin, Lecithin, Aether—硫酸，

Glucron酸，尿素， Taurin, Glycocol, 胆汁色

素，胆汁酸 (Taurochol酸， Chol酸，各種胆汁

酸）等の内，著者等は特に Taurochol酸， Chol

酸について検じて見た．＇其結果は Taurochol酸

については犬及びダイコク鼠に於て脳髄性並に

皮質性痙攣物質ではない．

No. 7. 

犬 7.0kg. !? (Taurochol酸 Naを皮質運動領に注刃

（時）（分）（秒）

13. 30. 0 開頭．左 Gyr.postcruciatus露出

31 1/ 4mol. Taurochol酸 Na0.05ml注入・

痙繋起らず

51. 0 更に同処に 0.2叫注入．痙壁起らず

D) Chol酸では如何．ここに Chol酸と去う

のは胆汁中に批の多い 3-0xycholan酸である

が，極めて注目すべき結果を示した．即ちダイ

コク鼠及び犬では第 2表の如く痙攣物質とは認

め難い成績を示した．然るに之を30,--120分，37

~38゚ に加温するとダイコク鼠及び犬に於て痙

攣物質となることは第 2表の下段及び No.8の

例の如くである．しかも一度加温したものは常

温に下げ又は 60,....,,,120分後に於ても尚痙攣作用

を失わぬ．

No. 8. 犬 9.0kg. o 

嘩）（分）（秒）

13. o. 0 左 Gyr.postcruciatusに 5劣の Chol酸

Na0.1叫を注入．何等の連動を認めず

13, 30. 0 この注射部位約 le叫摘除し 5%のChol

酸 Na中に投入． 37℃,60分加温．上清

を右皮質に注入する

15. 30. 0 右 Gyr.sigmoideusに上記の上清 0.1ml

注入

30. 3 KK生ず

31. 30 KK止む
32. 30 再び KK
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33. 5 KK止む
15. 43. 0 右 Gyr.postcruciatusに上清0.05ml を

再注入
43. 25 KK起る

44. 10 KK終る

爾後約 1分～1分30秒の間隔で約30分間

に亙り間代性痙攣続き， 30分間観察する

も痙攣終了せず．

第2表

動物 物質 讐 鳥 潜時

ダイコク鼠 Chol酸 Na 5 0.01-0.05 

‘’ ‘’ 4 0.05 
犬 ‘’ 2 0.01-0.02 

‘’ ‘’ 2 ‘’ 
‘’ ‘’ 5 0.4 

‘’ ‘’ 10 0.2 
グ ‘’ 15 ‘’ 

拿

るか等の疑問にふれて来た．しかも胆汁の中に ， 

はここに用いた 3-0xycholan酸 (Chol酸）の

他に， 1-0xycholan酸 (Lithochol酸）， 2-0xy-

cholan酸 (Desoxychol酸）及び同じく胆汗酸に

ついても動物の異なるにつれ種々の胆汁酸が存

する．これらの詳細な検索は現在積行中であり，

痙攣 備考

（一） 加温せず

（一） ‘’ 
（一） ‘’ 
(-) ‘’ 
(-) ‘’ 
（一） ‘’ 
(-) ‘’ 

更めて報告する予定で

ある．
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Summary 

Biles of cow, dog, cat and bull-frog evoked the typical donic convulsions when applied 

to the cortical motor area of dog or into the brain of rat. Among the bile components, 

cholic acid (3-trihydroxycholanic acid) was effective after heating it for 30-120 minutes 

in vitro at 37℃.The studies on its mechanism and on other bile acids are now progressing. 

(Dept. of Physiology, Keio-gijuku University School of Medicine, To妙o)
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胆汁及び胆汁酸塩による

テンジクネズミの脳髄性痙攣について 612. 357. 15 : 612. 7 41. 1 : 612. 82 : 599. 323 

Cerebral Convulsion. of Guinea-Pig induced by Biie and Bile Salt. 

竹田達男 (TAKEDA-Tatsuo)* 

．I.緒言及び実験方法

蔭山2)' 竹田・西山・林5)，竹田4)は諸種胆

汁の少量を犬の大脳皮質叉はダイコクネズミの

脳髄に注入する時は皮質性間代性痙攣叉は脳髄

性（間代性痙攣を主とする）痙攣を生ずる事を

発見した．

‘ 中枢神経運動性紐胞を化学的に刺戟する方法

により生ずる間代性痙攣の形は三浦3)，佑田4)

等の研究により略一致する事が解っているがテ

ンジクネズミについては如何．

以下の研究は胆汁及胆汁酸塩によるテンジク

ネズミの脳髄性痙攣の研究である．

主としてデンジクネズミは 150,....,,250gの体重

のものを用い其の脳髄に化学的物質を注入する

方法は石橋1) のダイコクネズミにおける方法に

準じたもので直接開頭することなく皮膚を剥離

し位懺を定めて筋及骨上より注射針で穿刺刺入

する方法である．

Il.実験成績

A.胆汁の脳髄内注入ては如何

先ず 1例を挙げると次の如くである．

生胆汁採取後 1時間以内，体重 170g

1° 01 0'' r2に生胆汁 0.05rnl注入

1° 2130'' 弱き間代性痙攣 (KK)起る
1° 2135'1 KK止む強縮性痙禁 (TK)起り直ちに

止む
1° 2140" 交代性痙緊（四肢 LK) 起りやがて左下

肢，右上肢に LK

1° 9130'' KK両下肢に 3''後LKに移行す
1゚1910'， LK続く LKは 10~20” 休止後再び約

5~10”間歌的にくり返えす

他の例は之を一括して第 1表に示す．

＊慶応義塾大学医学部生理学教室

第 1表 中姪胆汁による脳髄性痙攣

物質 （分潜）（秒、） 濃度 (m量l) 痙 攣

胆汁 2. 30 1倍 0.05 KK(+) TK(+) LK(+} 

‘’ 2. 0 2倍 ‘’ ‘’ TK(-) ク

‘’ 5 5倍 ‘’ ‘’ ‘’ ‘’ 
‘’ 10倍 ‘’ KK(-) ‘’ LK(-) 

何れの例に於てもダイコクネズミの如き定型

的で間歌的に何回も繰り返えす間代性痙攣を示

さなかった．即ち多くは注入濃度濃きものに於

いても 2回乃至 3回の間代性痙攣の後，短い強

縮性痙攣あり，其の後は交代性痙攣のみ間歌的

に約10~20秒の間をおいて約 5~10秒の持続を

もって， 1時間以上くりかえす．濃度薄きもの

に於いては 1回の軽るき間代性痙攣を経て，交

代性痙攣に移行し数回交代性痙攣をくり返えす

のが特徴である．

又間代性痙攣の潜時はダイコクネズミより短

く，速きは 5秒，遅きものに於いても 2分30秒

以内である．併し濃度には関係せず間代性痙攣

に対しては 5倍以上薄めると最早交代性痙攣の

みとなる．即ち閾下となる．

8. Desoxychol酸 Naによる脳髄性痙攣は如何

先ず 1例を挙げると，体重 220g, 0.05ml を

r2に注入．

2゚251011 間代性痙攣 (KK)起る
2゚2813'1 KK止む
2゚2911011 KK起る
2゚29113'1 KK止む
2゚30115'1 LK起る
2゚30120'1 . LK止む

2゚30140'' 之れより LKは間歌的に飲5~10”の持続

をもって30分以上続く

他の例を一括して第 2表に示す．

この場合も第 2表の如く略胆汁の場合と同じ

＜潜時もダイコクネズミに比し非常に短く 3分
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第2表 Desoxychol酸 Naによる脳髄性痙攣

物質 浪度 、廓寿注入量
（劣 ） （n.l) 

痙攣

Desoxychol酸Na 1 3分0秒 0.05 KK(+) LK(+) 

ク 0.5 5秒ク KK(-)LK(+)

ク 0.3 ク KK(-)LK(-)

以内である．又痙攣の持続時間も短く 1回又は

2回の痙攣のみにて止む．唯交代性痙攣のみを

間歌的にくり返す．即ち痙攣の主型は交代性痙

攣であり，ダイコクネズミの時と異り 1劣のも

のより次第にうすめると， 0.5劣よりは交代性痙

攣のみとなる．

C. 3-oxy 7-ketooholan酸 Naては如何

其の 1例をあげると次表に示す如き結果を示

した．—

1° 01 O''-1.0% 3-0xy 7-Ketocholan酸 Naを 0.05

叫注入
1° 3110'' 強縮性痙攣 (TK)起る
1° 3115'' TK止む
1° 5110'' TK起り 2秒続く
1° 5120’' 交代性痙攣 (LK)起る
1° 5125'' LK止む
1° 5135'' LK起り 4秒続く

其の後 LKは間敗的に10~20秒の間をも

って 1時間以上続く

他の例は一括して第 3表に示す．

第 3表

3-oxy 7 -ketocholan酸 Naによる脳髄性痙睾

麟 誓麟｝璧闘｝痙鱗
3c・-h-・-ooxl.a. y n 7-Keto-

酸 Na 1 3分(TK)0.05 TK(+) LK(+) 

／ヽ 0.5 30秒(TK) ク グ ‘ 
‘’ 0.3 2分(TK) ‘’ TK（士）ク

‘’ 0.1 10秒(LK) ‘’ ‘’ 

即ち第 3表に示す如く，濃ぎものに於いては

3分以内に強縮性痙攣を生じ，潜時は30秒から

3分である．｀其の後はいずれも交代性痙攣に移

行し薄ぎものに於いては交代性痙攣のみとな

る．叉軸転鴫t様連尉，眼球振盪，咀哨運勘等

も見られたが軸転時計様運副は機械的刺戟だけ

でも起る事は渡辺6)の証明した所である．

D. Cholein酸ては如何

Cholein 酸については第4表の如ぎ結果を示

した．

第4表 Cholein酸塩の脳髄内注入

物質 濃度 潜時
（彩）（秒）

、 痙攣

Olein Cholein酸 Na 0.1-0.5 ・ 5 LK(+) 

Palniitin Cholein酸 Na 0.5. 3-5 ク

Stearin Choein酸 Na 0.3-0.7 2--5 ク

其の 1例をあげると次の如し．

l 0 5'0'' Olein Cholein酸 Na,0.05nl脳髄内rz

に注入
1° 5'5'' LK起り頭部を右に曲げる
1° 5115'' LK止む
1° 8125'' LK起り 5秒続く
1° 9110'' LK起り， S-10秒間，間歌的に 1時間

以上鞣返す

則， Cholein酸にては何れの場合に於いても

間代性痙攣及強縮性痙攣を起さず，交代性痙攣

を生じ濃ぎものに於いては其の持続時間長く，

1時間以上も繰り返えし強さも強い

籾，以上の例を総括するとテンジクネズミに

於てはダイコクネズミと少しく異る事がある•

即ち胆汁では間代性痙攣が起るがダイコクネズ

ミ程長く且つくり返えし起る事はまれである．

之に対して，交代性痙攣は殆んと全例に於いて

起り，しかもくりかえして生ずる． Desoxychol

酸 Naに就いても全く同様である．

試に 3-oxy7-ketocholan酸 Naーでは間代性

痙攣は殆んど起らぬか，あるいは起るとしても

きわめて短く直ちに強縮性痙攣に移行し繰返し

続いた後交代性痙攣も又繰返し起る．

Cholein酸 Naでは間代性痙攣も強縮性痙攣

も起らない．唯交代性痙攣のみが起る．

渡辺6)の研究によればダイコクネズミ，テン

ジクネズミ共に脳髄に与えられる機械的刺戟

（注射針による穿刺）だけで時計様運凱を起し，

長く続くが之れは 1種の活澄なる交代性痙攣で

あるから上記の実験に就いて交代性痙攣は化学

的物質による痙攣とは認めがたい．之の点を考

慮すると胆汁及 Desoxychol酸応aでは間代性

痙攣を起こし， 3-oxy7-ketocholan酸 Naでは

主として強縮性痙攣を起すのがテンジクネズミ

に於ける脳髄性痙攣であると云って良い．

グイコクネズミに於ては本来脳髄性痙攣を起

すことのない Cholein酸 Naが之れに酷酸を当
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モル等輩加える事により突如として脳髄性痙攣

を起したがテンジクネズミでは果して如何か．

次に示す如く Cholein酸がPalmitin酸， Olein

酸及 Stearin酸の如き躙級脂肪酸であると之に

酷酸を加えただけでは現われない．

E. Cholein酸 Naに酪酸を加えれば如何

先ず 1劣の Oleincholein酸 0.05ml を r2に注

入すれば， LKが起る．

次に，等モルの酪酸を等量加うるに矢張り

LKのみ起り TK,及KKは起らぬ．叉酪酸の

みにても LKが起る．諸種の Cholein酸 Naで

やって見るも同様に起らぬ．其の結果を表にす

れば次の如くなる．

第5表

物 質 潜時 濃度 痙攣

Palmitin Cholein 2秒(LK) 1% LK(+) 
酸Na＋酪酸
Olein Cholein酸 2~5秒(LK) 1劣 LK(+) 
Na＋酪酸
Stearin Cholein 

‘’ 1劣 LK(+) 
酸Na＋酪酸

酪酸Na 3~5秒(LK) 0.183m.ol LK(+) 

Olein酸Na (-) 1~5劣 LK(-) 

Cholein酸Na＋酪酸では起らぬ

圃．総括及結論

テンジクネズミに於ても胆汁が脳髄性痙攣を

起す事はダイコクネズミと異ならぬ．又Desoxy-

chol酸 Naは間代性痙攣を主とする脳髄性痙攣

を起す事も亦異ならず，但し機械的刺戟若しく

は胆汁及 Desoxychol酸 Naの為に交代性痙攣

が起り易い点がややダイコクネズミとは異な

る．しかるに Cholein酸 Naに酪酸を加えた成

績は凡て陰性であったが，此の場合は高級脂肪

酸の Cholein酸であったから比較の対照ではな

い寧ろダイコクネズ•ミに於いても高級脂肪酸

の如ぎものでは此の現象が起るべぎものである

ーかも知れぬ．

次に高濃度の食塩水では如何．

第 6表はダイコクネズミ及テンジクネズミに

於ける食塩の成績である．テンジクネズミに於

いては20劣以下では起らぬが，其れ以上だと間

代性痙攣が起る．又ダイコクネズミでは10劣以

上であると起すが其れ以下では起さない．

第 6表

食塩によるダイコクネズミ及テソジクネズミの脳

髄性痙攣

動物物質
濃度注入量
（劣）（11il)

痙攣 伽考

テンジク NaCl 
ネズミ

10 0.05 （一） 2潜~時5秒は

‘’ ‘’ 20 ク KK(+) ‘’ 
‘’ ‘’ 30 ク KK(+)TK(+) 元く気ななる

ダイズコク
ネミ ‘’ 10 ‘’ ク（＋） 巴髯

ク ク 20 クク（＋） ク

クグ 30 ク KK(+)TK(+)直ちに
死亡

食塩による皮質性痙攣はサル，イヌでは高濃

度でも起らないが，ダイコクネズミ，テンジク

ネズミでは起る事は注意を要する．但し上記の

Chol 酸塩で間代性痙攣の起るのは Na塩の濃

度が高いために高濃度の食塩で恙るのと同じ現

象でない事は Chol酸塩の場合には濃度は食塩

に比し，極めてうすい．特にモル濃変として計

算すると約 2.5""7.5molで， Desoxychol酸塩は

約 0.23""0.I2molで比較にならぬ租濃度がちが

う事で能く判る．

文 献

1)石橋浚正 (1943)大黒鼠に対する脳髄性痙睾物買
の簡易検定法条件反射 6,204-207 

2)蔭山以文（末発表）
3)三浦虎雄 (1943)頭部通電による間代性痙攣の比

シ 較生理学的研究条件反射 7,235-248 
4)竹田達男（日本生理誌発表予定）
5)竹田達男・西山信雄・林雅男 (1954)胆汁及び

胆汁酸による皮質性間代性痙睾 日本生理誌 16,
623 -

6)渡辺武之助 (1943)南京鼠，大黒鼠及び天竺鼠等
の穿頓穿刺に因る運動現象に就いて条件反射 9・
10, 421-438 

Summary 

By application to the cerebrum, bile面andsodium desoxycholate induced clonic convul-

sions in a guinea-pig, while sodium 3-oxy-7-keto-cholate caused tonic convulsions. 

The cerebral convulsions were also induced by concentrated saline. 

(Dept. of Physiology; Keio-gi}'uku Un函 rsitySchool of 11-Jedic涵， Tok・・'ljo)
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リンハ生成（こ於ける肝臓の役割について 612.422 : 612. 35 

A Role of the Liver in the Production of Lymph. 

八田博英•岡田乾ー (HATTA-Hirohide • 0KADA-Kenichi) * 

肝臓は大きな活囮性臓器であり， リンパ管に

宣むため，胸管lJンパ液の大部がこれに由来す

ると考えられたが， •Starling5) の実験以来この

意見が一般的となった1)2). 

著者等は Ringer液静脈内注射による肝臓 lJ

ンバ流量の増加が腸lJンバ液に比して，その比

率及び速度に於て小さく遅いことを知り 3)，更

に解剖学的にリンパ管の分布が肝臓よりも腸全

般に大であり，その所属 lJンパ節も腸間膜lJン

パ節が大であることを観察し，腸及び肝臓のリ

ンペ生成管の大小を知らんとして次の実験を行

った処，従来の意見に反して，胸管リンパ流の

主流をなすものは腸lJンバ液であることが明か

となった．

動脈圧を水銀マノメータにより記録した．彫物

は手術前24時間空腹とした．

I．実験成績

胸管リンパ流量及び蛋白董は肝臓 lJンバ管の

リ
ン
ペ
丸
畠
゜

正
掌
＇
胆
管

峠
を

klt

紐！。ハヰ‘

鯰
廿
t

嶋
1

、-バ管

I.実験方法

犬を Urethane腹腔内注射 (lg/kg)により麻

酔，背位に固定，後の手術的操作のため白線に

沿って開腹，更に右側腹音脳こ横切開を加えた・

胸管にビニ,-)レ製細管を挿入し，門脈周囲肝臓

リンバ管（以下肝臓 1Jンパ管と略す）結某の前

後及び腸間膜根部の腸1Jンパ管の結某前後に 5

分毎に胸管 1Jンパ液を採集した．手術の影響に

よる 1Jンパ流増加を除外するため，各操作後

20~30分間にしてリンパ液を採集した．

蛋白量は Abbeの屈折計によった．なお総頚

2.o_ 
ec 

1.0 -
cc 

■gパ
衣

＇ t 第 1図
上図黒柱しま胸管 1J、ノバ流量（毎5分）を示し， 白
柱，数字は蛋白量（劣）を示す
下図は肝臓，腸 1Jンパ液量を示す
第1表＃ 52を図示した ・ 

第1表

肝臓リ、ノバ管結紫 腸lJンバ管結紫 肝臓1J 腸1)ソ

験喜実体 前（Al 後 (B1 (C） ソハ。己印
，， 0‘ 亘早』

r'‘----、/-’‘---、ク'‘—--、 摘 要

重 (cc流/5量分 蛋(白量 流 5量分 蛋(白量 c流c/5量分 蛋（白量 (A-B) 
(B-C) 

）劣 ）（cc/) 劣） （）飴） （cc/5分） (cc/5分）

41 ， 0.87 2.93 0.60 2.34 0.25 2.63 0.27 0.35 管腸リンパ液管血結性紫後な胸る
リンパ

51 10 1.06 4.15 0.82 3.97 0.38 3.85 0.24 0.44 

52 5 1.03 3.51 0.83 3.21 0.07 2.46 0.20 0.76 

50 15 2.57 6.25 2.13 6.00 0.71 5.40 0.44 1.42 

＊広島大学医学部生理学教室
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結莱後に減少する（第 1表，第 1図）．この結某

前後に於ける流量の差違は肝臓に由来するリン

バ蓋に相当する．更に腸リンバ管を結莱する時

は胸管リンバ流量は著明に減じ，蛋白量も又減

ずる（第 1表，第 1図）．この操作により減じた

リンパ流量は腸に由来するものに相当し，肝臓

に由来する流量よりも大きく，胸管リンパ流量

の略2/3に相当する．或る例では腸リンパ管結

荼後に胸管リンペを得ることが出来なかった・

手術前に Evansblue (1劣溶液）を 2.5cc静

脈内に注入して謹くと， 20~30分で胸管リンパ

に色素を認めるが，肝臓リンパ管結某後，色素

濃度が低下し，腸リンパ管結某後は更に低下す

る． この時の流量の変化は第 1表に示すと同様

であった．．

死後胸管と静脈との交通の有無を検したがこ

れを隠めなかった．
.—~ • -

Ill.考察

上の成積から腸に由来するリンバ液が肝臓よ

りも多く，胸管リンバ液の大音砂をなすことが明

かである． l¥1arkowitかは肝臓リンパ管結某前

後の胸管リンバ流最に差違がないと去うが，手

術的操作による一時的リンパ流増加を除外せ

ず，蛋白量の測定を欠い・ている．従ってリンバ

液の質的差違を知り得ず，その由来する臓器を

推定することが困難である．吾々の実瞼に於て

も手術的操作による影響を除去したにも拘らず

肝臓リンペ管結荼前後に於て胸管リンパ流量に

変化なく，むしろ増加した例が認められ， この

例では腸リンパ液は血性で，胸管リンパ蛋白量

と等しかった．この流量の増加と血性であるこ

とは手術的操作による腸毛細血管の透過性の増

加に起因するものと考えられる．

肝臓リンペ管の結禁後に胸管 1Jンパ流量の減

少と色素濃度の低下を見，更に腸リンバ管の結

禁によって更に著しく色素濃度が稀釈された・

これは色素濃度の高い肝臓 1Jンペ液が胸管に流

入せず，色素濃度の低い腸 1Jンバ液量が肝臓に

比して大きいことを示す．

IV.結 論

1) 麻酔犬に於て門脈周囲肝臓 lJンパ管結某

前後の胸管リンバ流籠及び蛋白量は共に減少す

る•更に腸リンパ管の結禁によってこれ等は更

に減ずる．或る例では此の両 lJンパ管結禁後に

は最早やリンペ液の流畠を認めなかった．

2) 腸 lJンパ管結禁前後に於ける流量の差違

は肝臓 lJンバ管結紫前の流葉の差違よりも大ぎ

く，腸に於けるリンバ生成量は肝臓に比して大

で，腸 lJンパ液が胸管 lJンパの主流をなす．

文 献

1) Cain, J.C., J. H. Grindlay, J. L. Bollman, E. V. 
Fock and F. C. Mann (1947) Lymph from liver 
and thoracic duct. Surg. Gyn. & Obst. 85, 558 

2) Drinker, C. K. and J. M. Yoffey (1941) Lympha-
tics, lymph and lymphoid tissue. Harvard Uni-

versity Press (Cambridge, Massachusetts) 
3) 八田博英•岡田乾ー（昭和29年度の広島医学に掲

載の予定）
4) Markowitz, C. and F. C. Mann (1931) Studies on 
the physiology of the liver. Am. J. Physiol. 96, 
709 

5) Starling, E. H. (1894) The influence of mechanical 
factors on the lymph production. J. Physiol. 16, 
224 

Summary 

The flow of lymph from thoracic duct in anestethized dogs was observed after ligation 

of the periportal lymphatics with. a.decrease in volume and protein. After ligation of the 

intestinal lymphatic trunk, the lymph flow was much more decreased and the protein 

content was lowered. The difference in volumes between before. and after the latter 

procedure ・ was larger than that by the.former ; the lymph, that could be formed in the 

intestines was larger than that in the liver and the intestines played a major part in the 

formation of the lymph that could be collected from the thoracic duct. 

(Dep:irtmnet of Physiology, ~Medical Faculty, U.直versityof Hiroshima) 
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皮膚組織液 Cl濃度に関する研究 612.79.015

（第 2報） 皮膚組織液Cl濃度の生理的変動，特に発汗時の消長について

Studies on Chloride Concentration in Skin Tissue. (2 Report) Physiological Changes of 

Chloride Concentration in Human Skin Tissue (Especially under Sweating). 

千早卓郎 (CmHAYA-Takuro)* 

I．緒 言

皮膚組織の塩分濃度は他の組織に於ける夫と

は異った独自の変化を行い，体液の滲透圧平衡

に重要なる役割を果す事は既に Cannon1)，久

野2)等の碩学によって明らかにせられた所であ

る．即ち Cannon等によれば過剰の食塩をとっ

た時は皮膚に Clが蓄積し，逆に食塩不足が生

じたる場合には皮膚の Clが流出して血液滲透

圧の変化．を防ぐと云う．又久野教授は多数の発

汗実験により，発汗時には汗腺に於いて水分の

みが選択的に排泄せられ，余分の塩分は汗腺周

囲に蓄積せられ，発汗後に到って漸く淋巴の流

れによって洗い去られると去う （塩化物皮膚循

環学説2)）．併し此等の学説は従来人体組織のCl

濃度を直接測定する方法がなかった為に確実に

証明する事が出来ず，副物実険によって励物を

屠殺した後にその組織全体の Cl葉を測定して

類推するとか，或いは窮余の一策として皮膚発

泡膏を用いて組織液を採集し，その Cl濃度を

測定してこれを検証せんとする等色々の不確実

な方法がとられたに過ぎぬ．著者は前報に於い

て組織液の Cl濃度を測定し得る Cl電極を創

案し，これによって局所の皮膚組織液 Cl濃度

を生理的状態の儘で簡単に正確に而も時間の経

過を追ってその変動を捉える事を明らかにし・

た．そして既に前報に於いて著者はこの組織Cl

電極を用いて食塩過剰摂取時並に食塩禁断時に

於ける皮膚 Cl濃度を測定し，食塩過剰摂取時

には腎機能が健全なる限り皮膚 Cl濃度の上昇

はないが，食塩禁断時には Clの負出納に伴っ

て皮膚 CIが減少する事を明らかにした． よっ

＊京都府立医科大学生理学教室（吉村寿人教授）

て今回は更に此等皮膚 Cl濃度研究の基礎とな

る可きその生理的変動の様相を，色々の場合に

ついて本電極によって検討して見たいと思っ

た．即ち此処に検討せんとする主な項目を挙げ

ると， 1）身体各部位によって皮膚 Cl濃度に差

があるか否か， 2)1日の中にどの様な変化が現

われるか， 3）発汗時には皮膚組織液中9の Cl濃

度に如何なる変化が見られるか等である．而し

て以上の中でも発汗に関する実瞼は特に慎重を

期し，発汗の種類も単に温熱性発汗のみならず

精神性発汗に際する変化をも追跡した．又温熟

性発汗の際にも温刺戟の強さを変えて発汗度を

変えたり，或は発汗量の異なる個所へ同時に 2

本の組織 Cl電極を適用したり等して，発汗量

の多寡とその時の皮膚組織液 Cl濃度の高まり

方を比較して，久野教授の塩化物皮膚循環学説

の批判を行った．

I．実験方法

実険の方法は観察せんとする項目によって夫

た異っているから， これは実険成濱の部に於い

て各項目別に述べる事とし， ここには総ての実

験に共通な事項について述べる．

用いんとする組織 Cl電極は第 1報に述べた

と同様にして作製したものであって，皮膚に適

用する直前と直後とに於いて必らず濃度既知の

KCl溶液についてその電位差の検定を行った・

即ち濃度既知の KCl溶液としては，生物学的溶，

液の濃度範囲にまたがる様に 0.01, 0.03, 0.1, 

0.3Nの4つの溶液を用い，且その電位差が下記

の理論式に一致する事を確めると共にそのE。の

値を求めた．

E＝恥＋0.1983•T•pCl
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電極を皮膚に適用した後の検定値が適用

前の値と余りにも大きい差を示す時には置

ちに新しい電極と取替えて測定し直した

が，その差が僅かなる時は適用直前と直後

の値を平均して E。を求める事とした．か

くして皮膚適用時の電位差Eより上式を用

いてその pClを求めた．又皮膚適用時には

・、・多くはその皮温が 30℃附近であったから，

測定せる電位差は総て 30℃の時の電位差に補

正した．補正の要領は既に第 1報で述べた．

其他組織 Cl電極の取扱い方についても第 1

報に述べた通りであって，皮膚刺入は皮膚面よ

りの垂直距離にて 2~3mmの所を目標に斜に

電極を約 1cm程皮膚に刺入した．第 1図はこ

の電極を挿入した所をレ線にて撮影せるもので

ある尚このレ線撮影には後藤五郎教授の御手

N”知
0.13+4.o 

一が1訪 I足．．．．．？ーが1配ti足

0.rIIロニー←‘
J;,. 江 左

碕 31.0: ＂’ fし
下大

9、iス屑 嘴．投 紀
{JI’l ヰ心秤祁；使l

• ~叶

第2図
t 

部位別皮膚組織液 Cl濃度（被検者

、第1図

組織 Cl電極を皮膚に刺入したレ線像（実物大）

を煩わした．被検者は何れも当教室員乃至は著

者自らでおって，季節は多くは 6月頃であるが，

発汗実験のみは冬季 (2月） と夏季 (8月）の

2回に行った．

眉．実験成績及び考案

A.身体各部の皮膚 Cl濃度

本実験は正常生活条件の下に於て，身体各部

の皮膚 Cl濃度に蹄位的の差がありや否やを検

討したものである．測定部位は次の 7個所であ

る．左前膊外側・左肩峰・左乳嘴内側・左下腹

部・左大腿前側中央・左下腿前側中央・左手掌

の，身体の艦幹と 4肢の夫々代表的な部位を選

んだのである．その測定時刻は午前中であって,.

被検者は半裸となって 25℃の恒温室にて仰臥

し，各部を順たに15~20分ずつ測定した．その

成績の 1例は第 2図に示されている．図示の如

＜皮膚 Cl濃度は7個所共に常に小さな動揺を

示して居るが，これは真に組織液 Cl濃度の動

揺によるものか或いは電位差のみが何等かの原

因によって変動しているのか， これだけでは分

らない併し何れも O.llN(390mg/dl) を中心

として上下に O.OlN-(36mg_/ dl)以内の変勤を示

すに過ぎず，各部位の濃度の差も亦この変動の

範囲内に入っている．そしてこの値も血液の夫

(376mg/dl)より幾分高い目の程度であって，極

めて合理的な値である．従って身体各音〖位の皮

膚 Cl濃度には大体として差が無いと考うべき

であって，換言すれば皮膚 Cl濃度の生理的変・

動を検せんとする場合には身体の何れの部位に

於て測定しても変りがないと去う事である．こ

れにより今後の測定には最も実験に都合の良い

左前膊外側を用いる事とした．

B. 1日の変動

前項と同様発汗を伴わない正常の生活条件の

下で，早朝起床時より就寝迄 2~4時間の間隔

にて約 5,.__,7回に亙って皮膚 Cl濃度の 1日中

の消長を測定した．測定に当ってはその30分前

より被検者は 25℃の室に入り，静坐せしめた

る後，常法によって左前膊外側の皮膚組織液Cl

派度を測定した．叉この毎測定の直前又は直後

には肘静脈より採血し，その時の血漿 Cl濃度

を Rusznyak氏法により化学的に定量した外，

硫酸銅法によって血漿比重を求め，蛋白含有批

を測定した（血漿は徴量の移酸加里粉末を入れ
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た注射筒に採血して，これを遠心沈澱して分離

した）．第3図はその成績の 1例である．図の内

の3つの曲線の中，上段のものが皮膚組織液Cl

濃度，中段が同時に測定せる血漿 Cl濃度，最

下段が血漿蛋白濃度を示す．図示の如く皮膚Cl

濃度は血漿 Cl濃度よりも若干高くそる差は平

均して 0.007N(25mg/dl) である．この値は文

lJl
幻

『
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N
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第3図

皮膚組織液 Cl濃度の 1日の変動（被検者 C.T.)

献3)4)に記載された組織液と血漿との Cl濃度

の差 0.006""0.00SN(21,_,27mg/ dl)によく一致

し，血漿中の蛋白が血管壁を透過し得ない為に

生じた Donnan膜平衡の結果である．而して皮

胄 Cl濃度は図示の如く日中下り早朝及び就寝

前に高くなる傾向があり，その差は大凡 0.01N

(36mg/ dl)• 以内である．然るに同時に測定した

血漿 Cl濃度は丁度逆に早朝低く日中に上昇の

傾向を示している．又血漿蛋白量は血漿 Cl と

同様に早朝は少く日中は多くなり夜再び低下の

傾向を示す．これと同様の実険は他に 4例ある

が，結果は同様であった． この様な血漿 Clや

血漿蛋白批の日中変動については既に多くの報

告があり，例えば斉藤5)によれば血清屈折率は

睦眠中に低く，、起床後上昇，夜再び低下し又血

液食塩量は睦眠中高く，起床後一度下降し，そ

の後軽度に上昇して夜再び漸次増加する． これ

は人体の昼夜の活動休息の慣習的1Jズムと強く

結びついた現象であって，結局は組織と血液と

の間に起る水分と塩分の移動交流に基くもので

あり，生体の潮汐現象とも称すべ含ものである

と去う．著者の成積に於て組織液 Cl濃度の日

中の変化は血漿 Cl濃度や血漿蛋白濃度の変化

と方向が反対であるから， もしもこの考えに従

って血液の水分のみが昼間には血管より組織液

中に出て組織液を稀釈するとすれば，著者の成

績は定性的には矛盾なく説明可能である．併し

毛細血管壁は水分にも塩分にも共に可透性であ

るから，この様に塩分を血中に残して水分のみ

が組織液中に出て，而も乎衡状態に止まるとは

到底考えられぬ．又この湯合昼間には水分と塩

分が相伴って血管外に出ると考えるならば，血

中蛋白濃度が昼間に上昇する事実と，組織

液が稀釈せられてその C]濃度が血漿の夫

に近付く事は説明出来たとしても，血漿Cl

濃度の上昇はこれでは説明出来ぬ． この様

に考えて来ると以上の如き組織液と血漿Cl

濃度の日変化は血液と組織液との単なる塩

分水分の交流では説明がつかない事が明か

である．これに対して恩い合される事実は

後にも述べる如く，組織 Cl濃度は紬胞外

液相と細胞内液相の間の水分交流によって大き

く影響せられる事実である．吉村教授によれば

Pituitrinや DCA．の様なホルモンの作用に基い

て，細胞内外の水分と塩分の配分が異って来る

と考えているが，それは兎も角として此の様に

何等かの機転によってかかる細胞内外の水分の

移動が起ると考えれば著者の見た実険事実は明

らかに理解がつく．即ち日中は身体活動による

水分代謝の増加によって血液の濃縮を来すので

あるが，一方組織液中には細胞内より水分が能

佑透過によって漏出してこれを稀釈し，かかる

水分の体外排泄に基く細胞外液相の滲透圧上昇

を防ぐのに役立つ．即ち Homeostasisの機転

がここに1カいているのである．従って昼間の血

液の水分と塩分及び組織液の夫等の間には完全

なる平衡が成立つ訳ではなく，絶えず水が血中

に流れて血液の滲透圧上昇をも防ぎつつある状

態であって， 1つの説的平衡にあると考うべき

である．、細胞内外の水分や塩分の交流は単なる

物理化学的現象ではなく生物学的な能＇［力透過の，

現象に属する事は既に J.R. Robinson6)等の指

摘せる所であり， これがホ｝恥モン分泌の昼夜変

化によって日変動をなす事は充分あり得る事で

ある．但し確かなる証明は将来にゆずらねばな

らぬ．尚以上の実験に就いて食事時にとったCl



634 千早―一皮膚組織液 Cl濃度に関する研究 ．（第2報）

が皮膚組織液 Cl浪度に如何なる影響を与える

かを注意して見たが明らかな両者の関連性は見

られなかった．之に対しては斉藤5) も同じ結果

を述べている．

C.温熱性発汗及び精神性発汗の影響（冬季実験）

発汗実験はこれを温熱性発汗と精神性発汗に

分ち，両者について皮膚 Cl濃度の消長を研究

した．

温熱性発汗は乾球温 30土 0.5℃，湿球温25

叫．0℃の恒温室に於て，通常 45土0.5℃の

温湯中に両下腿の約3/4を60分間浸して発汗

せしめる方法をとった．試険中は皮膚 Cl濃

度のみならず発汗の経過を久野氏法にて測定

したる外，汗のCl濃度の消長をも測定した．

久野氏法とは，胸壁に 20cm2のセルロイド

の皿を貼りこの中へ乾燥した空気を通じ，之

ーを塩化カルシウムを入れたU字管へ導ぎ， 5 

分毎にU字管の重最の増加を秤最し， 5分間

の発汗量として発汗速度を知る方法である．

叉汗の Cl濃度を見る為には川田氏法7)によっ

て扁平なるガラス鐘（内面をたえず湿潤せしめ

る）を胸壁に貼り付けて，その区劃せられた一

1 定面積の皮膚より絶えずゴムのへらで汗を掻

ぎ集めて流バラ下に採る．そして Cl測定は

Rusznyak氏法により化学的に定量するのであ

る．試験に当っては先ず被検者は裸体となって

休重泉とり，直ちに25℃の室に入って静坐し，

先ずその前膊に組織 Cl電極を挿入して正常時

対照の皮膚 Cl濃度を測定し，又久野氏法にて

発汗なぎ事を確めておく．次に足を湯につけて

上記の諸測定を遂時的に行い発汗中の諸経過を

観察する．そして60分後足を引揚げて発汗のお

さまるのを待つ．此の間上記の諸測定を絶えず

行って其の経過を追跡する．そして最後に再び

被検者の体重をとって，実験前体重との差を求

めこれを総汗量とした．休重の測定は吉村教授

試作の精密台秤を使用し， 5g迄正確に計測した．

叉精神性発汗の影響を見る為には組織 Cl電

極を手掌に刺入し，且つ精神緊張を来さしめる

為に 2桁の数字の和及び差の暗算を多数矢継ぎ

早やに課し，それを数人の者が立会って万一誤

りを犯した時には直ちに指摘せしめて，約10分

間強い精神緊張の状態においた．

さて第 4図の成績は 45℃の湯に足を浸した

・場合の温熱性発汗の実験成績である．図の実線

は組織 Cl電極によって測定した左前膊外側皮

膚組歎液 Cl濃度を，点線は久野氏法によった

胸壁に於ける発汗量を示し，ヒストグラムは胸

加↓
 

乙武
舟
a
j
t
皮，

孤
如
即
815

窃

店

6
0
0
n
O

仰

―

―

―

―

―

―

0

-

―
 

9

3

 

町

“

N
2
9
2
7

巧

2
3
2
1
1
9
1
7

a

a

a

a

o

o

o

 

水分炭失童
810, 

/0 加 30 40 グ0 0ヽ 70 80 fI) /00 IIO I幻 ／ 如 ／ 和 I90分

第4図

温熱性発汗（冬）による皮膚 Cl濃度（被検者 C.T.)

壁より出た汗の中の C]濃度 (mg/dl)を示すも

のである（ヒストグラムの巾は汗を集めた時間，

高さは汗の•CI濃度である）．尚此の実験は2月

に行っている．

発汗開始前の30分は室温を 25℃としている

為裸体で居て寒くなく，且つ汗をかかない．そ

の時の皮膚組織Cl濃度は大体 0.llN(390mg/ dl) 

訛後を上下しているが，足を 45℃の湯に浸し

て温熱刺戟を加えると次第に発汗し始め，時間

の経過と共に汗量は漸次上昇し50分を過ぎる頃

最高発汗となり以後少しづつ汗量が減じて行

＜．之に対し皮膚組織液 Cl濃度は発汗曲線に

乎行して上昇し，最高発汗を過ぎる頃には遂に

0.3N (lQ70mg/dl)に達する．併しその後最高発

汗を過ぎて汗量が軽度に減少するにつれて皮膚

組織液 Cl濃度も低下の傾向を示し，次いで足

を湯より上げ温熱刺戟を中止すると，汗量は頓

に減少するが，皮膚組織液 Cl濃度も一時的な

動揺はあっても之に平行して急激に低下し，温

熱刺戟停止後約20分にして略元値に戻り，以後

その状態を続ける．尚此の場合に胸壁より出た

汗の中の Cl濃度を測定するに，これは発汗の
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最初は血漿 Cl濃度の約半分の値を示すが，後

になる程濃くなり発汗実験の末期には血漿水分

中の濃度に殆んど等しくなっている；この汗の

CI濃度の測定は可なり誤差の多いものであるか

恥ここに得られた Cl濃度の絶対値はそれ程

正確ではないけれ共，発汗の進行と共にそのCI

濃度が血漿の夫に近付く事は既に報告もあり 2)

8)' 一般に惚められた事実であるから，この成

績の示す事実は正しいと思われる．

要するに皮膚組織液 Cl濃度は発汗量に平行

して上昇し，発汗量が減少すればそれにつれて

低下を示す．竹村9) も発汗時皮下 Cl濃度の上

昇する事を報告している．以上の事実は久野教

授の塩化物皮膚循環学説に一致した現象である

が， この様な発汗時の皮膚 Cl濃度の変化が果

して久野教授の説の如く，発汗によ•る経織水分

脱出による組織液の濃縮と考えて良いかどうか

に就いて更に色々の方面から検討を加えて見よ

う．．

先ず被検者を変えて前例と全く同じ発汗実験

N 
屯ク
o.Ir 

.0./3. 

0.11 

0.09.  、.．
℃祀汀

発汗

0 /0 20-30 仰ク(}60 70 80 90 /00 /10 /20 /30,分

第 5図

同一被検者 (M.T.）につき温熱刺戟の強さを変え
た時の皮膚 Cl濃度

，嘉臭
を踪返して見た．その成績は第 5図の実線の曲

線で示されている．即ち上段の曲線が皮膚組織

液 Cl濃度，下段が発汗曲線である．此の被検

者は発汗性の低い人であって，発汗曲線の高さ

が第 4図の場合に比較してその約半分であり，

一方皮膚組織液 Cl濃度を比較すると矢張り発

汗曲線と同様に第4図の場合の約半分の高さと

なっている． この様に発汗董と皮膚組織液のCl

濃度の高まり方が平行する事実は同じ被検者に

ついて発汗刺戟を少くして発汗量を減じたる実

験によって心確める事が出来る．即ち第 5図の

点線はこの同一被検者につき湯の温度を42℃に

下げて実験した成績であるが，発汗量が45℃発

汗に比しぐ っと減少し，それに伴い皮膚組織液

Cl濃度は発汗開始後30分頃迄殆んど対照値と変

りなく， 30分を過ぎて極く軽度に上昇している

に過ぎぬ．

尚今 1つ之と全く同じ意義の実験を次の様に

して行った．即ち 45℃発汗に於て発汗量の異

なる胸部と大腿の 2個所に於て，同時に発汗量

と皮膚 Cl濃度を測定したのである．その成績

は第 6図に示されている．前図と同様に下段に

6 ld 20 30―究） 90 60―'10 80 10 /00 /1() 9勿今

第 6図

発汗量の異なる部位に於いて同時に測定した皮
膚 Cl濃度（被検者 C.T.)

発汗批，上段に皮膚組織液 Cl濃度を示し，実

線が胸壁，点線が大腿の成績を示す．図に見る

通りこの被検者では発汗量は大腿よ｀り胸壁の方

が租多く，殊に発汗の終りに近付くにつれて胸

壁の方がずっと多くなっている．一方皮膚組織

液 Cl濃度に於ても40分頃迄は大体両者は同様

に増加しているが，その後明らかに胸壁の方が

高くなっている．

次に精神性発汗時の手掌皮膚組織液の Cl濃

度は第7図点線にて示す如く，暗算をして精神

嘉
o.f3 

.. 0.11..,yu —•- fーなI ,J ぷ•--｀` -.,. 、—•ー、

o.or 
0 /0ー加 30 和 90 60 70 80 f0分

第 7図

PiJo:::arpin発汗（被検者 K.K.)と精神性発汗（被
検者 C.T.)
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、、 I・.,  

緊張した為の発汗により若干上昇している事が

／明かである．唯此の場合の上昇は暗算時期より

も幾分後れている事は精神性発汗発現の潜伏時

間がおくれている為である．叉同図には 1%

Pilocalpin 0.75ccを注射した場合の前膊外側皮

膚の組織液 Cl濃度の成績をも掲げたが，図示

の如く Pilocalpin注射後 5分目頃より発汗が開

始すると共に皮膚 CI濃度も急上昇し，暫時高

＇、値を続け30分を過ぎると徐々に下降し始める•

ここで 0.1劣 Atropin を 0.5cc皮下注射して

Pilocalpin発汗を中止せしむると皮下 Cl濃度

の低下も一層顕著となって来る．

以上の各例の成積より発汗時の皮膚組織液Cl

濃度は発汗に際して上昇し， この上昇の程度は

発汗量の増減によく平行している事が明かであ

る．従ってこの皮膚 Cl濃度の上昇の原因を発

汗による組織液水分の脱出による Clの濃縮の

結果であると判断する事は極めて合理的であ

る．叉上記の各例に於いて発汗時に上昇した皮

膚 Cl濃度は，発汗の終る頃叉は終って間もな

く低下を始め， 10,...,,20分の短時間にて元値にか

える．この事は塩化狐届膚循環学説にて説かれ

たる如く，皮膚の組織液が発汗後に漸次淋巴液

によって運ばれて，その過剰の Clを徐女に血

液に返し全身的な滲透圧調節機構によって処理

されて行くと考えればよく説明のつく事であ

る．以上を婁するに久野教授の塩化物皮膚循環

学説はここにその正しい事が実険的に証明せら

れたと云い得るであろう．

D.夏季に於ける温熱性発汗実験

之迄述べ来った発汗実験は主に 2月，一部は

3月に行った冬季の発汗実険であるが，冬期と

全く同様な温熱発汗実験を 8月頃に再び繰返

し，その成積と冬季実験の成積とを比較した・

それは冬季と夏季とは同一人についても発汗性

の異る事は久野教授の業蹟に明かであるから，

この様な発汗性の差が皮膚 Cl濃度に対して果

して冬季の発汗量の大小の差と同じ効果をもた

らすや否やを検討したかったからである．この

主旨にそって実験の条件は被検者，発汗刺戦，

発汗時間其の他を冬季と全く同了とした．只夏

の発汗実険が冬季と異なる点は，恒温室に冷房

装置がなかった為に発汗前の対照値測定の場合

の室温が 25℃とならず，止むなく常温の 30℃

として行った事である．

実験成績の 1例は第 8図に示されている．之

は第 3図に示した冬季実険と同一の被検者につ

いて行った成積である．図の表わし方は前図と

同様に実線が前膊皮膚組織液 Cl濃度，点線が

・ロ：‘‘ヽ0 /0 ~'10 100 110 /20 130 /.祝 I吟

第8図夏の温熱性発汗（被検者 C.T.)

務シ9--

水’分度失巻

9303 

発汗曲線，ヒス｝グラムが汗中 Cl濃度を表わ

す．先ず発汗曲線を見ると冬季と異なり温熟刺

戦を加えると急速に大菫の発汗が始まる．そし

て時間的に早期に最高発汗に達し且つ発汗中の

水分喪失の総量は 930gであって，冬季（第 4

図）の 810gよりも遥かに多い．而もこの際に

集めた汗について Cl濃度を定量すると，之は

冬に比し稀薄となっている10)11)．此の様に冬に

比べ夏は淡い汗が大抵に出る事になり，従って

上記の各説によれば当然汗腺周囲に取残される

Cl量は冬よりも一層多くなり，発汗時の皮膚組

織液 Cl濃度の上昇は冬季ょり一層強く起る事

が予想せられる．然るに組織 Cl電極にて実測

せられた皮膚組織夜 Cl濃度の高まり方は図示

の如く非常に少くなっている．又実験例によっ．

ては対照値に比し僅かに上昇の傾向を示すに過

ぎぬものもあって（第 9図），冬季実験に見た憬

に発汗曲線に平行して皮膚 Cl濃度が強く上昇

した成績は見られない而も温熱刺戟を停止す

ると，上昇した皮膚 Cl濃度はすぐには元値に

戻らず30分間位は同じ高さを持続するか，叉は

第 8図の如く返って発汗中より衛くなって居

り， 30分以上経過してから漸く低下し始めてい
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第 9図夏の温熱性発汗・（被検者 M.T.)

る．

要するに夏季には発汗時皮膚組織液中のCl濃

度は余り高くならず発汗後は元値に復する迄の

経過時間が長引いている．此の様な夏冬の差異

は別の被検者に就いても確めてあるから（第 9

図参照），快して実験上の過誤ではない．然らば

夏には発汗が冬よりも強いに拘らず何故その皮

膚経織液 Cl濃度の高まり方が少いのであろう

か． この成績はさぎの塩化物皮膚循環学説のみ

を以てしては理解出来ない事実である． これに

関して著者等は別の実験によって，冬季に於て

も被検者が毎日高温室に居住して汗をかく様な

仕事をしていると，段女と夏型の発汗曲線と夏

型の皮膚 Cl濃度典線を示すに鵡入る事を証明し

た叫従ってかかる夏季の発汗時の皮膚 Cl濃

度の特徴は，暑熱馴化の硯象に関係せる事を第

1に考えねばならぬ．

夏季暑熱馴化に際して血液水分の増す事は黒

田13)，斉藤14)が明かにせる所であり，我教室の

田中等叫まこれは高温馴化に伴・う皮膚血管の開

張によって組織液が血管内に流入して循環血量

を増す為なりと説いている．而して一方吉利

等16)は細胞外液相も亦冬季よりも夏季に増加す

る事をロダン間隙について証明し，又吉村教授

皓12)は冬季に於ても翫温室にて長く生活を続け

て高温馴化を起させる事により体内全水分保有

量や細胞外液相の増加を来す事を証明した．か

かる夏季の細胞外液相の増加は発汗に対する準

備状態を形成し，高温馴化機転として重要なる

事は既に久野教授の指摘せる所である．この様

に夏期に於いて細胞外液相の著明なる増加があ

りとすれば皮膚の組織液も当然冬に比し著明に

増加している事が考えられる．此の様に考えれ

ば夏の発汗に際し汗腺周囲に蓄積する Cl量が

冬より幾分多くとも大量の皮膚結織液により稀

釈される為に，濃度としては余り上昇しないの，

が当然である．又かくして一度濃度が上昇すれ

ば元に復する迄に長い時間を要する事もうなず

ける訳である．従って夏の発汗時の皮膚組織液

Cl濃度が発汗曲線に平行して高まらずとも，久

野教授の塩化物皮膚循環学説に何ら惇る処はな

ぃ．唯此処で考えねばならぬ事は夏の皮膚の組

織液量の増加が果してかかる Cl濃度の上昇を

防ぐ程度に迄大きいものであるかどうかと去う

事と，第 8図に見る様に発汗中止後に皮膚Cl濃

度の上昇する事実を如何にして説明するかと去

う事とである．夏季に皮膚組織液が増すと去っ

てもそれが常時2倍3倍と云う様に大量に増す

とは考えられないし，叉発汗後の皮膚 Cl濃度

の上昇は単に夏季に皮膚組織液量が増している

事のみでは説明がつかない之に対する説明と

して著者は小森17)の実験を挙げたい．小森は動

物に対して Pituitrinを注射すればその細胞内

より水分が出て細胞外液相の増加する事を証明←

したが，一方伊藤18)等は発汗時に ADHの分泌

の増す事を証明している． このように発汗時に

ADHの分泌の増す事は尿に分泌せられる水分

を摂して発汗の準備状態を促進する意義をもっ

ているから，高温馴化機転として有意義な現象

である．従ってかかる馴化機転が夏季に顕著に

現われるとすれば，発汗中に ADHの分泌充進

によって細胞内水分の漏出による皮膚組織液の

増加が起り，これが発汗による組織液の Cl濃

度の増加を緩和する事となる．そして発汗のや

んだ後でホルモン作用の消滅に伴い組織液水分

が細胞内へ回収されるとすれば，発汗後に紐織

液 CI濃度の高まる事はよく理解し得る．かく

の如くにして高まった組織液の Clも淋巴流に

よって漸次血液中に運ばれ，皮膚には新しい組

織液が入り代って来るからその Cl濃度も元値

に回復するものと思われる．此の様に夏季に於

ては発汗後の組織 CI濃度の上昇と淋巴流によ

る濃度の回復とがならび行われる為にその回復
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速度は冬季の如く迅速簡単ではなく，甚だ緩徐

なのである．又基よりかかる細胞内への水分回

収は個体の状況によって急激に起る場合もあ

り，緩徐た場合もあるから，一概に発汗後皮膚

Cl濃度の上昇が起るとは恨らないのであろう・

尚ここには発汗時に ADHの分泌が増すと考え

たがこれは ADHのみに眼るかどうかは疑問で

あって，これについては遠からず教室の研究に

よって一応の結論が得られるであろう．

以上を要するに，著者の夏季発汗実験の成績

を説明する為には高温馴化の結果としてホルモ

ン作用によって発汗時には細胞内水分による細

胞外液相の稀釈が行われ，発汗の準備状態の保

持と滲透圧上昇の防止に役立つと考えられる•

換言すれば夏季jこ於ては発汗に際する皮膚Cl濃

度の激変や血漿 Cl濃度の激変を防がんとする

Homeostasisの槻転が顕著に現れるのであり，

高温馴化とはかかる機転が促進せられる現象に

、他ならないのである．従って夏季の発汗実験の

成績が一見塩化物皮膚循環学説によってよく説

明出来ないからと云って，これを否定する事は

誤りである．む・しろ夏季に於いても本説の云ぅ

1 通りの現象が起っていると解すべきであって，

唯夏季は高温馴化による体液の Homeostasisの

機転が活澄に佑く為に一見これと矛盾する様な

結果が得られたに過ぎない．

IV．総括

組織 Cl電極を人体皮膚に応用して皮膚組織

液の Cl濃度を測定し，その身体各部位別差，

1日の変動，発汗による変化等の生理的変動を

追求した．得たる成績の大要は次の通りである．

1) 身体艦幹部，四肢の 7個所の皮膚組織に

ついてはその Cl濃度には大差なく，いずれも

0.11土0.01N(390土36mg/dl)の，血漿 Cl濃度

に近い値であり，生理的変動の戦囲内にて等し

いと認められた．又この値と血漿 Cl濃度の差

は平均して 25mg/dl であって，組織液の方が

高く，両者はDonnan平衡を保つと考えるとよ．

く説明出来る．

2) 皮膚組織液 Cl濃度の 1日の変動を見る

と，早朝起床時と就寝前に稲高く日中低い（そ

の差は大凡36mg/dl以下）．之は血漿 Cl濃度の

日中変化と丁度変化の方向が反対である． これ

は恐らく日中の活囮による水分代説の充進によ

る血液 Cl濃度の濃縮と，細胞内水分の漏出に

よってこれを規正せんとする Homeostasisの

機転との 2つの機転が佑く為として説明した・

3) 冬季において温熱性発汗，精神性発汗，

Pilocarpin発汗等を行い，その時の皮膚組織液

Cl濃度の経過を追求し，叉温熱性発汗に際して

はこれを発汗刺戟の強い場合と弱い場合を比較

したり，発汗性の強い人と弱い人や，発汗の激

しい部位と弱い綿位について比較した．その結．

果発汗時の皮膚組織液 Cl濃度の高まり方は発

汗量の上昇度によく一致し平行する事を認め，

久野教授の塩化物皮膚循環学説を実唸的に証明

した．

4) 夏季に於て冬季と殆んど同じ条件の温熟

性発汗を行い，季節の影響として冬よりも最高

発汗が早く現れ，汗量の多い事，汗の Cl濃度

が低い事を確めたが，発汗中の皮膚組織液Cl濃

度に関しては予想に反してその高まり方が非常

に少く，発汗後もその元値に復する迄に長時間

を要する事を見た．之は夏季に於ては高温馴化

の為に発汗時に体液組成の変化を防いで発汗の

準備状態を保持せんとする Homeostasisの渡

転が顕著に1カく結果であって，夏にも久野教授

の塩化物皮膚循環学説は成立すると説明した・

而して Homeo~tasis の機転としては此の場合

にホルモン作用による細胞内水分の漏出による

組織液の稀釈を考えねばならない事を主張し

た．

レ線撮影に御手を煩わした後藤五郎教授に深謝し，
御懇篤なる御指導を賜った吉村寿人教授並に被検者
として御協力下さった教室員諸兄に深甚なる感謝の
意を表して掴筆する．
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10) 松岡脩吉•他 3 名（昭和27年）生体の科学 3,219,

11) Robinson,'S., et a] (1950) J~ Appl. Physiol. 2, 
654 

12) 吉村寿人•他（未刊 Jap. J. Physiol.近刊号に

掲載予定）

13)黒田嘉一郎（昭和23年）医学と生物学 12,14&3切

14)斉藤一・高松誠（昭和27年）労佑科学 28,269、

15) 田中光雄•他 (1953) 日本生理誌 15, 524 

16)吉利和・北村勇（昭和28年）召新医学 40,416

17)小森敏男（末刊）

18)伊藤真次・木村光博 (1953)日本生理誌 15,534 

Summary 

Estimating chloride concentration in skin tissue by means of the chloride electrode 

devised by the author, following facts were realized. 

1) Chloride concentration of skin tissue was kept constant among different parts 

within the scope of 0.01 N around 0.11 N which was a little higher than the concentration 

in blood plasm. 

2) It $howed, however, hourly changes of about 0.01 N in a day, by decreasing・ in 

the day time, while increasing in the night. 

3) It was ascertained that the chloride concentration of skin rose during sweating 

and restored・ down to the original level after its subsidence. Thus Ku.no's hypothesis of 

cutaneous chloride circulation was verified. 

4) The rise of cutaneous chloride concentration during sweating was found to be 

far lesser in summer than in winter. 

T4e author explained the fact by the mooilisation of intracellular water ・ out of skin 

,cells to dilute the extracellular fluid which process was probably manifested by the 

.adaptative change in summer, and served to maintain osmotic constancy of body fluid. 

(Institute of Phy.~iology, K.1/oto Prefectural Med'l,．cal College) 
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高温環境における兎の体温に対する皮膚圧迫の影響 612.535 

Study on the Skin Pressure and the Body Temperature. 

長谷 川 弘・坂西昭夫 (HAsEGAWA-Hiromu • BANZAr-Akio)•天

I. ま え が き

私たちは前に実験翫物例えば兎猫等を実験

台に固定すると体温が低下する原因について研

究し，これが背部の皮膚を圧迫することにより

休温調節中枢のはたらきが抑制されるためであ

ろうと結論した1)．私たちはその際皮膚圧迫が

直接体温調節中枢の機能低下を起す様にはたら

くと考えたのであるが，皮膚圧迫は骨幣筋の緊

張も抑制する6)からその為に全身の筋緊張が抑

制され発熱量がへるために二次的に体温低下を

来すとも考えられる．兎の体温よりも低いがこ

れに近い高温環境下で皮膚圧迫をすれば後者の

考えが正しければ体温は低温時と同様低下を来

し，前者の考えが正しければ反対に上昇を来す

筈であると考えて，これを確めるためにこの実

験を行った．
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第1図

横軸：時間，縦軸：上は室温，下は直腸温．
A-B間は背位固定， Cで再び背位固定．

ー 3時｝句 4
 

]1． 実 験 方 法

被験動物は全蹄家兎を用い，恒温室内で行っ

た．休温は直腸温を水銀体温計を用いて測定し

た．代謝量の澗定には兎の頭部を一定容積のビ

ニール製の袋でおおい短時間 (1~2分間）再

呼吸をさせて中の酸素の減少，炭酸ガスの増加

をはかった．測定時以外には袋は取り除いてお

＜． 

1.実 験 成 績

家兎を高温室内に入れると体温は次第に上昇

し， 2～3時間で一定となる．その後に皮膚圧

迫実験を行った．高温室内に入れると兎は耳の

血管の拡張が著明となり，呼吸は Pantingとな

る．次いで唾液分泌がまし，それを頸部及び前

脚にぬりつけてその部をしめらせる．いずれも

＊新褐大学医学部生理学教室（高木建太郎教授）

休温の放散を増す反射とみられる．非常に不安

状態となり，しきりに動きまわったり，長々と

体を伸ばして横たわったりする．

A.背位固定と体温

第 1図の如く，室温が38℃前後の時40.9℃で

一定しておった体温が背位固定（図中A) によ

り直ちに上昇しはじめ25分後には41.6℃までな

る．そのままにしておいても体温は次第にもと

にもと、｀る傾向を示す．固定からはなすと（図中

B) 更に体温はもとにもと｀る． この図で一時的

に上昇しているのは固定をとる際に兎がもがい

た為と思われる． Cで再び背位に固定すると再

び体温は上昇する．以上の経過は前に低温で行

った実験の体温低下の経過と非常によくにてい

る．ただ前のは体温低下，今回のは体温上昇で

方向は逆である．

B．背部皮膚の圧迫

背位固定による体温の変動が頭の位懺が逆に

なることによる平衡器官からの影響でないこと

は前の論文でも論じたが，ここでもこれを確ぬ

るために兎は自由にしておいてクリップで背中



長谷川・坂西-高湿環境に於ける兎の体温に対する皮膚圧迫の影響 641 

ル
37° o t-.. ＾.--\r-•---:::...-...-..―•0•-。―――

A
 。2

J
.
o
n
,
]
N
0
7
6
5

?

i

l

 

4

4

 

B
 

c
 

p 

ロ：

゜
1 

3:］ .. ニ-ヤー｀ー—:
44・［r ↑ ？亀 C D 

2 峙朋 3
 

分45

喜

嘉

喜

51

喜
四
⑳
口
如

時
2
0
2
2
2
3
3
3
4
0
4
0
4
4
4
4
4
4

ー

f
l
(
1
1
‘
g
,
|、
／

',i

常

温

高

温

環

境

高

温

環

境

背
位
固
定

／ 

1 

第 2図

横軸：時間，縦軸：上は室温，下は直腸温．

aのA-B間はクリップによる両側側胸部皮

膚の圧迫． C-D間は背位固定．

bのA-B間はクリップによる両側側胸部皮

膚の圧追 C-D間はA-B間でクリップで

しまさんだと同じ場所を板を用いて手で圧
迫する．

゜
2 靖閉 3

 

に近い側胸腹部の皮膚をはさむ実険，及びこの

部を板で圧迫する実険を行った．第 2図がその

経過を示す．第2図 aの A--B間がクリップで

はさむ． C-D間が背位固定，第 2図bのA-B

間がクリップではさむ， C-D間が板で圧迫し

たものである．クリップの圧迫する力は大体 1

kgの重さに相当し，その接触面積は 1ケ3.9cm2

であり，これを 4ケづつ左右に用いた．又圧迫

に用いた板は 15x5cm2のもので，呼吸運動を

さまたげないように手で加減しながら圧迫した

のでその力ははっきりしないいずれの場合も

大体同じ程度に体温上昇がみられ，叉圧迫をつ

づけている間にもとにもどる傾向を示すのも前

•の実験と同様である．

第 1表

背位固定と体温及び新陳代謝量 (1.8kg家兎 9)

酸素消費量
(1分間）（cc)時間 室湿 体温（℃）
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c.背位固定と代謝量

背位固定，又は背位皮膚圧迫で代謝量のへる

ことは既に報告1)したが，高温環境下でもこれ

をたしかめた．第 1表がそれで，明かに背位固

定により酸素消費量がへる．

D. 室温との関係

低温の時には皮膚圧迫により休温は低下し高

温の場合には上昇するのでその境を求めてみる

と，第 2 表の如く，室温37℃がその境となる•

第2表室温と圧迫による体温変化

平均室温圧迫前圧迫中
（℃) 体温（℃)体温（℃）

1
2
3
4
5
6
7
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IV.考

41.5 42.0 上昇
41.9 42.2 上昇
40.9 41.4 上昇
40.9 . 41.6 上昇
40.8-41.3 不定

41.6 40.4 下降
次第に上昇 44.2で死亡

察

環境温度が 37℃以上の場合に家兎を背位に

固定するとか，背中に近い側胸腹部の皮膚をク

リップではさむとか，板を用いて手で圧迫する

とか，何れかの方法で皮膚圧迫を加えると体温

上昇が認められる．この際代謝量は低下するか

らこの体温上昇は体内に於ける発熱量のました

為ではない．前の論文でのべ，今回もたしかめ

た如く環境温度が 37℃以下では同じ皮膚圧迫
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が体温の低下を生ずる．代謝量は環境温度の如

何にかかわらず減少する．｀従って皮膚圧迫によ

る体温の変化は筋緊張の変化にもとずく発熱量

の変化による二次的のものではない．皮膚圧迫

が一次的に体温調節中枢のはたらきを抑制し，

休温が環境温度に左右されやすくなるものと考

ぇ惚れる．即ち環境温がひくい時には熱放散に

対して体温を維持する反射機能が低下して体温

は低下し，環境温が高い時にはうつ熱に抗して

休温を維持する反射機能，例えばPantingとか

皮膚の血液循環等が不十分となり，体温上昇を

来すものであろう． ， 

皮膚圧迫をした場合体温の変化は直ちにおこ

り， 20~30分で最高度になり，その後その刺激

がひきつづき与えられているにもかかわらず体

温はもとにもどる傾向がある． これは適応現象

と考えられるが，これが中枢と受容器といずれ

に生ずるものであろうか．入体に於ける皮膚圧

迫と発汗との実険2)3)4)5)をみると皮膚を表面上

から圧迫したのでは適応現象はあらわれない

従ってこの揚合も適応は体温調節中枢でおこっ

ているものと思われる．

v.結論

皮膚圧迫による家兎の体温変動をしらべて次

の結果を得た．

1) 環境温度が 37℃以上では皮胄圧迫によ

って体温は上昇する．その経過は 37℃以下の

低温環境に於いて皮膚圧迫により生ずる体温低

下の経過と鏡像をなしている。・

2) 新陳代謝量は環境温度の如何にかかわら

ず皮膚圧迫によって減少する．

3) この体温変動は体温調節中枢が皮膚圧迫

により反射的に拍制され，体温が環境温により

左右されやすくなる為と思われる．
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Summary 

The body temperature of rabbit rises or falls by the pressure applied upon the body 
surface of the side or the back. We have reported already on the pressure experiments 

, in which the environmental temperature is below 30℃,and this time we have studied on 
the cases in which the environmental temperature is near the body temperature of the 
rabbit. And we have obtained following results. ・ 

1) When the room temperature is above 37℃,the body temperature of rabbit rises 
by the skin pressure applied upon the side or the back of the body. The body_ temperature 
rises gradually to reach highest level in 20-30 minutes and・ afterwards it tends to return 
to the previous level during pressuring. 

2) ・. The metabolic rate decreases always by the skin pressure、forall the room 
temperature. 、

3) It is concluded that these changes of t~e body temperature by the skin pressure 
is due to the reflex. inhibition of the regulatory action of the center of the body 
temperature, and the body temperature is influenced greatly by the environmental 
temperature. 

(Dept. of Physiol., Niigata Univ. Schaul of.lJ,ledicine) 
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The Changes in the Intestinal Movements Caused by Sensory Stimulations. 

錢場武彦・伊藤光彰・佐々木弘純

(SEMBA-Takehiko • Iro-1\litsuaki、 •SASAKr-Hiroyoshi) * 

坐骨神経の中枢端刺激其他の知覚刺激によっ

て，胃腸の運動が抑制される事は概ね一致した

見解である1)2)3)4)5)7) 8) 9) 10) 11) 12) 13) 15) 23)． この抑

制は内臓神経切断叉は脊髄破壊によって消失す

る1)3)5)10)13)15)

ところが今，犬を用いて知覚刺激を行って見

るに，腸の抑制のみならず，促進が屡女葛めら

れ，亦之等の反応は内臓神経の切断によって消

失しない例に遭遇する． この機転を追及して見

るに，腸運動の促進又は抑制は知覚刺激そのも

のによるものではなくて， この際生ずる一股血

圧の変動に左右される事が明らかとなったので

報告する．

I.実験方法

Urethane麻酔犬又は猫を用う．小腸片"(5,,...,_, 

12cm長）の連動はballoonmethodによりMarey

のtambourにて kymographに描記し，一般血

圧は総頸動脈にて水銀 manometerで観血的に

測定した．坐骨神経叉は大腿神経を切断し，その

中枢端を感応電流（一次coil2V., C. D. 3,......, 10cm) 

にて20~60秒間刺激した．

I．実験成績

A. 血圧上昇が見られる場合

1) 知覚刺激直後より血圧は上昇し，腸！ま数

秒後より急速に緊張を減じ運動の振幅を減ず

る．血圧は後，多く一過性に正常値よりも下降

して回復するが，この間，腸は一過性に充進を

示してから回復する．

2) 之等の腸運動の変化は，両側迷走神経の

切断（横隔膜下）によっては全く影響されない

3) 両側大・小内臓神経の切断，副腎静脈結

＊広島大学医学部生理学教室

禁後に於ても，知覚刺激により血圧上昇が認め

られる場合は，常に腸抑制が認められた．即ち

第 1図は予め内臓神経切断，副腎静脈を結禁し

た猫で．左側坐骨神経を刺激 (C.D.=5cm,-30"). 

したものである．血圧 (80mmHg) は刺激直後

より上昇し始め， 10秒後107mmHgに達した・

腸は刺激後3秒して，急速に緊張を減じ，叉運

動を減弱したが，刺激後27秒して血圧が回復し

始めると共に，再び急速に回復した．

第 1図

猫，大小内臓神経切断，副腎静脈結莱後，左側
坐骨神経中枢端刺激．
（上から血圧，腸運動，シグナル，時間6秒，以
下の図の説明は同じ）

4)小腸片を完全にdenervatedする，即ち小．．．

腸片の両端を切断し，又小腸片に分布する神経

を全て切断し，且之に分布する血管の周囲に 5

劣 cocaineを塗布して；小腸片は血行によって

のみ体と連絡を保たしめる．知覚刺激により血＾

圧上昇を来す場合は denervatedした腸の運動

はやはり抑制され，緊張は低下する．第 2図で

は血圧は刺激直後より 122mmHgが135mmHg

に上昇し，のち 108mmHgまで下降して回復す

るが， この間，腸運動は減弱し，緊張は低下し
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第 2図

臼犬，小腸片はdenervated,左側坐骨神経中枢端
刺激．

た血圧の下降期に腸運尉は急速に回復に向い，

のちー過性に刺激前よりも促進を示して回復し

た．

B．血圧下降が見られた場合

1) 知覚刺激により直後より血圧下降が見ら

れる場合がある．腸は常に刺激数秒後より著し

＜緊張及び運動を増大し，刺激終了後も血圧が

回復する迄，この腸促進は持続する．時には一

過性に抑制を示して回復する場合もある．

2) 迷走神経の切断（頸部又は横隔膜下）は

腸運動促進に全く影響を及ぼさない．第 3図は，

．迷走神経切断後左側坐骨神経を刺激(CD=3cm)

した．直後より血圧は95mmHgが80mmHgに

低下，腸は刺激後 5秒して緊張及び運動を漸次

辺 増大し30秒後最大となり50秒後に回復した．
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第 3図

犬，迷走神経切断後，左側坐骨神経中枢端刺激

―---」

第4図

犬，大小内臓神経切断，副腎静脈結紫後；左側
坐骨神経中枢端刺激．

3)両側大，小内臓神経および副腎静脈結禁

後坐骨神経中枢端刺激 (CD=2cm)を行うに，

第 4図に示す様に血圧は90mmHgが85mmHg

に低下し，刺激13秒後には腸の緊張は充進しは

じめ．刺激終了後にも血圧下降中はなお腸促進

は継続し， 78秒後回復した．

4) 描記小腸片の神経的連絡を完全に断ち，

単に血管によってのみ体と連絡を保った後，知

覚刺激を加うるに，血圧下降が生ずる場合はや

はり腸促進が見られる．第5図にては左側大腿

神経を刺激 (CD=4cm)した．血圧は 130より

115mmHgに下降し，腸促進は刺激後12秒して

始り， 30秒後に最大となり，のち一旦刺激前よ

りも緊張僅かに低下を示した後回復した．

第5図

犬，小腸片は denervated左側大腿神経中枢端
刺激．



錢場・伊藤ヽ佐々木一一知覚刺激と胴這動 645 

5)体との神経的連絡を保った小腸片を脱繊

維血加 Ringer-Locke氏液にて灌流し，知覚刺

激を行い，一般血圧の下降が見られ，小腸片の

灌流量が増加した場合は，やはり腸促進が得ら

れた．第6図では小腸片は llOcmH20で灌流，

左大腿神経を刺激(CD=3cm)した血圧は122が

105mmHgに下降した．腸は初め13秒間は僅か

の抑制を示したが，のち著しく緊張を増し運動

の振幅も大となった．灌流滴数の変化を見るに，

刺激前毎分54滴が，直後血圧下降時64滴となり，

腸促進が最大に達すると，反って腸血管は圧迫

されて摘数は毎分30滴に減じ，のち回復して70

滴となった．

灌流小腸片を denervatedした後には，知覚

剌激による血圧変化が生じても，最早腸促進は

見られない

第6図

犬，灌流小腸片，左側大腿神経中枢端刺激．
（上から血圧；腸運動，シグナル，時間 6秒，灌
流滴数）

,．考．察

1) 知覚刺激によって血圧は上昇叉は下降の

二様の変化を示す事は既に多くの研究6)16)18)19)

がある．夫れは刺激強度，頻度により，或は麻

酔剤により，叉個体差にある等々云われ，その

条件は尚決定的ではない．

2)実験 (A)に示す様に，知覚刺激による血

圧の上昇は，恐らくは adrenergicnerve系の興

奮によるものであろうから，この時，腸抑制を

来すのは当然である．しかし血圧上昇は単に内

臓神経の興奮，副腎adrenalineの分泌のみに起

因するものではないから，夫等の遮断後にも血

圧上昇は見られ，従って腸抑制も見られる．多

くの報告で内臓神経切断後は腸抑制を生じない

としヽ う 1)3)5)10)13)15)のは，恐らくは内臓神経切断

後血圧低下が著しく，知覚刺激によっても血圧

上昇が著しく現われないためではなかろうか•

血圧上昇が認められる場合は denervatedした

小腸片でも常に腸抑制の生ずることは，腸抑制

が humoralな影響である事を暗示する叫

3) 実険 (B)に示す様に，知覚刺激により血ヘ

圧下降する場合，腸運動は常に促進を示した・

従来かかる促進をみた例はBunch(Fig. 13,14)4)・ 

及び角22)の口腔粘膜刺激による若干例に過ぎな

ぃ．腸促進は迷走神経，大小内臓神経切断後に

も見られ，叉一般循環より分離した小腸片の灌

流実験に於ても，血圧下降時血管拡張あれば，

腸促進を隠め，更に亦， denervatedした小腸片

でも血圧下降時に腸促進を示すという事は，知

覚刺激と腸運動との関係は，神経的ではなくて

血行性なることを示すに他ならない．

4) 腸運動が血行に左右される事は，古くか

らの研究3)7)8)14)がある．銭場21)も灌流小腸に

て，又血圧調節神経刺激による血圧下降と腸運

動との開係20)に於て，夫女腸血行の増大は腸運

動を促進する事を見た．しかし腸運勘が著しく

加進する時は腸血管は圧迫せられて，反っ，て灌

流量を減ずる17)から，一義的に血行増大は腸促

進を来すという事は出来ない．従って腸運動は

血圧上昇叉は下降に伴う humoralなものによ、

る二次的影響と云うべきである．

IV.結 語

Urethane麻喘犬にて，坐骨神経又は大腿神径

の中枢瑞刺激の際の腸運動の変化を追及した・

之等の知覚刺激により一般血圧上昇時には，腸

運動及び緊張は抑制せられ，血圧下降時には夫

れは促進される．即ち腸変化は血圧変翫に伴う

二次的の形響で，内臓神経，迷走神経の切断副

腎静脈の結禁によって，腸抑制又は促進は影響
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されない

（本研究は文部省科学研究費の補助によった）
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Summary 

The changes in the intestinal movements caused by senso対 stimulationswere studied. 

When a rise in the ge庶 ralblood pressure was produced by the central stimulation of 

the sciatic nerve and the crural nerve, an inhibition of the intestinal movemeQ.ts and 

tonus was observed, on the contrary, when a fall in the general blood pressure was 

produced by the same stimulation, the intestinal movements ・. and tonus were excited. 

Furth~r, their inhibition or excitation were not affected by the dissection of the splanchnic 

or vagal nerves or by the ligature of the adrenal veins. Therefore, it is evident ・ that the 

intestinal changes are a secondary phenomenon accompanying changes in the blood 

.Pressure. 

(Department of Physiology, School of Medicine, University of Hirosh切叫
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人の 鼻甲介温度に対する皮膚圧迫の影響 612.215.4

The Effect of Pressure on the Body 

Surface upon the Temperature of the Human Turbinate. 

河 合

I.まえがき

先に高木1)2) 3)によって，半側発汗の原因が

下位になる側の鬱血によるものでなく，圧迫に

よる反射であることが立証され，つづいて皮膚

圧迫が種々の自律神経機能に対して見逃すこと

の出来ない大ぎな影響のあることが次々と確認

されている4)5). 

従来側臥位をとると，下位になる側の鼻閉が

来ることは知られており，先に高木と著者6)は

この鼻閉と皮膚圧迫との関係を調べる

ため，左右呼吸気流の側圧をタンプー

ルに導き，キモグラフに描記すること

によ・って，鼻腔の通気状態を測定する

実険と前鼻鏡検査を行い，．片側の体部

皮膚を圧迫すると，圧迫側の下甲介は

腫脹して通気状態は不良となり，対側

はその反対となること及び上記現象は

下甲介の血行に与える皮膚からの反射

と考えられることを報告したが， この

反射作用時の下甲介の態度を尚詳細に

得たので報告する．

n.実験方法

1. 測定装置

測定には文部省科学綜合研究の季節生理班で

とりぎめた熱電堆法を用いた．熱電堆は銅ーコ

ンスタンタンの単線接合で，各々の線の太さは

共に直径 0.2mmであり，温接点は幅 1.2mm

の 1Jボン状をなしている．長さ 9cm,幅 2mm,

＊新潟大学医学部生理学教室（高木健太郎教授）

仁 (KAwAr-Hitosi)* 

厚さ 1.2mm,棒状の鯨のひげの先端を斜めに切

って，その斜面にこの熱電堆の接点のみ露出し，

両側の溝に夫々エナメル銅線及び，絹糸で被覆

されたコンスタンタン線を入れて，パラフィン

で埋没した（第 1図右）．次に測定に便利な様に

特殊の考案によるクリップを作り， これに電堆

を装着した（第 1図左）．クリップに着けられた

小さなスプリングにより，温接点は下甲介粘膜

に軽く接触する様になっており， このクリップ

で鼻中隔をはさみ，電堆の尖端が下甲介前端の

［［口箪：甲

中

甲

電

中

鼻

下

熱

鯨のひげ

ビニール管

検討するため，この度は下甲介粘膜の ビニール管一—

＂ 温度（以下略して甲介温と弐う）を連 第 1図左：恐電堆装倍模型図．右：熱電堆溝造模型図

続的に測定し，興味ある知見を確認することを 方向に向う様，クリップの下にガーゼで適当な

支持台をおく．

従来鼻粘膜温度測定に熱電堆を使用した人々

は，測定毎に接点を粘膜に接着しているが，こ

の方法の映点を挙げると，接点をあてる場所及

び強さが一定しにくいこと，次に鼻粘膜を刺戟

し易いことであり，また接点を粘膜にあててか

ら一定時間を経ないと，値が一定せぬため，短

時間内及び連続的温度変動を見ることが不可能

なことである．このクリップを用いることによ

って以上の映点を少くし，またウリップは支持
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台の上にあり，先端にゴムがつけてあって鼻中

隔をはさむ力も強くないから，被験者は何等疼

痛を感ずることがなく，また電堆，クリップ及

び支持台と，鼻腔との間には相当な間隙がある

ので呼吸にも障碍を与えず，且つ鼻中隔をはさ

むことは正常甲介温及び圧迫の効果に何等の影

響を及ぼさない

熱電流の測定には横河式ガルバノメーターD3

型（電圧感度 1.3X 10--9 V.電流感度 11X 10-6 

A) を用い， これを電位差計に連結し，切換装

置を利用することによって，左右の甲介温を短

時間に測定した・温度補正には熱電堆を各種の

温水中に挿入し，・精密寒暖計と比較することに

よって，各々の熱電堆の較正を行った．恒温装置

及び其の他の測定に必要な装懺の細目はすべて

季節生理班の指示に準じ，実隙誤差に肖意した．

2.測定方法及び測定部位

辛島7)8)は特殊のエレメントを作製して，呼

吸によって甲介温が変動しないというが，著者

の場合には甲介温は Jansen9)のいう様に通常，

呼吸と共に僅かながら動揺する．外界温が体温

より低い場合には，吸息時に低く呼気時に高く，

外界温が高い場合にはこの反対となる． この変

動は口呼吸のとぎ，いきこらえのときには全く

消失し，また鼻閉が強い程，変動は小となる•

最大変動は正常の呼吸では士0.02℃¢であるが，

この検流計の慣性が大きいから，実際にはもっ

と大ぎいと想像されるが，甲介粘膜のゆるやか

な血行変動を検討する著者の実験目的には，何

等支障を来さぬ範囲であり，吸気時と呼気時の

中間の値をとって測定値とした．且ついきこら

えや口呼吸は連続的にまた長く甲介温の変化を

みるには，被験者に苦痛を与え，また生理的で

なく，正常の呼吸状態に於ける鼻腔通気度，即

甲介の態度をみるのが目的であるから， この様

な方法はとらなかった．またこの温度変勧は呼

吸気流の電堆または粘膜への直接的物理的影響

によることが最も考えられ易いが，しかし生物

的に粘膜血管の態度が関係することも全くは除

外出来ない

尚季節生理班で指示するとおり，皮膚に於て

も接点を強くあてることは，皮下の深部の温度

を計ることになって，実除誤差を来し易<,軟

かい粘膜上に圧を加えることは尚更であるの

で，接点はスプリングを利用して軽く下甲介粘

膜に接触する程度にとどめた．また測定部位は

甲介の腫脹の際に接点が圧迫を加えぬ様，下甲

介前端に接触する様につとめた．

3. 実験環境
鴫

測定に際しては室を密閉し，その平均温度変

化の範囲を 0.5℃以内にとどめると同時に，外｀

気温の変動及び通風による影響を少くした・

1℃内外の外気の変化も，それがゆるやかであ

れば殆ど甲介温に影響を与えないが，急激な温

度変化及び被験者の体位は，著明な影響を与え

るので，通常外気温と異なる温度の実験室に入

って，正常椅坐位をとらしめた後，少く共30分

を経てから測定を開始した．

,．下甲介粘膜の正常温度

及びクけ早気温との関係

1927年 Jansen以来，多くの人たが種足の目

的で下甲介粘膜温度を測定しており， これにつ・、

いては砂田10)の報告及び Proetz11)の著書に最

も詳細に記載されているが，各研究者によりそ

の値は一定せず， 31.80℃ か ら 36.80℃に達し

ている． 1,2の例を挙げると Cone12)は75例を

測定して 32℃,Montiand Gregolini13)は87

例を測定して 36,,....,36.80℃ と報告している•

Proetzもこの点に注目し，何故この様に各研究

者の測定値が異なるかを検討することを怠って

いると指摘している．著者の測定によれば甲介

温は 31℃から 36℃迄は生理的範囲と考える．

また前述の報告者の多くは，外界気温が下れ

ば甲介温は上昇するというが， これも著者の実

験によれば，この関係はその様に簡単でない・

しかしこの関係については別の機会に報告する

ことにして，今回は皮膚圧迫の影響のみについ

て述べる．

IV.実験成績

A.側臥位時鼻閉の検討
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さきにも述べた様に，側臥位をとると下位に

なった側に鼻閉が来ることは一般に知られてお

り， これについては下位側の鬱血，鼻汁の下位

側への流注などが挙げられている． この問題を

検討するため，まず被験者に正常椅坐位をとら

せて（第 2図I)，左右の甲介温を計測した後，

顔面を出来るだけ右に傾むけさした (I)．この
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第2図側臥位時鼻閉の検討

.][ ：左側胸部圧迫 3kg/10cm29分間． L.R:夫

々左右の甲介温．被険者 S.K.43オ男．室温 D.

15.60℃,w. 12.00℃ 

場合下側に鬱血が来ている筈である．．しかるに

甲介温は前の Iの場合と変りはない．つぎに左

の腋腐点（中腋窟線と，両側の乳嘴を連ねる線

との交点を指す）を圧迫すると（＇），圧迫側の

甲介温は直ちに上昇し，対側は下降し，圧迫を

している間中，その状態を保ちつづける．圧迫

を除去すると (IV)，徐々に圧追前の状態に戻っ

ているが，顔面を元の位置にかえしても (V),

左右甲介温はそのままで変化しない．以上の実

験によって，側臥位時の鼻閉は静水力学的，物

理的原因によるものでなく，皮膚の圧迫によっ

て起る反射作用であることは明らかである．

B.片側の圧迫

1) 側胸部

正常椅坐位で片側の腋腐点を圧迫すると，甲

介温に著明な影響が見られる．即ち圧迫すると

殆んどすぐに圧追側甲介温は上昇し，対側は下

降する．上昇及び下降度は被険者のその時の状

態及び外界環境によっても異なるが，最も強く

影響するのは圧迫の強さ及び広さである． これ

に就いては後述

する．また片側

の側胸部圧迫に

特異なことは，

圧迫の強さ及び

広さが大きく

約 (3kg/10cm2

以上），時間が長

い時（大体10分

以上）は圧迫を
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除去しても，仲
第3図

右側胸部圧迫 2kg/10cm26分間
女圧迫前の状態 被験者 H.K.34オ男室温 D.

に戻らず，むし
17:00℃,W. 13.00℃ 

ろ上昇及び下降をつづけることが多いことであ

る．第 3図は圧迫が弱く (2kg/10cm判時間も

比較的短かい場合で (6分間圧迫），圧迫中は圧

迫側は約 1℃の上昇，対側は約 1.3℃の下降を

示すが，圧迫を除去した後は，直ちに徐女に圧

迫前の状態に復している．

2) 臀部

側胸部と同様に圧迫側が上昇し対側が下降す

る．しかし圧迫直後から変化することは少く必

ず一定の潜伏時を必要とし，また温度変化は側

胸錦程著明でない．従って変化を起すためには，

強く，長く圧迫の必要がある．第 4図は20分間片

尻位をとると、

同時に，尚且

つ5kg/10cm2

で側臀音砂を圧

迫したもので

ある．尚臀部

の圧迫は側胸

蹄の時と異な

り，圧迫中に

圧迫前の状態

に戻る傾向が

見られる．圧

迫を除去すれ

ば元に戻る．

3) 頻面

正常椅坐位
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第 5図

左顔面圧迫（正常椅坐位の場合）
3kg/10cm2 20分間

被験者 H.K.34オ男室温 D.
19.10℃,w. 15.00℃ 
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でこめかみを圧

迫したが，圧迫

の効果は著明で

ない．左右共に

圧迫直後僅かに

降下するが，間

もなく元に戻

る．むしろ圧迫

側が温度降下が

やや多く，元に

戻り方も遅い

（第 5図）．片尻

位で片側臀部を

圧迫しつづけ，

R
 

ーーm
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凸
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己
噌

第 6図右臀部圧迫後，右顔面圧迫3kg/10cm220分間

被険者 H.K.34オ男室湿 D.14.20℃,w. 11.00℃ 

℃ .I -I I ！ 温度曲線が圧迫
3-1 
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32 

31 

前に復したとこ

ろで，こめかみ

を圧迫しても，

ほぼ同様である

（第 6図）．
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＾ ` ゞ....,,・1‘吋L 4) 鼻部

R
 

5

1

0

室

c
 

オ
100

40

皇
雪

3

0

f
、

[
3
0
直

20

丘
見
正
閲

迫
者

c

第

゜

圧

。
贔
〗

。ー
父
り
炉
邸
骨

°

鼻

間

D

左
分
温

片側の鼻骨と

の皮膚を鉛筆大

の棒で圧迫した

が，顔面の圧迫

の場合と殆んど

同様に，両側共

下降気味であっ

て，且つ圧迫側

の方が僅かに

下り方が多い

様である（第

7図）．

c.雨側圧迫

1) 側胸部

片側の場合
I ・ 32 

と同様両腋裔

点を圧迫した

が，左右の甲

介温は圧迫直

後から急激に

1~2℃の下降

を示し，片側 第 8図

々胸蹄圧迫と
側胸部両側圧迫 15kg/60c研 10'

分間
異なり徐々に 被験者 H.K.34オ男室温 D.

圧迫前の高さ 13.80℃,w. 10.00゚C

に戻る．また圧迫除去後の変化も特異であっ

て，圧迫前と同じ状態に復し，尚且つ温度の上

昇及び下降が進んで，左右の温度差が著明にな

ることもあり，また左右の温度差が圧迫前と逆

になることも屡々見られる．即ち両側圧迫が一

つの刺戟となって，左右の鼻閉が交代する様に

見られる第8図の場合は，圧迫直後から左右

共に約 1.4℃

の下降をしめ

し，比較的早

＜元の高さに

復している

が，圧迫除去

後，圧迫前と

反対に右が高

く左が低くな

ってし、る．

つぎに第 9

図は同じ両側

六胸部圧迫

で，左側の圧

が右側の圧ょ

り強い場合で

ある．左右の
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第 9図

側胸部両側圧迫（左＞右の場合）
左 15kg/60cm竺右 10kg/50cm2
20分間
被験者 H.K.34オ男室湿 D.
21.30℃,w. 16.80℃ 



河合ー一人の鼻甲介温度に対する皮膚圧迫の影響

圧の差による片側圧迫の効果が現れるわけでな

く，やはり両側圧迫の効果が現れ，左右共に下

降する．しかし圧の強い左側の下り方が少く，

右側は著明で，且つこの場合右側は圧迫を除去

しても，元の高さに戻らないのが見られる．

2) 背部

背部圧迫も

側胸部と似た

効果が見られ

るが，種々の

圧迫を加えて

も 15℃以上

下降すること

は少<,むし

ろ 1.0℃以内

のことが多

い第10図は

椅子の背に

10 >< 20cmの
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第10図

背部両側圧迫 13kg/200cm220 

分間
被験者 T.W.26オ女．室温 D.
16.30℃,w. 12.50℃ 
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第11図

項部両側圧迫 3kg/14cm210分

間
被験者 T.W.26オ女．室温 D.

14.00C, W. 11.00C 

クッションを

おき，それに

上半身の体重

を出たせかけ

た場合の温度

変 動 で あ っ

て， この場合

は両側共に約

1.2℃下降し，

圧迫中にまた

徐女 に 上 昇

し，圧迫除去

後は大体圧迫

前に復してい

る．

3) 頂部

2x7cmの面

積で左右の頂

部を圧迫した

（第11図）．側

胸部，背部程

著明でない

が，左右の甲介温は共に下降し，圧迫除去後，

さぎに両側側胸部圧迫のところで述べた様に，

右側は上昇し左側は下降して，左右の温度差が

著明になる型を示している．

4) 臀部及び足跛

第12図の Iに示す様に起立位で左右の甲介温

度がほぼ一定した後，被験者に椅坐位をとらし

めると (Il)，最初下降するが間もなく上昇し起
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第12国臀部及び足組両側圧迫

V : 3kg/10cm2 7分間．被験者 H.K.34オ男室温
D. 11.50℃,w. 8.20℃ 

立時より高くなる．つぎに起立位をとると (JII),.

両側共に下降が著しく，且つ仲な前の高さ迄上

昇しない．即ち起立時の方が椅坐位時より両側

圧迫の効果が著しいこの原因は不明であるが,.

椅坐位の場合，両足は軽く床についているのみ

で殆んど圧はかかっていないが，起立時のとき

は全体重が足眠にかかるため，両側圧迫の強さ

が除いためとも考えられる．ためしに眉のつぎ

にもう一度椅坐位をとり，左右甲介温が一度下

降し，ついで上昇したところで (IV)，磐音罪両側

．に強く圧を加えると (V)，再び両側圧迫の効果

が現れて左右共に下降する．即ち両側圧迫中に

尚加圧すると，再び両側圧迫の効果が現れるこ

とから，起立時と椅坐位の差異は，足賠及び臀

部にかかる圧迫の強さの差によるものと考える

が，この問題は尚検討を要するものと思われる巳

D.圧迫の強さ，廣さ，及び時間

さきに述べた様に，圧迫によって起る甲介温

度の上昇及び下降度と，圧迫除去後の後効果に

は，圧迫の強さ，広さ及び時間が関係し，特に
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片側側胸綿圧迫では 3kg/10Gm2で10分以上圧

迫の場合は第 3図の様な経過を示さず，圧迫除

去後もそのままの状態を保つか，或は尚圧迫側

の上昇及び，対側の下降をつずける．第13図の

Iは lkg/10cm2で14分間左側胸部を圧迫した

ものであるが，両側共に始めの 4分間に租々下

I I[ l[ W V VI ¥tlI 圃
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第13図圧迫の強さ，広さ及び時間

l[ :左側胸部圧迫 lkg/10cm214分間． J[ :左
側胸部圧迫 7kg/80cm2 12分間． V:右側胸部
圧迫 15kg/50cm2 14分間． v1I：左側胸部圧迫
15kg/50cm2 14分間．被険者 S.K.43オ男室温
D. 12.20 C, W. 9.50℃ 

鞘するのみで，間もなく圧迫前の温度に復し，著

明な温度変化を見ない続いてlIは7kg/80cm2

で12分間の圧迫であるが，明らかに反射による

温度変動が見られる．単位面積に換算すると

-0.9kg/10cm2で，前者より小さいが効果は大き

いから，圧迫の面積も関係することがわかる•

1は 15kg/10cm2で12分間，逆に右側胸音認を圧

迫したもので，単位面積は 3kg/10cm2である

が，その効果は尚更大であり，従って単位面積

あたりの力が増すことも効果を大にすることが

明らかである．またごの様な時は圧迫を除去し

ても，前述の如く効果を持続するが， しかし反、

対側を圧迫すると (W)，直ちにその効果は明瞭

に現われる．

E. 片側に強い鼻閉のある場合

風邪気味等で一方の鼻が殆んどつまっている

様な時には，反対側の側胸部を圧迫しても暫く

は殆んど変化が現れない．しかし圧迫を長くつ

づけると，全く突然に圧迫側の鼻がつまり，反

対側の鼻が通る．即ち両側共に通気状態が等し

くなる期間は殆んど瞬時といってもよい程であ

って，鼻閉はほんの 2~3 分の間に交代する•

第14図はその際の温度変動をみたもので，被険

者の右の鼻が異常につまり左の鼻がとおってい

るため，左右の甲介温度には約 4.5℃の差が見
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第14図左測胸部圧迫 15kg/ 80cm2 42分間

被験者 H.K.30オ女（風邪気味）．室温 D.9.80℃ 

w. 7.00℃ 

られる． この時左の側胸部を 15kg/80cm2で圧

迫したものであるが，圧迫後約24分間は殆んど

変化が現れない． 26分目に急救iこ変動が起り，

左右の甲介温は約4分の間に逆になり，そのま

ま圧迫側の上昇，対側の下降をつずサ，圧迫を

除去してもその状態を持続するのが見られる•

v.考察

1) 下甲介に存在する腫脹体と，それに分布

する毛細血管の生理的磯能に関しては，種々論

議されたところであ J て，組織栄養以外に吸気

加温に最も大きな役割を果していることは，

Bloch14)に始まり Traina15)，辛島，竹沢16)等に

より既に証明されているところであり，更に

Mink17), Wotzlika18)等によれば，海綿様組織

は空気量の調節作用があるとし，鼻腔容量の変

化には甲介腫脹体の存在が重要なる役目をな

し，かかる変化は局所の血管の拡張と収縮によ

ることもまた明らかである．また既に砂田が指

摘している様に，甲介粘膜血管の生理的変化は

甲介粘膜温度の測定によっても亦知り得る筈で

ある．即ち甲介温の上昇は甲介の血管拡張を示
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すものであり，下降は血管の収縮を示すものと

考えてよく？また特殊の病的の場合を除けば，

血管が拡張する時は甲介が腫脹して通気度は不

良となり，血管が収縮する時は甲介が縮小して

通気度は良好となっていると考える．従って従

来行われた肉眼的観察法及び通気度測定法或は

鼻腔容量変動描記法より精密にまた生理的に，

両側同時に長時間にわたって，下甲介の態度を

検討することが出来たと考える．

2) 西村19)は犬に於て，鼻腔容量の変動を測

定し，側臥位をとらしめると，上位になった側

の鼻腔容聾が増大し，下位にな 2 た側の鼻腔容

量が減少すると述べ，これ等は重力による血液

の移翫によって惹起されると説明している．岩

崎20に同じく鼻腔容彙の変動についての実隙的

研究を行い，先ず人体に於ては，被験者の頭位

を前後左右に属する時は容量曲線に殆んど変化

を認めなかったにもかかわらず，側臥位をとら

しめると，被験鼻腔上位の時は著明な容量曲線

の下降，即ち容鼠の増大を，被検鼻腔下位の場

合はこれに反し上昇，即ち容簸の減少したこと

を述べ，つぎに脊位に固定した家兎に於ては，

頭綿上位になる如く傾斜させる時は，鼻腔容彙

曲線は下降，即ち鼻粘膜血管は収縮して，鼻腔

容量は増大し，頭部下位に傾斜する時はこの反

対となるにかかわらず，側位傾斜実敦では，被

験鼻側上位になる時は逆に鼻腔容量は狭小とな

り，同側下位になる場合は増大する傾向がある

事実から，単に重力による体液の移動のみでは，

説明することは困難であることを述べている•

事実岩崎も述べている様に，健康なる状態に於

ては，血液の休内配分は平衡を保ち，位置の変

化により重力の影響に左右されると云うことは

考えられないことであって，著者の実険成績に

も示す様に，顔面を左右に傾むけても甲介温に

殆んど変化を見ないことは岩崎の実験に一致す

る．右に顔を傾むけた場合，下方になった右側

に体液が移動している筈であるが，甲介温に変

化を認めず，反対の左側胸部を圧迫すると，圧

迫側甲介温は上昇し右側は下降する．以上のこ

とから側臥位の鼻閉は体重によって圧迫された

為に起る皮膚から甲介血管への反射であって，

静水力学的な原因によるものでないことは明ら

かである．

岩崎は家兎に於て，艦幹体表圧迫による鼻腔

容量の変動は，殆んど見られなか］たと述べて

いるが，動物に於ける実験は未だ行っていない

ので，敢えてこの問題には触れないことにする←

唯， 口呼吸を行わない動物では簡単に鼻閉を来

す，かかる反射は弱いか，或は岩崎の云う様に

存在しないかもわからない．

3) また以上の実験成嶺から判る様に，片側

の腋窟点を圧迫した時にはその側の下甲介血管

は拡謄し，甲介は腫脹して，その結果その側の

鼻閉を来す．対側は反対の効果が見られる．圧

迫の強さがあまり強くなく，且つその時間があ

まりに長くない時には，圧迫をやめるとすぐに

元の状態に戻る．この曲線だけを眺めるときに

は，高木の圧ー半側発汗反射及び，宮本・山崎21).

の圧ー皮温反射を見る様であるが，皮温のとき

と較べてはるかにその効果は規則性を持ってお

り，はっきりしている．恐らく原則的にはこれら

は凡て同様な法則に従っていると考えられる•

4) しかるに圧迫の強さが強いか，またはそ

の時間が長いと，圧迫を中止してもその効果は

暫くの間継続することは，発汗反射に於ては全，

く見られないことである．皮膚温に対する圧迫

の際にも，この様な後効果が見られるのであっ

て，血管系に於ては発汗とちがって，この後効

果のあることが最も注目すべき差異であると~

える．しかし皮廣温の場合には人に於てもニワ

トリに於ても，片側圧迫の場合には同側半身の

皮膚温が下降し，対側は上昇するのであ 2 て，

甲介とは全く異なる態度を示す．何故にしかる

かは今後の研究に侯たねばならぬが，内外の血

管が逆に反応すると云う事実は体温調節機構の

上に大きい意義を有することが想像される．

5) 両側を同圧で圧迫した場合も発汗，皮温

と同様に常に両側共下降する．しかし10~15分

で再び戻って来る．このことは発汗と異なって

いる所である．両側を異なる圧でおす場合にも

発汗の場合と同様に，両側共下倫するが，圧の

.，
A
,
 

ヽ

,． 
9.. 

，． 
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強い方の下降の仕方が小さい．

両側の圧迫を中止した後の変化は特有であっ

て，あるときは左右が元の状態に戻り，あると

きは左右が反対の状態に戻る． どちらになるか

はその時の中枢の状態によってきまる．たとえ

ばあらかじめ長く片側の甲介腫脹が続いていた

場合などは，圧迫除去後逆転することが多い•

,6) この皮膚から甲介血管への反射を起す圧

迫の強さと，広さの関係も圧—半側発汗反射と

同様であって，大まかには（強さ X面積）が大

きい程その効果が大ぎい様である．但しある強

さ以上では求心性衝撃数は一定であるから，そ

の後は面積だけに比例する．

7)風邪気味などで片側の強い鼻閉があると

きは，その側の甲介温は高く， とおっている側

は低い． この様な殆んど病的腫脹であると考え

られるときには，片側を圧迫しても暫くは甲介

温度に殆んど変化が来ぬが，圧迫を長くつづけ

ると突然温度は逆になり，反対側に鼻閉が来る．

そして圧迫をとってもこの効果は持続する．

8) 正常人に於ても詳細に観察すると，両側

の通気度が同様であることは珍らしく，且つこ

の関係は何等これと去う原因がなくとも， 1日

中 4~5回交代する様である．言いかえると，

一 左右の甲介温は殆んど自然的に交互に変化して

いる様に見える．以上の実険から甲介の血管を

支配する中枢には左右があって， これは発汗反

射と同様に，相互抑制的に1カいているとしか考

えられない．そしてこの左右の中枢は自然的に

も，一方が興奮する場合には，他方は抑制され，

丁度呼吸に於ける吸息と呼息の様に reciprocal

に1カいているものであろう．一方の中枢がある

時間，ある強さで活動している間，他の中枢は

- オ卯制された状態にあり，やがて他方の中枢の興

奮性が低下したときに，突然この中枢の活勘が

起ると考えることが出来る．圧迫は丁度呼吸に

於ける神経性反射の如らこの切換を促進する

ものと考えることが出来る．

VI.結論

1) 側臥位時の鼻閉は血液，淋巴等の単なる

物理的貯溜によるものでなく，体重により圧迫

された皮膚から起る反射現象である．

2) 片側の体部皮膚を圧迫すると，甲介温は

圧迫側は上昇し，対側は下降する．

側胸部の方が臀部より変動は著明であり，潜

伏時が短く，圧迫を除去しても尚その状態を続

けることが多い． これに反し臀部圧迫は潜伏時

が長く，また圧迫中に元に戻る傾向がある．

顔面及び鼻蔀の圧迫は著明な変動を起さな

し、．

3) 両側圧迫の場合は，左右共に直ちに甲介

温は下降するが，圧迫中に元に戻る傾向があり，

また圧迫除去後左右甲介温の差が屡々逆になる

ことが見られる．

4) 以上の変化はすべて鼻甲介の血行に与え

る皮膚からの反射であり，圧迫の（強さ x面積）

が大きい程，その効果が大きい．且つ甲介の血

管を支配する中枢には左右があって，常に相互

抑制的に1カいているものと考えられる．

稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校閲の
労を賜った恩師高木健太郎教授に対し深く感謝の意
を表すると共に．種々の御援助を戴いた長谷川漠溝師

並びに教室員諸氏に謝意を表する．
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Summary 

When lying QI). one side, it is sometimes experienced that the lowermost nostril! 

・becomes narrower or clogged and the uppermost one becomes wider. In my previous 

report this fact was proved to be elicited by the mechanical pressure upon the unilateral _ 

body surface, by means of _ recording air current through the nostrill and the anterior 

naso-scope. 

In this experiment special designed thermocouple apparatus for fixation on the lower 

turbinate was・ used in order to measure exactly the temperature chan~es of nasal 

turbinate and the following results were obtained. 

1) If only the head was bent laterally as possible we could, no visible change was 

found in turbinate temperature on both side, however the pressure on unilateral axiliary 

region with 3kg/ cm2 provokes a immediate rising of 1-2℃ in ipsilateral turbinate and 

a fall of similar grade in contralateral one. Removing the pressure returns the temperature 

to the initial condition, if the pressure was not very strong and its duration applied. was 

within• 5-10 minutes, although having some individual variatio11. 

2) Both axillary regions were pressed with equal intencity simultaneously, the 

temperature of both nasal turbinates falls 1-2℃,but shows a tendency to return to 

initial state. 

3) In・ somewhat allergic condition induced from a cold, this unilateral pressure has 

little effect upon the unilateral nasal clogging for a while, but after about 20 minutes a 

distinct temperature reversal occurs between the two turbinates and this reversal condition 

-continues long time even after removing the pressure. 

4) The pressure on unilateral forehead, back neck, hip and scapular region has a similar 

,effect, but weak. No effect was obta血edfrom the face or the surface on the nasal bone: 

(Dep. of Physiol., Niigata Univ. School of Med.) 
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自発性異常運動機構の実験的研究 612.82

（第 1報）半脳動物に就いての実験

A Experimental Study on the Mechanisms Producing Various Abnormal 

Movement~. I. Studies on the Hemidecerebrate Cats. 

（本論文の要旨は日本生理学会第9回生理学近畿談話会

及び第17回筋電図研究会（東京）に於て発表報告した）

河 村 洋 二 郎 ・ 岸 欣ー・藤本順三

(KAWAMURA-Yojiro • KisHI-Kinichi • Fu1rM0To-Junzo) * 

I.緒 言

不随意運廊を伴う疾息叉はその翫物実験に関

する報告は沢山ある．然し乍ら現在尚その機構

に就いては不明な点が多い．此の事は脳幹の機

能が非常に複雑多岐である事と研究方法の困難

さを物語るものであろう．

著者等は自発的異常連動の発生機構を明かに

する為には先ず実験的に動物に各種の異常運動

を生じる条件を明かにする事が必要と考えた・

そこで自発性異常迎動を動物に生じさす為に麻

酔法と，今 1つは脳を半側切断する方法を用い

た．麻酔副物が深麻酔に至る経過に於いて，或

しはその覚醒期への移行に於いて種々なる自発

性異常連動を生じる事を吾々は知っている．此

の事は麻酔に依り生じた大脳或いは脳幹部の機

能の不平衡状態が異常運動を生じさせるのであ

り，此の時の unbalanceの条件を知る事が出来

れば自ら異常連脱出現の機構も明かになってく

るであろう．後者の方法もこの様な unbalance

を機椋的に作る目的でなされたのであって，麻

酔の場合と同じである．

之等の方法を取る事に依／て動物に種々の異

常運劉を生じさせる事が出来，更に其等の出現

から消失迄の経過を追／て観察する事が出来る

のである．

麻酪実験については別に述べる予定である

が，本論文では主として一側脳切断動物に就い

ての実験結果を記載する．

＊大阪大学医部生理学教室

I．実験方法

成熟雌雄猫12匹を使用した．彫物は総てエー

テル麻酔の下に両側頸囮脈を結某した．頭部皮

膚は正中線に沿って切開，右の側頭筋は頭蓋よ

り剃離した．その下の頭蓋骨は頭頂部で右大脳

半球が充分露出し得る様除去した．其の後スバ

ーテルを用い右側脳を大体四丘体上丘と下丘の

中間から乳頭体後部を結ぶ線で切除，摘出した←

その後には摘出脳と大体同じ大きさの綿球を用

いてタンボンとし，止血及び残存脳の移動を防

止すべく役立たせた．残った例の頭蓋骨には小

さい孔を開け，尖端約 0.2mmを残して絶緑し

た脳波測定用電極数個（直径約 0.2mmの銀線）』

を皮質及び脳幹の種々の部位に挿入した．之等

の電極は頭蓋骨に歯科用セメントで堅く固定し

た．尚，不関電極は頭頂部頭蓋骨内に固定した・

脳波の測定は，三栄八素子式脳波自記装懺を

使用，比較的長時間連続的に記録した．筋電図

の測定には本装置を利用するか或いは電磁オッ

シログラフ，陰極線オッシログラフに依った・

筋電図用には 1/3注射針よりなる双極針電極，

或いは同注射針で作った所の同心電極を用い，

種々なる筋より誘導した．更に之等の彫物に生

じた異常運動は必要に応じ映画に撮影した．

動物には術後毎日 Ringer氏液20cc,1000倍

アドレナリン 0.2,....,0.3ccを筋注し，ゾンデを用

いて経口的に牛乳約 50ccを与え，数十時間生

存せしめた．実験時を除いて翫物は20~24℃の

保温室で飼育した．尚切断部位及び脳波測定用
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電極の位置は脳組織棚本を作製して之を決

定した．

、 1.実験成績

各動物の脳切断部位は第 1表に示した如

くである．此の様な一側のみの除脳により，

大部分の動物は摘出直後より直ちに両側に

著明な硬直を示した．此の硬直は 1例(No.

.9)を除ぎ総て上半身に著明であった．

（尚No.10は摘出直後は両側性硬直であった

が約10分にして左側硬直が著明に減弱し， 時間

経過と共に再び両側性硬直となり， 術後2時間
で全く消失して了った． No.lは切除直後，両側

性硬直を示したが， 約 2時間で切除と同側の硬
直のみが著明となり，此の状態を持続した．ぶo.

11の硬直は全身的で，且つ間欧的であった）．

勁物NO. 切均評ィ江 出戎l1':還む む物No. 切近許位 出戎，した涅勤

噸芝ミi双1.'-哭印底炉；望初9鬱9劣み1I更ニ≪J元つ直‘朽ク̀Lrたc 攣
チック戎這秒

1 ワ

嘆 を布ク..,ロR4託妥とーヮ安メ規ス又f↑'/生的イヤ咋展 曇
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2 8 
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・12 

各動物は横臥位では脳切断側に関せず，

下側の硬直が著明となる傾向が隠められ

た．頭部は切断反対側に回転した姿勢をと

2た．但し 3例 (No.2, 4, 10)に於いては

極く一過性に手術直後より数分～ 2時間，

切除側に回転し，その後に反対側へ回転し

た． No.11 は頭部の著明な回転姿勢を認

めなか ]fこ．各動物は総て著明な流涎を認めた．

此の時期の左側脳各部の脳波は第 1図の如く

であった．即ち橋核の上部，視床下部（赤核部

に近い蹄分）の波は総ての点で扱めて良く類似

しており，皮質脳波は前 2者より幾分振巾が大

であった．然し一般に電位は低く，低電位波の

間に高電位 burst放電（此の場合は約8/sec)が

出現し，匪眠脳波の像を呈した．しかも各部共

脳波は殆んど同期している．

切断後数時間から 1日の経過に依って硬直が

次第に減弱すると共に肢筋の振額，クローヌス，

歩行様運動，或いはチック様運動等が 印棺｛fy)

自発的に又は軽い刺戟後に出現した．

更に反対側皮質をも切除した 1例 (No.

5)では上肢に一定の異常姿勢を保ち，

著明な可塑性が出現した．各動物に出

現した異常遅動は第 1表に示した．

A.チック襟運動

チック様運動は左右別なく，全身各

第 1表脳切断部位及び出現した異常‘運動

Ot 

-----ヤ祈レヘ1...(TOO参想）

A.C.：前交連
o.c.：視束交叉
c.c.：脳梁
s.c.：上丘
M.I.：中間質
B.P.：大脳脚（脚底）
N.R.：赤核
A. ：中脳水道
C. ：小脳
3V. ：第3脳室
4V. ：第4脳室
P、＇● ：橋
0. :オリーブ

Pr. ：錐体

綿の筋に不規則に出現しその運動の大きさも区

女であり，何時出現するかは予測出来なかった．

（一側上肢の極めて早い伸展，躯除筋或いは腹筋の

全体叉は一部の収縮，成いは趾の早い運動，顔面筋の
みの攣縮等々，尚 No.8に於いては此の運動が顔面，

頸部諸筋；こ先ず出現し次第；＇こ上肢其の他にも出現す

る経過をとった）．

此の場合， 筋 から は第 2図のごとく高電位

(45.9土4.9msec持続）の burst放電を認めた・

筋電図像に於いて此のチック様運動放電の出

現後に 3~4個の pseudo-:-clonus様のgrouping

voltageを隠めている．

へ．
l
'

~
し

I”“T 
I”'T 

I n” 
第1図左側脳脳波（右側脳切除後 1時間）

ー皮質，橋核の上部，視床下部の脳波は総ての点で極めて類似
している．しかし，一般に電位低く時々 spindleburst放電

を認めている．各部脳皮はほとんど同期している



658 河村・岸・籐本一ー自発性異常運動機構の実験的研究 （第1報）

9. 
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第 2図チック様運動の筋電図―

蘭電圧の 145.9士4.9msec持続の burst放電を認め
る． チック様放電の出現後に 3~4ケの pseudo-
clonus様 groupingを認める． a,b, c，はチック様

連動

脳波では No.7に於いては橋核 (Nucl.pontis)背

側部より此の運動に先行した陰I‘生スパイク放電を偶
発的に認めた．

此の運彫は筋電図測定の為，筋に電極を挿入

したり，抜去したりする事を繰返しているとき

に誘発され易い傾向にあった．

No.11猫に於いて右側除脳によりチック様運

動出現中，左側脳の皮質を大部分切除し，更に

右側と同じ橋直前での切断を加えた．此の処醤

によ 2 て彫物は直ちに典型的四肢伸筋硬直を示

こ．『’-.....鴫 IOO”

Bl11 lti'lttltll Ill lilt I~ 

¥l1：[] 1タ

C ← I持!. rli) 
和＊—一
I 
心隔

I 

←選期→
I - I 

エーテル麻酔中に生じたクローヌス（排腹筋）

第 3図クローヌスの筋電図

B. M士(1=72.5士9.83msecの規則正しい tonic
NMUの自発性放電を認めた

C.適期： 100土17.83msec. 持続： 20.83士5.42
mse::. 間隔： 77.5士0.33msec.持続／間闊： 0.28
士0.07のgroupingvoltageを示している

し，チック様運動は手術によ/て影響をうける

ことなく依然として出現した．

B. クローヌス及び振頸運動の分析

膝蓋部を軽く叩く犬で容易に股四頭筋にクロ

ーヌスを認めた．之は（週期 140.8土 5.8msec,.

持続／間隔 0.34土 0.08)約 7.1/secの規則正しい

grouping voltageであった（第 3図A)．此の筋

の静止時に第3図Bの如き放電間隔の比較的規

則正しい tonicNMUの自発性放電を認めた・

之は刺戟によって容易にクローヌスを生じさす

様な筋の状態を示しているものである．

此の様なクローヌスはエーテル麻酔猫に於い

て比較的麻酔が軽度で四肢の硬直がある時にも

認めた．，即ち反対側肢を叩く事に依っても容易

に非叩打側肢にクローヌスを生じさす事が出来

た．叉特に上肢を伸展して直ちに放すと，該肢

に著明なそして反対側上肢にも軽度なクローヌ

スが生じ， このクローヌス運動が頸部から顔面

認筋に拡がって下肢にも波及してゆき全身性の

ものとなった．斯の如くエーテル麻酔の場合に

於いては局所的なクローヌスが容易に全身的に

拡がり，振額と全く肉眠的に区別出来ないもの

に発展して行げた．此の時のクローヌスの筋電

図は第3図Cに示した如く誹腹筋で週期79.8土

14.3msec, 持続／間隔 0.28土 0.07 であった．勿

論これらの場合麻酔深度が進むに従って，かか

る現象を生じさす事は出来なくなって了った・

C.振願

正常猫及びエーテル麻酔猫も‘‘震え’'を示さ

ない室温，約 l0°Cの実験室に於いて No. 1~ 

No. 3の2匹（切除後第 2日目）には著明な全

身振額を誇めた．この時前胚骨筋より得た筋電

図では約 15/secの規則正しい groupingvol-

tageを示した． この groupingvoltageの間に

も多くの小振巾放電をみとめ， これらは tonic

elementの活動によるものと思われる． この像

は著者等が種々なる方法で翫物に生じさせた振

額の中，寒冷或いはエーテル麻酔により生じさ

せた‘‘ふるえ’'の筋電図と極めて類似している

（第 4図）．

此の様な異常運凱は大部分の一側脳切断動物
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で第 2日目に最も著明に生じた．第 3日目には

翫物は明瞭に左右差が出現し，切除と反対側は

麻痺状態となり placeing reflexもなくなって

了う．之に反して切除側では少しの刺戟に対し

ても反射的に激しい反応を示し，又自発的な連

動をも示す様になった．

尚体温低下の傾向は隠められたが，上記種々
ダ

なる異常連動との相関については未だ不明であ

る．呼吸運翫は多くの例に於いて著変はないが，

呼吸の規則性或いは深度等との相関についても

A 
I I Sec. l100バ

EM<:r-
（前胚骨窃）

限心？
▲ • • -

B 

伽叫佃囀柿IIItIIIimim喝
“DOLt?-as[ 

第4図振顛の筋電国

A.右側除脳後第2日目に呼吸に無関係の振頓を
認め，この時の放電は，適期： 60土15msec, 持
続： 19.1土7.4msec, 間隊： 41.7土12.5msec. 持
続／間隔： 0.27士0.39のgroupingvoltageを示し

ている
B.寒さによる‘‘ふるえ’'（犬，排腹筋）
遮期： 72.5士11.9msec,持続： 34.1士6.5msec,間
賑： 38.3士11.2msec, 持続／間隔： 0.97士0.37 の
grouping voltageを示し，呼気相に著明に放電

が減弱している

今後の研究が必要である．

脳被が前述の burst型の睡眠波出現の時期か

ら，異常遅彫が消失する頃（即ち第 3日目）に

は低電位（約 20μV前後）の脳液となり基本波

の振巾が抑制されている事が示される． No.10 

に於いて 1日目，一過性に硬直が全く 1肖失して

了って，昏睡状態となった． この際には異常運

翫が全く罷められなかったが，各音〖からの脳波

はきわめて低電位で抑制されており，他の動物

の第 3日目頃に現れる脳波と類似していた．

JV.考察

以上得た成績から特に興味ある 2,3の事項

につき考察を加えた．

A.硬直に就いて

除脳硬直に就いては Sherringtonの古典的な

研究以来，四丘体上丘と下丘の間から乳頭体を

結ぶ線での中脳切断（橋直前での脳幹切断）が

典型的な四肢抗重力筋の硬直を来たすものと現

在信じられている．除脳硬直の中枢機構に就い

ては Fulton1) や最近では Magoun23)が詳細

に論じている．

Sherringtonも Magnus4)も前肢硬直が後肢

硬直より出現し易い事を述べてはいるが，此の

重大な理由に就いては殆んど何も触れていな

ぃ．特に著者等5)の経験からは，橋直前で除脳

しても総ての場合に典型的な伸筋硬直が起ると

は眼らない．之は切断レベルの差違に依る変化

と，更にその時の副物の状態特に呼吸，体温，

出血度の体液的条件によって著しく異るのであ

る6)7)．一方逆に四丘体より逢かに上位に於け

る除脳に於いても （或る場合には皮質のみの切

除尉物に於いてさえ）間歌的には典型的な四肢

伸筋硬直を示す事がある．但し之等の場合はそ

の硬直が極めて一過性であって，容易に抑制さ

れて了う事が特徴である．

要するに Sherringtomの成績を元にして考

えられて来た除脳硬直現象も，決して簡単な機

構で説明されるものではない．著者等8)が先に

報告した如<,中脳延髄網様体の伸筋硬直に関

係している細胞群に，恐らく機能的断位があり，

之が夫々脳の他の音防分との関連性に於て異った

反応が現れる．故に切断レベルにより，或いは

脳各部の機能恢復の相異によって末梢に異 2 た

硬直の像を示すのであろう．特に Jenkner及び

Ward9)等が猫の中脳延髄網様体刺戟によって，

振額槻構を追求した成績は，刺戦部位が上位で

あると，顔面，頭部の諸筋にのみリズム運動の

出現を隠め，刺戟部位が下位に行くに薩って始

めて四肢の振額が出現する事を明確に報告して

いる．此の事はリズム運動出現に関する中脳或

いは延髄網様体細胞にも機能的変化のある事を

示すものであって，著者等の考える硬直機構に

就いても同様な変化がある事は容易に想像され
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る所である．然し之を確認するには，徴少電唖

法を用いて更に詳細な研究を行わなければなら

なし‘・

Sherrington 10)は1898年の除脳猫に関する急

性実験で，ー側中脳切断の場合は，両側切断の

揚合に比して，硬直出現状態が不規則，間歌的

であり，最も屡々同側に出現すると報告してい

る． Thiele11)は同様な実験によって切断位が上

丘よりも前であると，硬直は寧ろ反対側に著明

となると報告している．更に Bazett及びPen-

:field12)等は追試実険によって四丘体下丘の上で

種々の程度に上丘を残し，又は中脳の腹側の大

部分を残して，ー側を切除した猫では，其の硬直

の出現は Sherringtonの急性実険の結果と類似

しているが，此の場合irritationstageが去ると

此の硬直が反対側に移ると云っている．更に彼

等は，右側の四丘体下丘背側の後部より橋腹測

の前縁迄切除した猫では（一側の赤核は切除さ

れている）硬直の出現が極めて不定となり，両側

性伸筋硬直であ汀こり，局所的硬直であったり

する事を報告している．しかも之等の伸筋硬直

が時間経過と共に変化する事をも認めている．

此の様に一側脳切断に依-_;,て生じる伸筋硬直に

就いては諸家により結果が異り，然も其の後最

近に於て之を詳細に追試した報告を聞かない．

著者等の上記成績は，四丘体上丘と乳頭体後

部を結ぶ線での一側除脳が両側，上半身に強い

硬直を出現させ易いことを示している． これは

Bazett及びPenfield等の実検成績に僅かに彼等

が書き肖めている現象と極めて類似するもので

ある．彼等は一側切除であるに拘らず両側に硬

直が出現する事を隠め乍らも余りにもSherring―

tonの成績と異るが為に追求しなかったのでは

なかろうか（此の硬直出現は恐らく延髄網様体

には両側性に線維連絡を有する硬直促進に関す

る細胞群があるからであろう）．しかも切断面に

於ける刺戟又は損傷の程度や，筋より送られる

求心性のインパルスに依って影響され得る事も

考えなければならない．

而して硬直は左右側について相違する以上

に，寧ろ頻面，頸部，上肢或いは下肢，尾と云

った身体区分に於ける出現の相違が隠められる

事に注目すべきである．

動物を横臥位にした時，下側の伸筋硬直が幾

分強いのは，高木等13)の去う圧反射によるもの

であって，ー側脳が存在すれば圧反射は両側性

に佑ぎ得る事を示しているものと想像せられ

る．．

頸部の回転に就いては，小川14)の中脳被蓋切

断猫と全く同様に切新反対側に回転した．然し

比較的上位切断であ汀こ 3匹に就いて，一過性

に切祈直後頭が全く反対の方向に，即ち切妍測

に回転した事は興味がある．之等は Bazett及

びPenfieldの成績と全く同様であって，頸筋の

緊張支配に於ける局在を示すものと考える．

B. 自発性異常運動に就いて

．著者等と類似した皮質脳波現象に就いては

Ingram15) が猫を用いて，一閲視床下郷後部の

破壊の場合に， Lindsley16)が中脳網様体破壊猫

に就いて認めている．彼等は之等を deepsleep 

の特徴として解釈している．

子安17)も猫に就いて，ペントタ,....ルソ,-ダ麻

酔時，又は電気麻酔通電直後に皮質よりSpindle

burst放電を認めるが，工,....テル麻酔時はかか

る波を認めなかったと報告している．上記実

験で一測除脳手術後，数時間経っても Spindl<;! 

burst放電を皮質及び脳幹部から認めている事

は，此の放電がエーテル麻砕の作用によるもの

ではなく，一測除脳猫の残存脳が一時軽度のペ

ントタ,....}レ麻酔や電気麻酔と類似した麻痺状態

にあることを示している．

上記成績に於いて種々なる自発性異常運動が

此の時期には出現し難く， Spindleburst波が消

失して行くに従って之等が出現し始め，更に第

3日目，脳波が極めて低電位となると再び異常

運動が消失して了う事は残存脳の尤奮状態が之

等運動の出現に密に関係している事を物語って

し、る．

チック様運動時に出現した橋核背側綿に於け

るスパイク放電は，延髄網様休の活動がチック

様運動の遠心性のインバルスの源と密接に関係

する事を示しているのではなかろうか．猫 No.
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8に就いてチック様運勧が顔面より先に出現し

た事は先に述べた Jenkner及び Ward等の成績

とも考えあわせると，網様体中他の部分に関す

るものより比較的上位にある所の顔面，頸部筋

支配に関係する細胞群が放電を生じ易いのであ

って，ー側切除による大脳の抑制機能の破綻に

対して之の細胞群が，他の支配関係のものより

特に敏感に活動する事を示している．

猫 No.11に認めた如く 1度出現したチック

様運翫は，橋直前のレベルで両側共完全に除脳

しても消失しない．此の事は此の運動の発現が，

先の脳波の成績からも考えて延髄部網様体の細

胞が関係する事を裏付けるものであろう．然し

乍ら最初から両側完全除脳をした動物ではかか

る異常運動が出現し難い事を考えると，上位に

ある抑制機構の部分的破壊による unbalanceの

発生がその動因となるのであろう．エーテル麻

酔猫に就いてみても軽度の麻酔時，筋硬直のあ

る時期に於いてのみ異常運動を認めている．故

に前述の如き自発性異常運爵の出現には必らず

筋に一定度の硬直が必要であると云う事が出来

る．之は振額機構に就いて河村18)が既に報告し

たのと全く同様である．吉井等19)は筋電図検査

により脊髄にあると想像されるリズム源によ.,}

て緊張性放電が抑制されクローヌスが発生する

と考えている． この際予め筋に一定の tonusを

与える事が第一条件であって前柱細胞の kine-

tic element の放電と前者の抑制とによりクロ

ーヌス等の異常運動を生じ得るのである．筋に

一定の tonusを与える機構は上位中枢の活動と

末梢の筋にある receptorから造られるimpul~es

ーが関係するだろう事は当然予想される．而して

一見全く異った運動と考えられる振額，クロー

ヌス，チック様運動も筋電図に於ては極めて類

似した像を示している．只その異るのは， リズ

ムと連続度のみである．事実 No.10の猫に認

めた如く局所のクローヌスが全身性振額に発展

し得るものであり，更に叉チック様運説後に現

れる筋電図が pseudoclonus状を呈する事に注

目しなければならない．叉自発性に出現する左

右肢の交互運動もその動きの頻度が極めて少な

く，且つ弱くなって行くと，チック様運動を極

めて類似する．要するに之等は一定の tonusを

持った筋に，脊髄前柱の kineticelementsの

活動形式が相違するからである．

著者等が得た成績から考えるならば，これ等

は総て中脳及び延髄網様体の興奮活勤が基礎に

あると考えるのである．高位の調整中枢が一側

しか無いから残存皮質や間脳に存在する複雑な

回帰回路と中脳以下にある筋緊張調整機構の

unbalanceによって顔面，上肢，下肢等に現れ

るチック様連動となり，或いは Tremor とな

り，叉或いはカタレプシ.....となるのであろう•

チック様運動が求心性に脊髄中枢にはたらいて

pseudo-clonus様の groupingを誘発し，また

clonusが tremorに発展し得る事から，之等が

一連の相互に密接な関連を有する運動で，形態

学的局在に支配された確固不動のものとは考え

られないのである．

v.概括

12匹の右側除脳猫を用い，自発的に出現した

種々なる異常運動及び異常姿勢を，其の出現か

ら消失迄の経過を追って観察した．

特に中枢活動状態と筋活動との相関を明かに

する為，脳各綿の脳波及び全身各筋の筋電図を

同時記録した．

A.除脳硬直に就いて

大部分の動物は脳切除により左側に回転した．

頭位を示し，切除直後より直ちに両側性に著明

な伸筋硬直を示した．しかも之は上半身に著明

であ汀こ．此の伸筋硬直時に左側脳の皮質及び

脳幹部脳波より睡眠時に認められるが如きspin-

dle burst 放電を隠めた．

B.異常運動に就いて

伸筋硬直が幾分減弱する時期，特に術後第 2

日目に於て各凱物は種々なる自発性異常運動を

示した．此の時期は脳波では spindleburstは

湮失して低電位の抑制された脳波を認めた・

1) チック様運動

大きさ，強さの区々なる両側性に出現するチ

ック様運動を 3匹に認めた．此の場合前胚骨筋

9、＇ 

』 9'1
，り

., 
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より得た筋電図は高電位の 45.9土 4.9msec持続

の burst放電であった．此の放電活動は求心性

に脊髄中枢に伝えられて著明な pseudo-clonus 

様の groupingvoltageを誘発した．特に 1匹

に於て橋核背側部より誘発したる脳波に於いて

此の運動に先行してスパイク放電を認めた．

2) クローヌス及び振額

膝蓋部を軽く叩く丈で 3匹に股四頭筋のクロ

ーヌスを出現さす事が出来た．筋電図像は週期

140.8土 5.8msec, 持続／間隔0.34,約 7.1/secの

規則正しい grouping,voltageを示した．此の

様なクローヌスは軽度エーテル麻酔にて伸筋硬

直の隠められる正常猫に就いても出現さす事が

出来た．

ー側脳切除猫 2匹に就いて切除第 2日目に全

身振額を認めた．前胚骨筋では此の時15/secの

規則正しい groupingvoltageを隠めた．

大部分の動物は術後第 3日目に於て明瞭に左

右差が出現し，切除反対側は麻痺状態となった．

之に反して切除同側では少しの刺戦に対しても

激しい反応を示す様になった．

以上ー側の除脳であるに拘らず両側性に異常

運動の出現する事，更に之等が時間的に変化す

る事及び一旦，左右差が著明となると上記の自

発性異常運動が消失する事に注目せねばならな

し`、．

脳波の所見からも，一部推察出来る如<,之

等は両大脳半踪機能の調和協調性が突然一方の

佑きの消失によって機能の混乱が生じ，その結

果異常運動と異常姿勢が現れるのであって，ゃ

がて残った部分の機能が恢復すると共に正常化

（即ちー側麻痺化）を示すもので，大脳抑制帯

と中脳以下にある上行性活動系の1カき方の理解

に何らかの暗示を与えるものと考えている．

御校閲を賜った吉井直三郎教授及び脳波測定に餌l

協力下さった子安義彦氏に対し感謝の意を表する．
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Summary 

In this experiment twelve adult cats w_ere used and they were hemidecerebrated on 
the prepontine level. These animals showed rigidity in various grade and also produced 
various abnormal movements. These abnormal moAements皿 dpostures were all recorded 
in 16mm motion picture. To analyse the process of them EEG and EMG were recorded. 

These results lead to the following conclutions: 
A) Decerebrate Rigidity. 
By extirpation of the・ right brain, in most of the animals, their head rotated to 

left. The extensor rigidity in both side was also remarkable and it was more stronger 
in fore-・limbs and jaw than in hind-limbs. The EEG of the left brain showed the patterns 
analogous with that of during sleep. During this period they had no abnormal spontaneous 
movements. 

B) Spontanecus Abnormal Movements. 
After this (experi) procedure, especially on the 2nd day (from the procedure,) 

animals induced various.abnormal movements, i. e. tic--like movement, clonus, tremor, 
locomotive phasic movement, and catalepsy, etc. The EEG of both the cerebelar cortex 
and brain stem in this period were all regular low voltage and some fast wave. 

1) Tic-like Movement. 
In both sides, and in various parts of the animal's body the tic-like movement 

in various degrees were induced spontaneously. This movement was various in form and 
grade varing from ・ very quick thrust of whole limb to the twitch motion of a small 
muscle. The EMG of this tic-like movement taken from the tibialis anterior muscle 
consist of 45.9土4.9msec. in duration with high voltage burst discharge. Immediately 
after the tic-like movement sometimes the pseudo-donusーlikegrouping discharges were 
recognized from some _muscles. Proceeding to this tic-like moAement, a spike discharge 
from a dorsal side of pontine nuclei was recognized in EEG. Once these abnormal 
movement occured, they did not disapper by additional transsection of left brain. 

2) Clonus and Tremor. 
Three of them easily induced the clonus of the quadriceps frmoris muscle by 

only tap ping on its limb..The EMG patterns of this movement consist of rhythmic 
grouping discharges (140.8土5.8msec. in rhythm). These clonus were also able to be 
Induced in normal cats under light ether narcosis. 

In another two of these hemidecerebrate animals tremor was. recognized on the 
2nd day after the procedure. At this tremor the 15/sec. regular grouping voltage was 
recognized in EMG. On 3rd day from the hemidecerebration most of the animals took 
the different behavior pattern in right and left side of the body. In contralateral side of 
the hemidecerebration, all muscles were in paralysis. On the contrary, in ipsilateral side 
they were very irritable and reacted violently by only a slight stimulus. 

The results obtained above indicate a process thas the・ function of brain in 
homeostatic co-ordination was disturbed abruptly, but then gradually the function of the 
remaining half recovered again. 

(Department of Physiology, Osaka University Dental School) 
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静脈注射て与えられた

Glutamin酸 Naの呼吸並に血圧に対する影響 612. 2+612.14): 615. 417. 2 

Influences of Sodium Glutamate on Respiration and Blood Pressure 

when Applied by Intra-venous Injection. 

糸賀宜三 (IToGA-Giso)* 

I.緒 言

大脳皮質の運動領に Glutamin酸 Naの少量

を与えると，皮質錐体外路系の細胞が発動し，

骨酪筋の運動を生ずる事は林5)及び其の他に依

って発見せられた．次で須田，阿部，内山，水

野12)は Glutamin酸 Naを直接小腸皮質の各部

位に注射して，血圧並に呼吸に現われる反応を

観察し，小脳が血管連彫並に呼吸運動の上位の

積分中枢であることを確隠している．

著者は Glutamin酸 Naを静脈内に与えた場

合，呼吸及び血圧に如何なる変化が観察せられ

るか，更に此の場合の変化は小脳調節中枢によ

るものか，或は，小脳以外の中枢部位叉は末梢

機構に因るものかを決定するために次の実験を

行った．実験方法は次の如くである．

1) 実験彫物犬又は猫

2l静脈注射部位股静脈

3)血圧の変化は股動脈より水銀Manometer

に接続して其の水銀面の変化を記録した．

4) 呼吸の変化は腹位に固定した犬叉は猫の

胸部と固定台との間に，人間の血圧測定用の

Manshette のゴム嚢音〖を入れ胸部を一周固定し

Mareyの描画器との間に内容約 3,000mlの空瓶

を挿入接続し槙秤の動ぎを記録した．

5) 小脳易り除手術：後方より小脳を開頭露出

して第 4脳室より左右の小脳脚を切除した後，

小脳実質を別除した．手術が目的に適 J ている

か否かは実験終了後固定棚本を作り確隠した・

6) 中脳切断手術：両側の頸勘脈を結禁して

頭頂部より開頭露出して中脳と前脳とを離断

する．離断は上丘頭端と動眼神経起始部前方約

＊慶応義塾大学医学部生理学教室

2mm を結ぶ線附近で行った．

Il．実験成績

A.呼吸運動の変化

1) 無処置の猜胆こ Ringer氏液を静脈注射で

与えた場合

猫 129（昭和19年5月23日）

時間の経過 呼吸数（毎12秒）
注射前 24 25 

→Ringer氏液 2ml静注

注射後 0~1分 25 24 

注射後 汀射前

朧嗣疇塵圃闘疇
←12秒‘4 忍沖2.0c.c.

第 1図

即ち Ringer氏液 2．伽Ll程度の静脈内注射で

は呼吸数に変化を認めない．

2)無処置の猫に Glutamin酸 Naを静脈注

射で与えた場合

猫 129（昭和19年5月23日）

時間の経過 呼吸数（毎15秒）
注射前・ 29 30 

→2mol Glutamin酸 Na1.5mt静注

注射後 0~1分 ｀30 26 28 30 

注射後． 注射前

麟鴫瓢疇‘.itii鯛
仁Iい秒→ 宗

(;rL-Na.f.Oe~. 

第 2図

即ち呼吸の深さ及び頻度に僅かながら変化が

認められる．深さの変化に対する潜伏時は 2秒，

持続は 8秒で頻度が変る経過は毎3秒の呼吸数
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を示すと〔6→6→注射ー（潜伏時 5秒)-6-6-5-5-

,6-6-6-5-6]. 

猫 130（昭和19年 5月29日）

無処置の猫に 2molの Glutamin酸 NaIml静脈

内注射で与えると呼吸の深さは梢々浅くなる．そ

の潜伏時は 6秒，持涜は40秒で頻度の変化はなか

った

以上の実検から無処置の猫に Glutamin酸Na

の静脈内注射を行っても呼吸に殆んど変化は認

められない．

3) 中脳横切手術による呼吸の変化

猫 No.102 ~体霊 1.8kg

時間の経過 呼吸数（毎30秒）
手術前 19 19 20 19 20 

→前脳副除手術完了
手術後 10~11分 18 18 

15~16分 18 18 

即ち中脳横切に依る呼吸の変化はない．中脳

横切前は動物の自発運動があり呼吸は時た不規

則となるが，中脳横切後はむしろ規則正しい呼

吸となる．

猫 No.147 ~（昭和21年 7 月 22 日）

時間の経過
手術前 31 33 39 

→前脳易駆手術完了
手術後 2分 8 

13分 5

23分 6

即ち中脳横切手術に依り呼吸数に著明な変化

が現われたが非正常型の呼吸は認められなかっ

た．、

猫 No.132（昭和19年 5月30日） ・

中脳横切詞脳易IJ除の手術の直後の身屑幹に Tonus 
が現われて呼吸が一時止ったが， 10数秒後には再

び現われた．呼吸数並‘こ呼吸型は手術の前後で著

明な差はない．術前の自発運動：こ依る不規則な呼

吸が消失手術後には規則正しい呼吸となった

猫 No.130（昭和19年 5月29日）
， 

中脳横切の前後では呼吸型も呼吸数にも著しい
変化を示さなかった．

以上4例中，中脳横切手術で呼吸数に著明な

る変化が現れたるもの 1例，殆んど変化のない

もの 3例であった．前脳除去に依り 4例とも呼

吸型は規則正しくなる傾向が認められ非正常性

の呼吸の出現はなかった．

4) 中脳横切猫にGlutamin酸Naを静注する．

猫 No.130（昭和19年 5月19日）

中脳横切手術を施しても其の前後に呼吸の変化

は殆んど認められなかった．

此の猫に 2molGlutamin酸 Nalml静脈内注射

を行ったものを示すと第3図の如くなる

手術後

ーばす4'IIlffて只Z叫 'al.c

第 3図

即ち先ず呼吸の深さ，次に頻度に変化が現れ

る．またその経過は毎6秒の呼吸数を示すと，

〔10-10—注射（潜伏時 5 秒）一13-21-13-11-10-10-

10•••] となる．これは無処醤の猫に Glutamin

酸 Naを静注した場合と殆んど同じ性質の変化

が幾分強く認められるに過ぎない．

5) 小脳易U除手術で起る呼吸の変化

猫 No.154 ¥i1体璽 1.8kg（昭和21年 9月28日）

小脳易l]除手術で梢々呼吸加速を見る (3~4分）も

再びもとにもどる．即ち小脳易l]除手術前後に呼吸

に著明な変化を認めなかった

猫 No.155 ¥i1体重 2.0kg（昭和21年 9月30日）

時間の経過 呼吸数（毎30k少）
手術前 34 33 12 17 14 

→小脳易騎手術完了
手術後 20分 34 

21分 36
22分 34
24分 32

此の例 (No.155)では小脳易U除煎は自発運動

が烈しく呼吸の数も深さも不規則であったが手

術後は比較的規則正しくな J た．即ち小脳易0除

前後で呼吸の質に著明な変化はなかった．

猫 No.157 ¥i1 体霞 2.8kg（昭和21年10月7日）

時間の経過 呼吸数（毎30秒）
手術前 30 33 32 

→小脳易騎手術完了
手術後。~1分 2 

→人工呼吸を行う
13~14分 8 9 

小脳手術後無呼吸が発現したので直ちに入エ

呼吸を行う．其の後1灰復したが其の数は手術前

に比べて頭る少く且不規則であった．而かも

Apneusis型の呼吸が認められた．
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猫 No.148体重 1.5kg

時間の経過 ． 呼吸数（毎1ぽ少）
手術前 26 21 21 

ー小腸易！除手術完了
1~2分 3 2 

手術後 4分 4 

小脳刷除後は数に於ても著明な減少があり呼

吸型も不正な Apneusisが現れている．

猫 No.158 Si? 体重 1.6kg（昭和21年10月12日）

時間の経過 呼吸数（毎30秒）
手術前 15 14 12 14 15 

→小脳易瓢手術完了
手術後 1~2分 13 14 

この場合は小脳易U除手術を行っても呼吸に変

化は認められなかった．

以上小脳刷除手術 5例の中，呼吸に著明な変

化を示したもの 2例，示さないもの 3例で小脳

刷除手術を行う場合呼吸に変化の起る場合と起

らない場合とがある．

6)小脳易U除例に Glutamin酸 Naを静脈内

注射した場合

a. 小脳刷除手術により呼吸に著明な変化

を示さない揚合に Glutamin 酸 Na を与える•

犬 No.47（昭和19年 6月7日）

時間の経過 呼吸数（毎15秒）
手術前 7 8 8 

→小脳易lj除手術完了
手術後 5'～6分 6 5 

→2mol Glutamin酸 Na3.0ml静注
注射後 0~2分 6 5 

4分 6

小脳易り除手術の後に呼吸に著明な変化を示さ

ないものに Glutamin酸 Naを静注しても呼吸

梃或は呼吸の深さに著明な変化は見られなかっ

た．

b. 小脳易U除手術後著明な不整呼吸を現

し，叉は呼吸数に著明な変化をおこした例に

Glutamin 酸 Naを静注した場合．

猫 No.157 Si? 体重 2.8kg

小脳の易認手術を行った結果，呼吸が不規則で甚

だしく減少した例に Glutamin酸 Naを静注した

る例の呼吸経過が第4図の如きである

第 4図に示したように小脳易り除手術を行って

呼吸が不規則で数が甚だ減少した例にGlutamin

酸 Naを静注してみた．其の結果は極めて規則

已□に」キ術前 、闊砂J~全 23 分 易l除佼33fj ・.・ 

二土射を20

正しい呼吸にもどった．

7) 中脳横切・小脳易り除に依り呼吸に現われ

る変化

猫 No.162 9体重 1.8kg

時間の経過 呼吸数（毎30秒）
手術前 19 19 20 20 

→前脳易騎手術完了
手術後 10~11分 18 18 

15~16分 18 18 
→小脳易IJ除手術完了

手術後 0~1分 8 8 
2~3分 8 8 

中脳横切に依る前脳副除手術のみでは呼吸数

に変化は現れず，むしろ中脳横切手術後は呼吸

は規則正しくなる．更に小脳易り除を行う時呼吸

数は減少して且不正となり Aneusisが出現する

場合がある．

猫 No.1,4:7 9体重 1.kg（昭和21年7月22日）

時間の経過 呼吸数（毎10砂
手術前 31 31 33 39 

→中脳横切手術完了
手術後 2分 8 

15分 5
25分 6

29分 5
36分.4 

→小脳易IJ除手術完了
手術後 10分 4 

13分， 3
15分 2

前脳易り除手術で呼吸数が著明に減少するが，

規則正しい呼吸型となる．然るに小脳易U除手術

を行ったら呼吸数は更に少くなり不正型の呼吸



糸賀一ー静脈注射で与えられた Glutamin酸 Naの呼吸並に血圧に対する影響 667 

が現れ Apneusisが見られた．

猫 No.155 r,,体重 2.0kg（昭和21年 9月30日）

時間の経過 ‘ 呼吸数（毎30秒）
手術前 33 34 

→小脳易駆手術完了
手術後 20分 34 

21分 36
22分 34
24分 32

→前脳易騎手術完了
手術後 0 30 

1分 34
3分 34

此の例では小脳易U除，中脳横切手術を行って

も呼吸に著明な変化は無かった．

置いて再び規則正しい呼吸に復帰した．即ち前

脳，小脳易り除動物で著明な呼吸の変化を示さな

いものでは Glutamin酸 Naを静注で与えても

その変化は僅かであるが不正型の呼吸が一過性

に現れることもある．

b. 中脳横切，小脳易lJ除手術で呼吸に著明

な変化を示した例に Glutamin酸 Naを静注し

た場合

猫 No.131 

小脳易lj除，中脳横切手術に於て著明な不正型呼吸

を示して来たものに 2n.olのGlutamin酸 Na1ml 

静注を施行した．其の際の呼吸の経過は第6図に

示す
猫 No;133（昭和19年 6月22日）

時過の経過 呼吸数げ（毎15秒）
手術前 25 30 贈（正鳶吟°心

→中脳横切手術完了
手術後 45~46分 ． 25 26 

→小脳易卿手術完了
拙淵鴫情

手術後 0~1分‘ 14 14 

此の例は中脳横切，小脳易lJ除手術に依り呼吸

数は次第に少くな J たが極めて規則正しい呼吸

であった．

以上小脳易lJ除，中脳横切手術を施行した例は

総計4例である．其の中呼吸に著明な変化を見

たもの 2例，僅かに変化を見たもの 1例，殆ん

ど変化を見ないもの 1例であ J た．

8) 中脳横切，小脳易り除尉物に Glutamin酸

Na を静注した場合

a. 中脳横切，小脳易り除手術で呼吸に著明

な変化を見ない例に Glutamin酸 Naを静注し

た場合j

猫 No.133（前記）

前記 No.133猫で小脳刷除，中脳横切手術を施行

しても呼吸に殆んど変化が見られなかった．これ

に 2molGlutamin酸 Na1.0nl静注を行う．其の

際の呼吸経過を第5図に示す

”---いヽ賢覇-贈

． 
.2m．紐ふ、'“

其の結果は極めて・規則正しい呼吸への復帰が

隠められた．

以上第 1例は小脳ー前脳ー易り除手術で著明な呼

吸の変化を殆んど示さなかったものでは Gluta。

min酸 Naを静注すると注射直後不正呼吸を現

したが其の後では殆んど呼吸に変化を示さなか

った．第 2例は小脳ー前脳ー翌除手術で著明に不

正呼吸が現われた場合で Glutamin酸 Naを静

注すると正常呼吸への復帰が隠められた．

9) 手術の経過中に不正呼吸を現わせるもの

に Glutamin酸 Naを静注した場合

猫 No.128 

出血を伴った手術経過中に発現した不正呼吸に

対して 2molGlutamin酸 Na1mlを静注した．其

の際の呼吸経過は第7図に示す

一冑ゴ←~'
= c

 
e
 

ーNa 

彎
ー
しCT 

第5図

其の結果は潜状期 3秒で呼吸は深く大きくな

り数も減少した．続いて30秒間無呼吸性の間を

← 9F 
GL如 9c.c.

第7図

其の結果は極めて規則正しい正常呼吸への復

帰が認められた．
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猫 No.160 ~体重 1.3kg （昭和17年10月 17 日）

時間の経過 呼吸数（毎30秒）
手術前 14 13 13 13 

→珊一区胸椎附近に手術を実
施し急に呼吸がわるくなる

手術後 0分 ． 2 
1~2分 3 2 
→不正呼吸となり，人工呼吸
を10分行っても恢復しない

→0.5mol Glutamin酸 Na静注
静注後 3分 6 

10分 9
30~31分 17 17 

此の例も極めて規則正しい呼吸への復帰が隠

められた．

B.血圧の変化

1)無処置犬に 2molGlutamin酸Na2.0ml静

脈内注射を行うと潜伏時13秒で血圧は 135から

170mmHgに上り65秒続いた．第 8図は其の経

過を示す．

4)無処置犬に 1劣 Piloca巾 ine4.0ml静注を

行い，血圧が著明に降下した時 2mol のGluta-

min酸 Na2.0ml静脈内注射を行うと次のよう

な成績を得た．第10図に其の際の血圧の変化を

示す．

--ご；岱(:曹～ぷ。
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第8図

2) 小脳別除を行った犬に 2moliGlutamin酸
•鳶盪

Na2.0ml静注を行った成績は次の通りである•

第 9図に示す．
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即ち潜伏時18秒，血圧上昇 120→170mmHg

持続 115秒．

3)前脳刷除動物に Glutamin酸 Naを静注

した例

犬 No.55 o（昭和19年 8月23日）

13時45分 血圧 140mmHg
14時0分 2mol Glutamin酸 Na静注 (2.0cc)
潜伏時 13秒
血圧上昇 140→160mmHg 
持続 66秒

復帰血圧 140mmHg 

第10図

Pilocarpine 静注による血圧降下の潜伏時3

秒，血圧下降 18mmHg.(145→25mmHg)のと

ぎ Glutamin酸 Na静注し血圧上昇す．潜伏時

3秒，血圧上昇経過103mmHg(3秒） 190mmHg

15秒 llOmmHg20秒 70mmHg(2分30秒）．

5)手術経過中失血はなかったが Shock症状

のため血圧下降が現われたので 2molGlutamin 

酸 Na2.0mlを静脈内注射で与えた場合．

此の例では小脳は前に取去ってある．正常値

105mmHg,下降値 60mmHg.静脈内注射に依

る上昇潜伏時は35秒，上昇値90mmHg,30分後

70mmHg, 60分後 105mmHg.血圧経過は第11

図に示す．
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第11図

6) 体循環から分離して灌流を行っている脈

管に対する体循環に与えた Glutamin酸 Naの

影響

猫 No.165 ~体重 2.5kg

右下肢の股動脈を中枢端を結紫し，末梢端より温
度 37C,圧力 110-120mmHgでRinger氏液を

注入し，同時に股静脈の中枢端を結莱し，末梢端

を開放し，開放端から流出する灌流液量を測定
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した．灌流液量が一定の値を示して来た時 lmol

Glutamin酸 Na2.0叫を体循環静脈内に注射し

灌流液量の消長を観察し，これと併行して左側の
頸動脈より水銀manometerで血王を記録した

・ 成績

時間の経過 灌流液量＊
注射前 8.0 8.4 8.2 8.6 8.0 7.8 

7.9 7.9 7.9 8.0 8.0 
→Imo!. Glutamin酸 Na静注（体循環に）

注射後0~6分 8.0 7.2 8.0 8.2 8.2 9.0 
6~ 9分 8.5 10.0 12.0 10.2 10.2 9.8 
9~12分 11.5 10.2 8.4 8.0 8.4. 8.0 

8.0 

＊灌流液量どは15秒間の流出量でそのあとの15

秒計測をやめ更に次の15秒を測った
灌流液量と血圧との関係は第12図；こ示す
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第12図

ー・一灌流液量 ... X…血圧

結果として上図のような成積を得た． Gluta-

min酸 Na静脈内投与により血圧は一時上昇を

示す．即ち 125mmHgから 130mmHgに上る

が持続15秒程度で 130mmHgから llOmmHgヘ

と下り 5分後にもとに戻る．灌流液量（毎15秒

間）は血圧の上昇と共に減少し，血圧が下降し

ているときには，増加し，血圧が元に帰った時

には液最も亦心とに戻っている．

眉．考

2分

察

A.呼吸の変化に関する考察

1) 無処置動物に 2molGlutamin酸Na1叫

程度を静脈注射した時，呼吸型に現われる変化

は僅かで，数秒間隠められる呼吸の深さの増大

と十藪秒間認められる呼吸数の変化のみであ

る．

2) 中脳副物，即ち，四丘体上丘端と動眼神

経核を結ぶ断位に於て切断した厭物では自発運

動が止み，去脳硬直は起さない．此の動物の呼

吸型は前脳がある場合に隠められる自発運動に

よる揺れがないため整然と揃ってくる．稀に呼

吸薮が少くなったものもあるが其の型はくずれ．

なし‘•

3) 中脳動物に Glutamin酸 Na（上記量）を

与えると正常副物（無処置）に Glutamin酸Na_

を与えた時と全く同じ様に殆んど変化は見られ

なし、．

4) 小脳を除去した動物では或ものは呼吸型

に変化を示さず或るものは不整呼吸を生ずる•

換言すれば呼吸運動を遂行することには小脳は

関係はないが，或る意味で小脳は中脳延髄に跨

る呼吸中枢の佑ぎを変え得る作用があるように

見える． このことは次の実験で一層根拠が与え

られる．

5)小脳易U除勤物に Glutamin酸 Naを与え

る時には小脳刷除に依り呼吸型に変化のなかっ

たものには作用が無いが，小脳易り除で不整呼吸

を生じたものには Glutamin酸 Naに依り不整

呼吸から解放されて正常呼吸にもどる．換言す

れば (4)の実瞼成績と共に考えると，小脳は不

整呼吸抑制の佑きを持ち，小脳の無い時には

Glutamin 酸 Na~により小脳よりの神経檬能の

作用点に小脳がある場合と同様の佑ぎを与える

と見ることが出来る．

6) 中脳易り除鼠物に更に小脳刷除を加える

と，不整呼吸は小脳刷除動物と同様に或る場合

には隠められないが，或る場合には著明に出現

する．

7) 中脳動物にして小腸刷除を行った後に，

Glutamin酸 Na．を与えると不整呼吸はもとに

戻り，不整呼吸でなかったものには変化を認め鼻

なし、．

以上の実験は小脳が呼吸中枢に対して機能的

の関係をもつこと，及び其の機能は小脳のない

時に Glutamin酸 Naが小脳に代り調整的作用

を示すものということが出来る．

然らば此の Glutamin酸 Naの作用は呼吸中

枢に対する作用であるか，或は呼吸中枢に対す

る循環障碍を調整する作用であるか， このこと

は実際に循環障碍の起 Jた例で試みる必要があ

る．

8)手術に依る外傷性 Shock叉は出血，等に
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より不整呼吸が生ずる．此の時は血圧は著明に

低下することは (B)項に示す通りである．此の

場合に Glutamin酸 Naを与えると不整呼吸は

もとに戻るが，上記 1)～7) までに挙げた実諭

成績は循環障碍による呼吸の変化ではない．此

、の事は後に示す如く中脳動物又は中脳動物にし

て小脳を易り、余した動物では血圧は低下せず反っ

て上昇することに依り明がである．

呼吸中枢に関しては Brawn-Sequardし(1860)

以来脳幹延髄の網状神経組織が研究の中核を占

め， Kronecker・(1880)に始まる其の機能分化に

関する研究はLumsden7)の研究を経て Gesell3>,

Stella 13> 14), Ranson 10)等に依って呼息中枢，吸

息中枢並に呼吸調節中枢の分化が確認されて来

た．此の如き呼吸中枢に対して調節的影響を与

えるものとして，大脳皮質に存在する呼吸復現

＇に就て Lepine(1875)其の他の研究が行われ，

Smith11)に依れば 6a分野に加速中枢， 6b分野

に制止中枢の存在を確認している．須田12)は化

学的刺戟法により小脳旧皮質もこれに関与して

いることを捉挙した．

是等の研究を基礎として著者の行った実諭を

考察すると，中脳切断動物では反応に著明な質

的差異はないが，前脳の存在は呼吸運動の変動

に対して抵抗を示し，即ち，内外環境の変化に

対して正常状態を維持すると云う方向に，調節

的に関与することが明かである．中脳動物では

小脳の存否によって其の反応は著しく異なり，

即ち小脳が存在しないと吸息状態が比較的に持

続して急激な呼息状態を示し9不整呼吸型を示す

ことが多いのである．此の呼吸は Lumsdenに

依れば延髄呼吸中枢の上部が遮祈された場合に

生ずる Apneu、sis型の呼吸型の発現であり又深

い急激な吸気が直ちに呼気に移る Gasping型の

呼吸の発現傾向も認められ，或は是等が混在し

て律動の不整になったものも現われて来る．小

脳の存在する場合にはこのような不整呼吸が現

われにくいことは，小脳皮質は大脳皮質に比す

れば遥かに強く呼吸中枢に対して調節作用を持

つものと言える．

著者は前脳の影響を除き，小脳の調節作用を

も除いた場合に生ずる不整呼吸に対して Gluta

min酸 Naが直接に呼吸中枢に作用して不整呼

吸を除くことを実験的に示した．此の作用は其

の不整呼吸に対して直接の調整を与える小脳

の複能を小脳無くして現わしたものであって

Glutamin酸 Naが呼吸中枢に対する作用は小

脳が呼吸中枢に関与する点に於て行われると考

えられる．

Glutamin酸 Naは次に示すように，循環系

統に対しても，其の血圧下降をもとに戻す作用

を有するが，上記の呼吸中枢に対する作用は循

環系を介する 2次的の作用でないことは中脳動

物で小脳易U余をなした場合は血圧は決して下降

せずむしろ上昇することによって明かである•

但し血圧下降に依る二次的の呼吸の変化は

Glutamin酸 Naの循環系に対する作用による

二次的恢復も亦関与する．

B.血圧の変化に関する考察

1)正常動物に Glutamin酸 Na2mol l,_2 

叫程度を静脈内に注射する場合には，血圧は10

秒程度の潜伏時の後急激に上昇し60秒程度の経

過を以て徐々にもとに戻る．即ち Glutamin酸

Naは血管運動中枢又は末梢循環系に対して作

用することが判る．

2) Glutamin酸 Naに依る血圧上昇は小脳

刷除の如何に関わらず現れるが，復帰の過租は

小脳の存する場合は極めて速かで小脳の無い場

合には相当遷延する．換言すれば小脳は血圧の

上昇に対して之れをもとに戻す作用に関与する

ものと考えねばならない．

3) 然らば Glutamin酸 Naの血圧上昇作用

は末梢循環系の緊張を高めることに依って生ず

るものであるか，或は中枢性の作用であるか，

と云うに外傷性 Shockに依って血圧の下降した

場合に於ても，或いは Pilocarpine注射に依る

血圧下降に対しても同様に下降した血圧をもと

にもと｀す作用がある．之れに対して易0出血管系

に対しては Glutamin酸 Naは明かに血管拡大

を生ぜしめることを見れば，Glutamin酸 Naの

血圧上昇作用は末梢性のものではないことが想

像せられる．血圧の変化，（6）の実験より Gluta-
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min酸 Naが静注で与えられる場合に示す血圧

上昇は Glutamin酸 Naが末梢血管に直接作用

するのでなく，神経系を介して起る血管収縮に

よるものであることが確認せられた．此の事実

より静注で与えられた Gl_utamin酸 Naが示す

血圧上昇作用は中枢性のものと考えられる．

以上著者の研究は Glutamin酸 Naが静脈注

射によって血圧を上昇せしめることを確認した

が，其の作用点は如何．第一に考うべきことは

皮質作用である．大脳皮質の電気的刺戟に依っ

て血圧の変化を起す複現が運動性複現の分布と

略々同じ領城に互って存在することは Schiff

り、(1875),Danilewsky (1875)2)5)，その他の人によ

り指摘され， Dusserde Barenne1)によって血

圧の上昇及び下降を来たす点が別々に存在する

ことが明かにされ，更に Green,Hoff4>6) の研

究によって減圧点は迷走神経を介して作用すれ

ば心臓制止の複現の所在であり，加速点は心臓

に対するのみならず末梢血管に対する交感神経

の皮質複現であることが確隠されるに至った・

従って Glutamin酸 Naの作用点として是等大

脳皮質点も考慮を要するように考えられるが，

須田は Glutamin酸 Naは大脳皮質の自律性複

現には作用しないことを明かにしているから，

静脈内注射の場合には一先ず是等皮質の関与を

，除外して考えることが出来る．小脳と血圧の変

動との関係は Hackhard(1892)が指摘して以

来， Dresel& Lewy (1924)も血圧上昇を認め

ているが Moruzzi(1940)の研究，其の他の成

績は凡て否定的であり，実険方法に対する不確

実性が問題とされている．併し須田其の他の，化

学物質を直接小脳皮質に与えた実険に依れば，

小脳新皮質には血圧上昇並に下降に対する複現

の存在を確認している．従って著者のGlutamin

酸 Na静注の実険では当然これ等の複現は考慮

しなければならない著者の実険に依れば，血

圧上昇は小脳の存否に拘らず認められるが，小

脳易U除の場合には正常準位への復帰の遷延があ

る．即ち小脳性複現は血圧変動に対して時間的

の意味で調節作用をもつと云うことが出来る・

Glutamin酸 Naが此の様に小脳易饂動物に

も作用のあることから，直接に延髄に作用する

のか，又は副交感神経末端刺戟として末梢血管

に作用するか何れかでなければならない．然る

に大久保9)の冷血動物の各種臓器に及ぼす影響

の研究によれば，下肢血管灌流実険では低濃度

の Glutamin酸 Naが血管拡張的に作用し，残

生心臓に対しても抑制的効果を示すことが明か

にされている．是等の事実が温血動物にも適用

されるものとすれば Glutamin酸 Naに依る血

圧変動の機序は単純ではない．著者は中脳動物

又は中脳動物にして小脳易U除を行った動物でも

Glutamin酸 Naは一般に血圧上昇作用があり，

神経相関的には下肢の血管の収縮を招来するこ

と等から延髄の運動中枢の緊張を変えるものと

考える．又 Glutamin酸 Naは手術操作中に現

われる Shockに対して恢復作用を示すことは，

生理学的にも，臨床的にも重要な意味を有する

ものである．何んとならば Shock症状は神経支

配のない毛細血管の拡張透過性の変化に由来す

ることが多く，従って毛細血管の緊撮や透過性

に Glutamin酸 Naは関係を有するのではない

かと想像せられるからである．尚毛細血管に対

する Glutamin酸 Naの作用は別に論ずる予定

である．

以上の実険を総括的に観る時には］Glutamin ¥’ 

酸 Na は大脳皮質作用物質としての意義の外

に，新に自律神経細胞群に対する作用物質とし

ての生理学的に重要な意味を附加され， これを'

基礎とした臨末への応用の発展が期待せられる

に至ったと考えるのである．

IV.結論

1) 温血動物（猫又は犬）に於て中脳動物の

小脳易り除を行うと種々な不整呼吸を現わして正

常呼吸への復帰は困難である．然し 2molGluta-

min酸 Nal,..._,2ml程度を静脈内注射で与える

と，正常呼吸へ帰すことが出来る．此の場合の

Glutamin酸 Naの作用部位は呼吸中枢に対す

る小脳の作用点にある．

2) 外傷性 Shock或は出血に由来する不整呼／

吸を Glutamin酸 Naは正常呼吸に帰す作用が

＇と
＇ 

`~ [＇;‘ 
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ある．其の作用は血圧恢復による二次的作用が

附加されると著しくなる場合もある．

3) 小脳は延髄の呼吸中枢に対して調整的の

機能を有する．

4) 正常尉物に Glutamin酸 Naを与えると

1~少程度の潜伏時の後血圧は急昇して徐女にも

とに戻る．此の血圧上昇は小脳の存否に関わら

ず現れるが，其の復帰過程は小脳がない時には

遷延する．

5) Glutamin 酸 Naの血圧上昇作用は延髄

血管運動中枢に対する直接作用で末梢血管に対

する作用ではない．

6) 外傷性Shock叉はPilocalpineによる血圧

下降に対しても Glutamin酸 Naが延髄血管運

動中枢に作用して血圧下降を恢復せしめる．体

循環と分離した灌流血管に対して，体循環即ち

静脈内に与えられた Glutamin酸 Naは血圧の

上昇と共にこれを収縮する方向に作用する．

掘筆するに臨み加藤元ー教授の絶えざる御醐撻と

林鰈教授の御指導並に御校閲とに対して深甚なる謝

意を表する．更に叉常に実験を御指導下され，進め方，

方法等，細かく注意下さいました須田助教授に心から

感謝を捧げる．
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Summary 

1) Arhythmical respiration・ observed on decerebellal mid-brain animal could be 

i-:eturned to normal respiration by the intra-venous injection of sodium glutamate. This 

~bility of sodium glut;mate to the repiratory centre was considered due to the same 
mechanism as the cerebellum functioned on normal animal. 

2) Arhythmical respiration due to the traumatic shock or severe hemorrhage could 

also be returned to normal one by the glutamate injection. 

3) On the other hand, hypotension due to the traumatic shock or pilocarpine 

injection could also be returned to the normal blood pressure level by the glutamate 

injection. This activity of glutamate was due to the direct action to the vasomotor 

centre of medulla. 

4) The mechanisms of actions of glutamate to the autonomic functions were 

discu~~ed and its usefulness for clinical purposes was suggested. 
(Dept. of Phy就ology,-School of Medicine, Keio-g1juku. Univer滋ty,Tokyo) 
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第8回近畿生理学談話会

時昭和28年11月8日午前9時より

所と当番大阪麻高槻市古曾部大阪医科大学 中西政周

1. 岩崎隼太（京都府立奎大生理）

唾液の酸塩基平衡に関する研究（第7蔀）唾液

の酸塩基平衡と炭酸脱水酵素

さきに著者は唾液腺の種類と唾液の重炭酸塩の

含有量並に腺の炭酸脱水酵素含有量との関係を精

査し，両者の間に密接なる関係あることより，唾

液の重炭酸塩の分泌には炭酸脱水酵素の関与せる

ことを推定した．今回ほ更にこの考へを立証する

ために次の如き実験を試みた．即ち炭酸脱水酵素

の機能抑制剤たる Sulfanilamid,Thiochen.:.. 2-sul-

fonamid, P-sulfonamid benzoicacid, Na2S, NaNむ

NaCNS, KCN,等を犬に静脈注射し，同時に 1彩

Pilocarpin 0.05cc/kgの割合に注射して唾液分泌

を尤進せしめ，その唾液を10分間に採集し且その

分泌速度， pH,CO2 Vol鈴に就き測定した．その

結果薬剤注射剤は対照 (Pi]ocarpinのみの場合）

のものに比し大なる変化を認めず正常範囲に有る

が，その pHは低下し重炭酸塩濃変も減少しPco2

の増加を認めるという結果を得た．そこでかかる

Pco2上昇比率即ち対照例の Pco2に対する増加分

の比率をもって各薬剤の抑制効果を比較したるに

Thiochen-2-sulfonamid が 47給 Sulfanilamid

が ~5%. Na2S 34彩， Na応 32彩， P-sulfonamid

beuzoic acid 19彩， NaCNS6彩という結果を得

た．叉一方この実験に用いた犬の血液 lee当りの

炭酸脱水酵素の量Eを Warburg検圧法；、こ依り測

定し，これを対照として各抑制剤を犬に注射せる

量と同量の割合に血液；こ混じそのEを測定し，試

験管中でその抑制効果を測定したところその抑制

効果の順列は先に犬に注射して得た Pco~ 上昇率

の順列と全く一致することを確めた．以上の結果

からして唾液の重炭酸塩の生成には炭酸脱水酵素

が佑いているという確信を益々深めた．そして各

腺の炭酸脱水酵素含量や唾液中の重炭酸塩の含量

を各腺の組撤像と比較すると，ここに一定関係が

見られ重炭酸塩の分泌量は条絞部の量と平行する

傾向が見られる．従つて嘩液の重炭酸塩の生成は

この部で行われるのでないかと老えられる．既に

胃腺に於ては塩酸を分泌する細胞が特殊のもので

ある事が明らかであるが，唾液腺に於てもそうで

有るとすれば大いに興味有る事と思われる．併し

それではこの縦絞部で如何なる機転が佑いて重炭

酸塩の分泌が出るかそれは将来の問題と云わねば

ならない．

2.益子研三（京都府立医大生理）

体温調節機能の季節変動の性別差位

1ケ年に亘り 3名の女子被険者と 3名の男子被

験者に就いて男女の体温調節機能の季節変動の差

異を検討する為，産熱量・皮膚放熱量・蒸発放熱

量・衣服重量等を各月別に比較した・

1) 低温の季節に於ては女子は男子に比し産熟

量・放熱量は共に低い．これは女子は男子より皮

温が低い為であつて，恐らく女子は皮下脂肪が厚

い為皮膚の熱貫流係数が強く減少して皮膚温が強

く低下したのであろう；衣服重量も女子は男子に

比し低い事ぱ女子は男子より寒がりでない証拠で

あろう．この様；こして女子は放熟量が男子よりも

低い為こ男子よりも低い代謝量で良く体温を推持

し得る．

2) 高温の季節に於ては女子の皮温ば漸次男子

の皮温に近附き或いはこれを凌駕するに至る．又

熱貫流係数も漸次男子の値に近附く為；＇こ皮膚放熱

量の男女差はなくなる．併し蒸発量ば女子の値ほ

男子の夫れに比して少くこれに依って女子は男子

よりも低い産熟のバランスを保つている．

3) 40℃の高雇環滝室に裸f本の男女を基礎的条

件に於いて夫々 2時間入室させ時間の経過を追っ

てその代謝量，皮膚温，発汗量等を測定した．そ

の結果皮膚温は入室後は漸次に上昇するが，女子

の皮温の上昇は男子よりも急速であり且つ男子の

皮温を凌駕するに至る．従ってその皮膚放熱は男

子よりも強くなる．女子の発汗量は男子よりも少

いのであるが，かかる蒸発放熱の低い事はさきの

皮膚温上昇の効果により代償せられているものと

思われる．それはこの場合男子は2時間の末期に

は鬱熟を来して熱の生産量の増大を来すが，女子

はかかる鬱熱の徴候は容易に現れず，長く高温に

'） 
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耐えられるからである．

4) 要するに女子は男子に比し冬期に於ては皮

膚放熱量を減少せしむる能力が強く，男子よりも

薄着で寒さを凌ぎ得るし，夏期には男子よりも皮

膚放熱量の増大能が強くして僅かの発汗で暑さに

耐え得るのである．この様な体温調節機構の男女

差の最も重要なる要因は，少くとも高温環境下で

は女子の皮膚の温度調節層が男子よりも発達して

いる所にある様は思われるが，尚今後の研究に依

って確めたい

3．井上敏（阪大第2生理）

家兎固定時の体温低下に影響する因子について

家兎は緊縛固定によつて体温が低下する．この

原因として従来体表面積の増加や代謝低下等が考

えられている．著者は夏季，緊縛による体表面積

増加の影響の最も少いと考えられる擦境の下に，

緊縛による体湿低下と呼吸数変化並に耳血管拡張

との関係を調べた．

1) 夏季家兎は緊縛固定により直腸温低下，呼

吸心栂数増加並に耳血管拡張が見られる．

2) 緊縛による直腸湿低下は呼吸数増加の急激

な場合に強く起り，呼吸数が減少しはじめると低

下をやめる．

3) 緊縛の場合，耳翼を充分保温するか，或は

予め耳翼を除去した動物では直腸温低下が著しく

少くなる．

4) 耳翼を除去した動物で緊縛による呼吸数増

加が無い場合は，緊縛による直腸温低下は僅かに

1時間につきー0.1℃内外となる．

5) この僅かの直腸温低下も動物を充分保温す

れば殆ど完全に抑えられる．

6) 耳翼を除去し充分保温した動物について緊

縛による直腸湿低下と呼吸数との関係をみると，

呼吸数増加累加合計と直腸温低下とが緊縛後 1時

間の成績では概ね比例し，呼吸数累加合計1000に

ついて直腸温低下は概ねー0.32゚Cである．

7)そこで正常動物の緊縛による直腸温曲線に

対し呼吸性温度変化の補正を施すと，補正直腸温

曲線は耳血管拡張の時期に一致して谷を形成して

いることがわかり，耳血管が強度に拡張を持続す

れば直腸温に対し10分間に概ねー0.2℃の影響を

与えることを知った．

4.川上正歪（神戸医大第1生理）

手筋，足筋の機能分化に関する筋電図的釈究

筋収縮の恒常性の大小を指標として手筋，足筋

の機能分化の相違を調べ，特に手筋，足筋に機能

上，類似した他の 2. 3の筋をえらび，その単一

N.M.U. の活動様式を対象として比較検討した結

果は次の如くであった．

1) 手筋，足筋ともにそのスバイグ放電の振幅

はlmV迄であり，手筋よりは}KineticN.M.U.の放

電活動に相当するものが TonicN.M.U.の放電活

動によるものよりも多数誘導できた．これに反し

て足筋ではTonicのものが多数誘導できた．叉手

筋より誘導したスバイグ放電の頻度は足筋のそれ

よりも棺々大であって，頻度の順応，活動交代も

足筋よりも多かった．

2) 平均放電間隔（そ）と標準偏差 (S) との関係

は，手筋足筋ともに KineticN.M.U.に相当す

るものと TonicN.M.U.の放電活動によるものと

の2種の放電群が得られる．手筋＇（足筋）では S

はそが 60-80msec(75-120msec)まで一定でこ

れを超えると急激にSは大きくなるものと 90~ 

lOOmsec (140-150msec) までは一定でこれを超

えると比較的徐々に大きくなるものとの 2曲線に

相当する放電群より成つていることが明になっ

た．次に手筋，足筋を M. orbicularis oculi, M. 

auricularis posterios等迅速な運動を行うことが

でき且つ innervationratioの低い筋と M.soleus, 

M. masseter等抗重力的に長時間活動することの

できる且つ innervationratioの高い筋より誘導

した曲線と比較してみると手筋は前者の筋群に近

く，足筋は後者の筋群に近い性格をもつているこ

とがわかった，即ゃ手筋は動的，迅速な動作に，

足筋は静的，持続的な動作に適していることが理

解される．尚手筋，足筋の個々の筋の佑き方は従

来解剖書に記載されているよりもより多くの作用

をもつていることが明になった．

手筋

M. abductor pollicis brevisは外転（廿），内転

（＋），屈曲（廿），伸展(+),M. flexor pollicis brevis 

は外転（一），内転（＋），屈曲（廿），伸展（士）， M.

adductor pollicis は外転（一），内転（廿），屈曲

（士）， M.abductor digiti quinti vま（廿），屈曲（士），

伸展(-),M. flexor digiti quinti brevisは外転

（＋），内転（一），屈曲（＋），伸展(-),M. opponens 
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digiti quinti ・ vま外転（士），屈曲（士）伸展（一），

M. lumbricalisは外転（＋），内転（＋），屈曲（廿），

伸展(-),M. opponens pollicisは外転（士），屈

曲（＋），伸展(-),M. interossei dorsalisは外転

（＋），内転(-)，屈曲（廿），伸展(-),M. i mterossei 

volaris は外転（一），内転（＋），屈曲（＋），伸展

（一）．

足筋

M. extensor hallucis brevis vま屈曲（一），伸展

（廿）， M.extensor digitorum brevisは屈曲（一），

伸展 (-ltt),，M.abductor hallucisは屈曲（＋），伸

展(-)，外転（廿），内転(-),M. flexor hallucis 

brevis vま屈曲（＋），伸展(-),M. adductor hallu-

cis は外転（一），内転（＋），屈曲（＋），伸展(-),

M. abductor digiti quinti vま外転（＋）， 内転(-),

M. f.exor digiti quinti brevis vま屈曲（廿），伸展

(-), M. opponens digiti quintiは屈曲（土），伸

展(-),M. flexor digitorum brevis vま屈曲 (-ltt)，

伸展(-),M. quadratus plantaeは屈曲（廿），伸

展(-),M. lumbricalis（第一）は屈曲（＋），伸展

(-), M. interossei plantaris は屈曲（井），伸展

（士）， M.introssei dorsalis vま屈曲(-)，伸展(+)

なる結果を得た．尚手筋中 M.parmaris brevis 

は小指を基節から屈曲した場合他（＋）の指の場合

(-), M. opponent digiti quintiは小指を母指の

方に引 <M.opponens pollicisと協力して主とし

て物を掴まんとする時（廿），足筋中 M,opponens 

digiti quintiは小趾を母趾の方に引くと（＋）なる

は解剖書と全く一致した．

5. 高野秀勝（神戸医大生理・産業医学）

Pedallingに於ける各筋の働きについての筋電

医的考察

Pedalling を行う時にどの筋がどの様に佑くか

叉下肢の長さとサドルの高さ，及び荷重との関係

が如何様であるかということは，産業医学的に見

て意義があると考えましたので， Pedalling時に於

ける各筋の佑きを筋電図により調べて見たのであ

ります．

被検者には背の高いものと低い者とを撰びまし

た．脚の長さは 85cm,75cmであり，荷重は1kg,

3kg, 5kgとし，サドルの高さは 70cm,80cmに

規定しまして毎分20廻転の Pedallingを行はして

各筋の佑きを調べました結果，次の様であります．

上肢帯筋に於ては Pedallingを行い荷重を増加

しますとより強く佑くのであります． これは肩秤

関節をその位置で強く固定しようとする結果と考

えられるのであります．背筋胸筋腹筋に於ては加

重を加えるに従って佑きが強くなって来るが，背

筋腹筋の筋は Pedallingを行う側として反対側が

同側よりも，強く佑くのであります．上肢帯筋群

では加重が加わると始めて佑くのであります．こ

れは骨盤をよヽり強く固定しようとする結果と考え

られます．大腿筋ではその伸筋群は，脚の短い程≫

サドルが高い程，加重が増すにつれ強く佑くのに

反し，屈筋群では，長脚の場合は全く｛力かなくて

短脚の場合は加重が加わると段々強く佑くのであ

ります．下腿筋群では伸筋群屈筋群とも脚の短い

場合，サドルの高い場合，荷重が大なる程佑きが

強くなるのであります．そこで Pedallingを行な

う原動力となりますのは大腿筋群の伸筋群と下腿

筋群の伸筋群，屈筋群であります．これ等の筋の

佑＜範囲と相互関係を調べますために長脚と短脚

に荷重を 1kg と 5kgかけまして顎べましたと

ころ，下腿伸筋群では何れの場合でも最も佑＜筵

囲が広く且つ強く｛力くことが分ったのでありま

す．又長脚と短脚を比べますとその佑＜範囲と佑

きの強さが短脚の方が大であります．大腿筋伸筋

群では短脚の方が長脚よりも佑＜範囲が広く，佑

きも強いのであります．下腿屈筋群では大腿伸筋

群と同様で，短脚の方が佑＜範囲も強さも大であ

ります．次にこれらの筋の相互関係を調べました

ところ荷重が小なる時はこれに関与する筋群が荷

重を大とした時よりも少ないのであります．短脚，.

長脚を比較しますと短脚の方がその佑きに関与す

る筋群が多く，叉佑きが重なり合う程度が強くな

るのであります．以上の実験より長脚の方が短脚

よりも有利であるということが分るのでありまし

て，下肢の長さとサドルの高さとの間に一定の関

係があることが推察出来るのでありまして今後酸

素消裁量の面からも追及したい考えで居ります・

6.勝田 穣・戸谷輿澄・丹羽得之（三重大生理），

迷走交感紳経活働電圧に関する釈究（第3報）

1)家兎の頸部迷走神経活佑電圧 Oscillogram

には大きく分けて 3つの波が観られるが最初に

生起する陪り (A波）に踵く第2の陀りは Hein-

becker 縮が猫の頸部迷走神経に就いて示してい

， ヽ
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，る S波B波と一致した関係位置に二峰l生に岐れて

現われる場合が多い．第3の路起 {C波）も相当

例に於て二峰l生に現われて来る．

現在迄の所同じ頸部の交惑神経の現わすC波に

は 2峰性の岐れを観察していない

2)驀の迷走交惑神経活佑電圧 Oscillogramは

第 1報で第1[波と呼んだ波が最も分離を起し易く

第 I[波をも含めて 2山或は3山として観察される

ことがあるがその中間の移行形が最も多くの場合

に示される．第IV波も 2峰に岐れて観察されるこ

とがある．第I波は岐れる傾向が疑われるという

程度の形を示すことはあるが大概単ーな波を描く

様である．

3)数拾Cycleから数万 Cycleに亘る正弦疲で

実効電圧 5V数分間の条件のもとに家兎頸部迷走

神経を刺戟した場合，通電停止数分以後数拾Cycle

ではC波が数千CycleではB波が特によく抑えら

れるのが認められ，数万 Cycleになると相当長時

澗に亘つてB波の著しい増大が招来される様であ

る． A波は高い Cycleの場合は特に抑えられはす

るがその恢復は他の 2波の変化に較べれば途かに

速かである．

7.箔田素臣（京大第 1生理）

墓の背髄及び根の定常電位について

驀の脊髄及び根を易IJ出し，酸素を通じた湿室内

におき，甘釆電極と電位差計により， K前根及び

後根の脊髄より種々の距離にある諸点，及び両根

起始部の中間の脊髄側表面の電位を測定した．実

Ir 1 験結果は下記の通り．

1) 根の末梢側では切断端の負傷電位の影響と

見倣すべき電位勾配が認められ，脊髄に近い数

mmの範囲内では，脊髄の電位に起因する電位勾

配が隊められる．それらの中間では，概して数mm

にわたつて，電位の一定の部位がある． この部の

電位が根の規準電位と考えられる．

2) 易l]出後 15min以内では脊髄の側表面は前根

規準電位に対し＋3mV以内の正電位を示すもの

が多く，時にはー3mV以内の負電位を示すもの

もある．

3)易IJ出後 2,3時間以内に於ては，時間の経

過すると共に，脊髄の電位は前根に対し正の方向

に推移する．但し刷出後2俳寺間を経過すると，脊

髄は約ー3mV以内の負電位を示す．

4) 1% Tetraethylammonium bromide-Rin~ 

ger液（等張）に浸した濾紙小片を脊髄の反対側

面にのせた後 15min後の測定では脊髄は前根に対

し負の電位に転化している． Ringer濾紙におき換

えると；再び脊髄は正電位にもどる．

5) 後根の電位は脊髄に対し常に負である．

考察：易細後 2,3時間以内に脊髄の電位が正

方向に増すことは，易！出手術時の機械的侵襲によ

る運動ノイロン細胞体の脱分極が時間の経過と共

に次第に減弱するため，また糾時間後の脊髄の負

電位は，窒息により細胞体が線維よりも強く脱分

極するためと考えられる．

8.伊藤龍・伊藤文雄（名大第2生理）

線維性牧縮の発生点

前回の報告に引き続き我々しま線維性収縮の発生

点の分祈を試みた．方法は前記のものと全く同じ

であるが，単一運動単位或はそれ以下に筋線維数

・を減少して行った実験では硝子板上に 2ケのPool

を作ってその間に渡した．両Poolヵ~ Biederma血

氏液である場合線維性収縮の発生点は筋線維の

数が数十本に減じても常に中枢側から 1/7-1/10

（筋全長の）の点に存在する．そして単一運動単

位と考えられる線維数，或ほその2•3倍の線維数
以下では発生する佑作流は同期的で且つ律動的で

ある．更に筋の一部を切除叉は結莱すると発生点

は夫々の Partに1ケづつ新たに認められ， これ

を更に分断しても各 Sectionに1ケづつ筋の種類

及び条件によつて必ず 1定の部位に起る事もわか

った．此等の事実は筋全体の線維性収陥の発生点

が各筋貌維に於ける発生点の統計的な集合ではな

＜，生理的な統制に従う事を示すものである．

9. 河村洋＝耶•海欣—•藤本順三（阪大歯学

部生理）

振頸機構の分析

イソミタールソーダ麻酔犬に出現する振顛を皮

質脳波，視床脳波，筋電図等により分析し，チク

ロパンソーダ麻酔，エーテル麻酔時のそれと比較

した．

10劣イソミタールソーダ 0.6cc/kg静注により

深麻酔状態に於て各筋より tonicNMU放電を認

めた．注射後約 1時間で肉眼的に認められる全身

振顛となり，之は吸気相に出現する grouping放
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電 (10-13/sec) であった．然し此時皮質脳波は

高電位徐波で振顛時に著明な変化は認められなか

った．時間経過により振顕は呼吸運動とは関係の

ない連続的なものとなった．皮質脳波に回復が認

められる頃より振頗ほ間歌し，次第に消失した・

振顕の出現経過は各筋により幾分異るようであっ

た．此の振頗ほ大脳皮質の切断で何ら影響を受け

ず，大脳脚を通る線での切断では消失した．視床

外側核部よりの脳波では振顛時に約 20/secの速

波叉は約 15/sec,50゚μVの高電位波を認めた．低

温でエーテル麻酔中出現した振額は burst放電で

群化が完全でないチクロバンソーダ麻酔により

出現する振顛は筋よりの放電が極めて不規則であ

った．

10.伊籐龍・伊藤文雄（名大第2生理）

種々の環境に於ける綜維性牧縮

我々は前記の実験中に暖々筋の疲努と共に発生

点が末梢側に移動する事を認めた．叉定性的実険

により種々の ion或は湿度獨境等に就て夫々適当

な条件を与えれば末梢に移動した．そこで我々は

この発生点の位置移動を此等の探境変化の尺度に

したが；特に ionの影響については発生点を丁度

筋の中央に移動せしめるのに必要な澳度を以って

最少有効量と定めた．この実験で促進性物質と認

められたものは K, Baであり，その最少有効量

は 0.0034%.0.022劣である．叉抑制物質と認めら

れたものは Ca,Mg, Sr等であり，その最少有効

量は夫々 0.0022%,0.0072彩． 0.012劣である．又

H-ionの効果は pHを以って表示とし，約 7.5の

時に発生点は最も中枢側に備するが， それより

pH値が大となつても小となっても末梢側に移動

する．叉温度の影響ほ墓が気温 30℃に適湿して

おれば約 28゚C 位の液温の時最も中枢寄りで，そ

れより高くなっても低くなっても末梢側に移動す

る．

.11.松下宏・三木国典（和歌山医大生理）

Nーマスクード処理菌の Photoreactivation(.:. 

ついて
〇

最近数年間に紫外線（主として2600A) で照射

された細胞の photoreactivation(P.R.）について

多くの研究がなされ，その対称も昆虫，高等植物

よりバクテリオファージにわたり次第に基礎的な

radio biologicalな問題が解決されてきた．先に著

者らは heat(or storage) reactivation (H.R.）は紫外

線照射菌と同様に N—マスタード処理菌 (Esche

richia coli, B) でも著明に観察察されることを報

告したが H.R.と同様 P.R. も該菌で見出される

であろうと考えて実験をおこない 2, 3の結果を

うると共にそれらについて考察をおこなった．即

ち Nーマスタード処理菌の •P.R. vま紫外線照射菌

の場合程著明ではないが明かに認められる．低農

度の N—マスタードでは僅かのreactivating light. 

で回復可能であるが，高濃度ではきわめて多量の

光を要する．叉 H.R.をうけうる細胞のみP.R．で

あることが淮測された． dose-reductionprinciple-

は逼用されない（紫外線照射菌の P.R., Nーマス

タード処理菌の H.R.は適用される）．

A. Kelner (1953)は P.R.のメカニズムとして

デスオキシリポ核酸の合成の抑制除去が最も基本

的な反応と考えているが Labaw,et. al. (1950);:. 

Siminovich, Rapkine (1952)及び著者らの先に発

表した核酸合成に関する実験結果によれば，この

仮説は妥当性を鉄くのではないかと考える．デス

オキジリボ核酸の合成能をも control するよう

な，もつと predominantな細胞の反応の変化及

びその可逆的な recoveryを考える必要があろう・

12.榎村陽太郎・伊藤周平・今茜義晃（京都府立

医大生物理化）

界面活性についての研究 (Blodgett法の活用）

高級脂肪酸並に蛋白質溶液の表面活性の研究に

Blodgett法 (Blodgettが累積膜の研究に使用した

方法）を応用してみた．即ち容積500ccの長方形

の硝子製容器に蒸溜水叉は飽和食塩水を満し，之

を基礎液体とする．この液面にバラフィンを羞透

させた絹糸を浮べる．この糸は器壁中央に夫々そ•

の両端岳固定されている．糸の一側の液面に被検

液 0.01ccを滴下して糸が動くか動かぬかをしらベ

るか，或は糸の形と位置を写真叉はオルトスコー

プで描写しプラニメーターで面積を測定する．時

には糸の他側にビストソオイルとしてヒマシ油を

滴下しておく．液面を清浄にするのには，バラフ

イン塗布硝子板で数回液面をかき取る．

被検液として各種濃度のステア 1J ノヽ酸のベソツ

オール溶液を用い，これを滴下するとステアリソ

酸の濃度が増加する程糸はよく動いてその側の面

、へ．

ぷ，
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積は増加する．これから単位面積当りの濃度を算

出し，これと BiigelMethode (Lenard)で測定し

た比表面張力値との間の関係をみると両者の間に

負の相関が認められる．被検液として蛋白質溶液

を用いる時には，基礎液体と．して飽和食塩水を使

用すると糸の動きが良くて好都合である．被検液

0.01ccを滴下して，糸を動かしめ得る最大稀釈度

を求めた結果は次の表の如くである．尚 NaOH,

HCI, Na2S04単独では糸の動きに何ら影響を与え
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13.山辺 茂・下坂国雄・山田之朗・田畑8出也

（阪大第 1生理）

化学療法剤の分子問作用力について

化学療法剤の作用能因の 1つとして，細菌必須

代謝物質との拮抗がある．スルホンアミド化合体

とバラアミノの安息香酸との拮抗における分子間

作用力を解析する目的を以って，融点図及び水溶

液の電圧滴定曲線をとつて両者の固相及び液相間

の相互作用検索した．融点図に於て第 1平均点TE

及び第2平均点 TDを設定して JT1 と JT2が

一夫々結合力及び反撥力の一応の目安になると考え

学 会 報

、ると PABA と分子間化合物をつくる強さは従っ

て SP>ST>SAの順となっている． BAは SA

類と明瞭な分子間化合物をつくらない．

中和滴定曲線から pKaを求めると， PABAは中

性溶液ではほぼイオン型を示し， SA類はほぼ非

イオン型であるが， SAの添加によつてPABAの

pKaは4.48から 4.90に移行し，解離度が62彩減少

していることがわかるから，両者の拮抗はPABA

のイオンと SAの中性分子との間になされている

ようである．

14.相原軍ー・立花清市・橋本和明（京都府立医

大生物理化）

血清などの Aethe『ogelについて

試験管に人の血清の稀釈液2ccをとり，これに

エーテル leeを加えて30秒振盪した後数時間静置

すると，上層に分離したエーテル中にエムルジオ

ン様物を生じ，これは次第にゲル化する．今これ

を Aetherogel(A.G.)と名ずける． A.G.vま血清の

稀釈度600倍以下で成生するが，それ以上の稀釈

度では現われない． A.G．がニーテルと水の界面に

芽常に薄くとも万辺に出来ると界面は平面状をな

して横から一直線状に見えるが， A.G．が万辺に出

来ないと界面は水の側へ球状に凸墜してメニスク

スを生ずる．従ってメニスクスが見えるか叉は見

えないかにより， A.G.が出来ていないか叉は出来

ているかを決定する事が出来る． A.G.形成限界稀

釈度 (A.G.）度は人の血清では 600倍であるが血

漿では 1,000倍である．牛の血清では 1,000倍，

血漿では 1:,600倍である．卵アルブミンでは 10,000

倍であるがゼラチンでは 640倍である．臨床方面

に照会して A.G.度を測定して貰つた結果約70名

の結核患者の 2/3は1,600倍以上であった．血沈と

A.G．度との相関は一般的には認め難いが， A.G度

が 3,200倍以上の者21名の 2/3は血沈は 50mm以

上であって霊態の者の多いと言われている．エー

テルを水と振盪すると先ず“水中油’'型エムルジ

オンを生じ，これを静置して二相に分離すると

'，油中水’'型エムルジオンに変り，初めニーテル，

滴を被覆した親水性膠質は後に水滴を囲んで線維

状或は海綿骨賂状に配列してゲルを作るものと考

えられる． A.G.vまー15℃に冷却すると氷結する・

エーテルで血清等から抽出し得る物質を充分抽出

したあとの血清も A.G.をよく形成し又“アラビ
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アコ‘‘ム’'も A.G.を形成する． N/10の割合にHCI

叉は NaOHを加えた親水性膠質の稀薄‘ノルもA.

•G．を形成する． A.G．度は NaOH 中より HCI中の

方が大である．

15.藤下成周（大阪市立医大生理）

光力学的溶血

Erythrosineによる光力学的溶血について実験

を行った．光力学的溶血は光力学的作用の一種で

あつて，光力学的作用の本態については古くより

認められ，内外の研究者の報告にも多く認められ

る様になって来たが，更に形態的に精探する意味

に於て100%Alcohol,10劣Formalin,10%Formalin 

生理的食塩水， Formalin-Alcohol,0.5劣 Osmium

酸燐酸緩衝液， Champy液， Bouin液， Zeuker液，

昇釆酷酸アルコールで固定した墓縫上筋をGlaes-

homogenizerで細分したものと，超薄切片法に依

って家兎心筋・骨路筋・マウス心筋を細薄切とし

たものに就て実験を行ない次の如き結果を得た・

1) 筋に於ける生活基本小体の電顕像に現われ

酸化説と螢光説が唱えられているが，私は螢光が た大さは 30-25mμ の径を有し，方向性をもって

はたして光力学的作用に与っているのであろうか 規則正しく配列して居る．此れはいずれの固定で

再吟味をしてみた． も表れる所から観て単なる人工産物ではない．

人血球の生理的食塩水浮滸液に 5X 10-5の濃度、 2) 筋の生活基本小体の方向性と規則性は，其

の Erythrosineを加えて材料とし，光はマツダの の表面に存在する lipidの関与した物質で与えら

フィルターの V-R2B,V-Yl, V-GlB, V-B2Aを れると解さねばならない．此れが End-to-Endの

透過した光が等エネルギーである様にフィラメン 結合で筋超原線維を形成し，超原線維はSide-by-

ト電圧を 65V,60V, 85V, 95V等にして照射した． Sideの結合で筋原線維を形成すると考えねばなら

V-R2B の透過光によっては螢光は見られないの

に溶血が起り，叉螢光の可成強い V-B2Aの透過

光による溶血も V-R2Bと大差が無い故に，螢光

と溶血とは無関係の様である．しかし V-GlBの

透過光即ち緑の光によっては特に著しい溶血が起

るが，これは緑色光により Erythrosineが強く螢

光を発する事実に一致するので螢光が溶血に関係

があるとも言い得る．叉一方前記の材料に3x10-2 

の濃度の黄血塩を加える事により，螢光に寄与す

る分子構造に影響を与えて溶血度を或程度阻止し

得るが完全には阻止し得ない事より，螢光に寄与

する分子構造は或る程度までは溶血に関係がある

が，他の要因も合せ考えなければならないと云う

事が結論せられ得る．

16.鍋島泰（京大第 2生理）

生活基本小1本論の形態学的検証

物質の窮極は現代の世界観に依れば素粒子であ

り，生体生機発現の窮極ほ 1iponucleoproteinに水

を含み Ion活性が活発となって居る場に之を求む

べく電顕的認識上 10~30mμのCoacervatにある

とする命題が生活基本小体論であな物質が集ま

る時生機を生じ得る様な集り方と之を生じ得ない

様な集り方との 2様を考え得るが，生活基本小体

は前者の場合の学位的なものと考えられて居る．

現在生活基本小体は数多くの生活組犠，生活体に

な¥,‘・

3) 超薄切片法に依っても生活基本小体の認識

は可能であり，＇随って生活基本小体は Fractiona-

tion法に依る人工産物でない事が分った．

4) 筋の生活基本小体は人工産物でない事は明

であるが，同時に他の研究者達によって発表され

た EncephalomielitisVirus (H. Leyon)が 28mμ

の顆粒体， TobaccomosaicVirus (R.V.. Rice et 

all)が 20x40mμ の unit，人精子頭部（安澄）等

が20-30mμ の顆粒1本又は其の集合体である事か

ら，簡単な生物程その構成は単一の生活甚本小体

に近く，次いでmitochondoria,microsom等生活

基本小体の単なる集合体を経て局所の生体生機，

形態に分化発達を生じ，Karyoplasm,Cytoplasma 

等から Bacteriophage初め種々の非細胞生体から

細胞（単細胞生物）→組織→多細胞生物と Coacerv

vationが進んで種々の構造をも作ると考え得る事

は，あらゆる生活組織の電顕像に生活基本小1本と

考え得る 10-30mμの顆粒を認める事に依り明で

ある．蚕糸初め種々の Exsudat類の如き生命の

Triiger でないと思われるものにも極微顆粒体は ，9 

認められるが，それ等は概して単なる蛋白の粒子

であつて， Liponucleoprotein・ system の如き高

分子多分散相を想わしむるものではないから，生

活基本としま看倣し難<,叉生活基本小体は St.

GyorgyiのActomyosinの如き蛋白質の Coacervat

／
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とも異る．実験誤差を無視した極めて粗大な計算

では粒子の質量は両者一見相似の如くにも思われ

ぬ事はないが Lipoidや核酸等は極微量でも必須

なる成分で，之を欠いた場合は Actomyosinの如

く普遍妥当的な生機成立の場とは考えられぬ事，

恰も人工海水に於ける数滴の天然海水の必須性の

如きものであって， Bedingterlehreから観ても容

易に首肯し得る処である．生活基本小体は単なる

Actomyosin A. T. P-Systemの如き蛋白生命論的

のものでなく，叉Lipocolloidtheorie領域のもので

もなく，更に核酸をも其の構成元基に加えて之に

種々の様相に水を包含したものである．

17. 伊藤員次•町田和子（名大生理）

抗利尿性＊！レモンの研究

1) adrenalineおよびhistamine注射後の後葉

ADH含量ならびに血清 ADSを成熟ネズミで測

定した．その結果 adrenalineによつても，また

histamineによつても後葉 ADHが減少すること

なく，血清 ADSも変化しなかった．この結果か

らみて，すべての如ressagentsがADI-Iの分泌

をおこすとは云い得ないものと考える．

2) 高張 NaClをネズミの静脈内に注射すると

ADHの分認が冗進して，血清の抗利尿作用が強

くなる．しかし動物にあらかじめ adrenalineを注

射しておくと血清ADSに変化がみられなくなる．

histamineではこの関係が明瞭でない寒冷曝露

によって adrenalineの分泌が増加することが知ら

れている．従って寒冷によって ADHの分泌が少

くなることには， adrenalineのADH分泌抑制作

用が一部関係しているものと思われる． ， 

3)温暖季高温に曝露しても後葉の ADH量に

変動をみないが，血清 ADSは著明に増加する・

また夏季反復して寒冷に曝露すると後葉ADH量

は正常値以上にふえる．これより高温環境でADH

の分泌が増加するときには，その産生も増すもの

と考えられる． ＇ 

4) 正常ネズミを高温に曝露した場合，または

pituitrin投与後，負荷した氏の附燐がとくに腎

においてよくなる． alloxan糖尿ネズミでは遊離

型Bか多く， phosphorylationがわるいこれに

pituitrinを与えてから B1を負荷すると，各臓器

共増加B]のエステル化がいちじるしく促進する・

高温曝露でも，程度は低いが同様の結果が得られ

た． insulinとpituitrinとは化学的に近似している

が，作用面においてかかる共通性が見出されたこ

とは興味がある．

18.村上長雄（三重大生理）

尿中還元物質による疲労判定

尿中還元物質量の測定は，燐酸塩の存在のもと

で， Na2Mo04のMoの還元の度合を比色して，ビ

タミンC量に換算した．

この際，硫酸加 Na2Mo04溶液を用いるから，

尿中蛋白系組成の沈澱を起し，叉尿中電解質の存

在で，燐モリブデ｀ン酸塩が沈蔽する事もある．こ

れらを適当な目もりのある遠沈管で遠沈し定量す

れば， ドナヂオ反応と類似の疲労判定法に同時に

なり得ないかと考えている．

尿中還元物質測定のこの方法により， 10分間歩

行匁50m疾走，及び10日間ラグビー合宿練習に於

ける尿中還元物質の消長を検した．

歩行の如き緩慢な持続連動では，連動中排泄の

増加を見，運動後短時間の高い時期を経て恢復す

るが， 150m疾走の如き急速連動では，遅動後著明

な排泄量の低下の時期の後急増して後恢復する•

10日間ラグビー合宿練習では，最初排泄量増加，

後漸減の傾向を示し，その排泄経過が波動する傾

向を示す．この漸減過程に於て，個人により若干

出現の時期は呉るが， 1つの谷が見られる場合が

多＜，この時期は他の幾つかの疲労判定法での疲

労徴候の大なる点と一致するのが認められた．

19. 笹川久吾•松本榮存（京大第 2 生理）

生機一元論の検証

石川の根本興奮概念は内外の生活条件の調達に

ょって生体に成立した興奮性なるものに対して

Auslosendesmomentたる Reizが作用して惹起

される普遍妥当な説明模塑であるが，之と之によ

って生ずる生活現象との間の関f系が詳かにされて

居ない生体の示す生活現象に関するものとして

は，原論の創始者Ma:X:Verworn以来全生活系を

ば偽性悉無律を基準として IsobolとHeterobolと

の質を異にする二大系に類別し，之に関して等興

奮系・不等興奮系学説の提唱がある．即ち等興奮

系を Paraviotischにすると質を変じて不等興奮系

になるものだと云う命題をもつ減衰伝導学説と，

Piiter•加惹・牧等の不滅衰伝導 Isobol bleibeude 
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theorie とであるが，此の両学説中，生活条件を

Paraviotischに変ずると云うが如き図の変化に於

ても尚且つ Isobolにbleiben即ち果が変らぬとい

う様な命題は第一理論的にも不合理性を多分に持

つものであるが，検証の結果に其の不当なことが

明白となり，今如斯命題の真理表現性は誰も之を

信ずるものが無い生機の本態から観ると前者を

変質学説というなら後者は無変質学説である．

石川 (1926) は此の両学説の当否論争中に新減

衰伝導学説を提唱した．即ち生活系は生活条件を

不良にすると Isobolから否正型的不等興奮系を経

て Heteroboltこなるという命題であって，之は一

種の heterobolwerdende theorieであつて，之

を名付けて neoheterobol werdende theorie新

変質学説というのであるが，此の生活現象の笈遷

を提唱した石川も生体の本質に関しては三元とも

叉一元とも何れの見解をも明かにして居ない只

だIsobolから否正塑的不等興奮系へと質を変ずる

という概念は之を明確にした．これ箇原諭先噛の

異質多元的見解に対し笹川は綜合検討を加え先業

に共通に流れる根本知見に modifikationを加え

て，生機一元論を提唱した．即ち全生活系は根本

的に質を異にする生活系に類別するのは妥当でな

く，生活条件を異にするにつれて Irnbolでも

Heterobol vこでも何れにも其の生活現象を呈する

処の同一の質のものであるというのである．

生活体を麻酔という Paraviotischの生活条件を

以ってするも或は不適当な他の色々の生活条件を

以ってするも同様かかる場合には生体は皆hetero-

bolischになる事であり，叉生活条件を良好にすれ

ば Isobolなる生活現象を呈すると云うのである•

この綜合的修正に到達した根底をなす事実は，

滅衰，不減衰両伝導学説の批判を行った先進諸業

の中麻酔恢復実験に端を発して居るのであるが，

之等諸業蹟を批判検討した上更に笹川研究室に於

ける舟木の単一神経線維に関する実験•宮本桑原

の最小間程恢復実験，更に新宅丹羽等一聯の心臓

興奮伝導系に就いての伝導能の生活条件に依る可

逆性の検証等が其の主なる Sacheである．然し筋

神経の如き最高度に分化した生体組織に就いて行

った生命根本現象開明に関する一顔の検証はいか

に多くても，それは謂わば Spezielle Lebenser-

schinung に就いての真理窮明であって之を以て

普遍妥当の真理たる AllgemeineLebenserschei-

nung を究明した事としての通用性には不十分の

処がある．即ち生命の根本現象はもっと普遍妥当

性を持ち得るために他の種々の生活現象に就いて

も探究されることが望ましいのである．即ち研究

の対象を単細胞生物の生活現象等にもとるべく

Stentor等に就いて実験を行なった結果筋神経祖

織のみならず之等各種の被検体にも同様検証し得

た．即ち上記を概述すれば全生活系は生理学原論

先進の見解の如く質の異なる幾つかの系に類別す

るのは妥当でなく，総ての生活系は一元と考え，

只だ其の生活条件の如何で Isobolにも Heterobol

にも成り，更に自然の生活環境iこ於てすらHetero-

bol として生存し叉 Isobolとして全髯差を通して

いると解したい

20.幸塚嘉ー・石川繁子・内藤博江・碓井幸子・

向橋帥子・外2名（大阪女子医大生理）

一方向きの興奮伝導に関する研究

I.運動神経骨格筋接続部に於ける膜奮伝導に

ついて（其の 9.C) 

[. H. H. Dale氏化学伝達説折判 Neuromus-

cular junction-neuro-effector junctionに於ける

興奮伝導に関する新研究用仮説（幸塚 1951,1953) 

の立場より（其の 9.C) 

1) 目的連動神経骨格筋接続部に於ける興奮

伝導 (n.m conduction)は， normalに於て両方向

き興奮伝導なり．それが一定の条件下に於て一方

向きの興奮伝導を経て “Apparentlynon-dromi-

cal system’'となる．而うして “Typi、calisodro-

mical system", "Atypical isodromical system", 

" Heterodromical system’' 及び “Apparently

non -dromical system’'の各系は互に reversible

なる事は既証の事なるが更に簡明直敬に以上の事

を実証せんとするにあり．且つ，以上の n.m con-

ductionの実験成績は， n.m conductionに関し

てwavetheoryかemissiontheoryか何れが正し

いか柑判の実験的根拠を提供せんとするにあり・

. 2)実険方法 Frog及び Bull frogに於て

"Both Root Rammus stiatic gracilis experiment"' 

(in situ)（仮称1953)．血流を保ちて，エーテル麻酔

下， contractionwaveにて， Kiihnesgracilis ex-

perimentの原理に則った． Rr.comm. l]I，K Post 

Root の刺戟は “Glyc.spot method''（幸塚1951)

及び nicotinmethod (Langley)に依った．
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3)実験成績と考察実験ほ今年7~8月 (1953)

になした． 8苅吼中何れも従来と同一成績を得た（筋

肉に寄生虫の多かった唯 1例の例外を除きては，

それに於ては， normalに於て一方向きの興奮伝導

であった）．即ち normalに於て初め両方向き興奮

伝導であったが，時間と共に一方向きの興奮伝導

を経て外観的芽伝導の興奮伝導となった．両側共

平行して．その際ー側の Rr.comm．圃，区を刺戟

すると一方向きの興奮伝導を経て両方向き興奮伝

遣となった．他側は依然として外観的非伝導の興

奮伝遵に止った．従来の “R.R.S. G. Preparation" 

を用いての実験に於て， Post.Root. V~＼間を刺戟

すると両方向き興奮伝導が一方向き興奮伝導を経

て外観的芽伝導の興奮伝導になった．そこで同側

の Rr.comm.珊， Kを刺戟すると，一方向きの

興奮伝導を経て両方向き興奮伝導に回復した．従

って， “BothR. R. G. experiment" I'こ於ても同一

成績の筈である．而してsymp.(eff)の n.m con-

duction及び骨格筋になす作用は単に “symp. 

{eff)による excitatorystate", "symp. (eff)によ

るinhibitorystate "（幸塚 1953.九州に於ける総

‘会，和歌山に於ける談話会）をなすのみ．それが

neuro-effector junctionに妥当するものとすれば

neuro-effector junctionに於て impulseのpropa-

gationは emission或は emissionlikeに1衣ると

見得る筈若し n.m conductionはwavetheory 

に依り，neuro-effectorjunctionに於てはemission

或は emissionlikeに依るものとするならば，即

n. m jonctionとneuro-effector junctionに於て

-impulseのpropagationに質的差ありとすべきで

あり，しまたして然りとするならば之に依りてはじ

めて， n.m conductionの本態如何？ーn.m con-

<luctionの長い間の世界の謎が解決される．或は

少くともその鍵を得られるのではないかと思われ

る．尤も両 junction共 wavetheory,両 junction

共 emissionthoryの場合も考えられるから，そ

れ等の詳論は今後の問題と思われる．

結論以上の実険成績は wavetheoryにて，

univocallyに説明されると思われる．反してDale

氏説にては説明困難なり．

従来 Dale氏化学伝達説批判に於ての機溝上明

かに emissiontheoryに帰した（幸塚1951)．それ

が正しいとすれば Dale氏化学伝達説に， Ach.vま

n. m conductionに必要かつ充分なりの根拠なき

事を指摘した（第8回近畿生理学談話会）．従って

日本に於けるDale氏信奉者(?)tこ， n.m conduction 

に関するDale氏説に対して， Ecclesと共に“Kein

Beweis’' の答にて足りるかと思われる．殊に運

動神経・骨格筋接続部に於ける興奮伝導に於て，

n -m conduction は Dale 氏の化学伝達に依る•

反して m-n couduction は非化学伝達でよいの

ではないかと云う学者ありとすれば，此所ではそ

の論理的根拠及び実験的根拠の明確を欠く事を指

摘するに尚めて置くの他はない．唯その際世界の

定説に反して n.m conduction vまnormalに於て

両方向き興奮伝導なり（幸塚）を前提としている

事に対して敬意を表する．

21.幸塚嘉ー・石川繁子・外3名（大阪女子医大

生理）

一方向きの興奮偉導に関する研究

心房心室間接続部に於ける典奮簿導に就て（そ

の7,b) (" apparently non-dromical system'’ の

検証］

従来の実験方法にて，蛙叉は食用蛙の心房中隔

を房室間の唯一の brige とした房室標本を作成

し，既述の実験方法に依って， conduction time 

a-v, v-a, a-a', a’~a, v-v', v'-vを測定した．得

たる実験成績は従来の実験成績に 1例も反せず・

而して “Apparentlynon-dromical system"を

実験的に検証せり．且つ “Typical isodromical 

system", "atypical isodromical system", "He-

terodromical system "及び “Apparentlynon-

dromical system'’ しま互に可逆なる事を実証した．

その際eonductiontime a-v, v-a, a-a'a'-a, v-v', 

v'-vより得たる 6曲線（興奮伝達時間曲線）から

以上のchange の locationは房室間接続部にある

事を実証し得たと思われる．

而して，房室間跳奮伝導は筋原説に依るものと

するならば，上記実験成績は運動神経骨格筋接続

部に於ける興奮伝導に関する新研究用伝説（幸塚，

1951) の Wave theory にて univocally に説

明されるのではないかと思われる．しまたして房室

間興奮伝導ぱ筋康説に依るか神経原説に依るか

Woller 氏変性実験にて検索続行中なるも，かっ

て得たる実験成績は筋原脱を支持した．

22. 森下敬ー・寒河江宏•宮下勉（東京医大
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生理）

Chlorophyll誘導体の血液綿成因子に及（ます影

響に就いて（第 1報）血液渥固要素に関する検索

近時 Chlorophyll並びに其の誘導体の臨床的応

用に関し，可成り活撥な研究が行われているが，

基礎医学的な意義に就いては尚不明な点が多い・

著者等はChlorophyll並びに其の誘導体の血液組

成因子に対する態度の系統的観察を企図し，先づ

血液凝固要素に関する検索を行った． Chlorophyll

誘導体には主として鉄誘導体（南方薬品製）を用

ぃ，被検動物には家兎並びに墓を使用した．

In. Vitroにて Chlorophyll 誘導体をば Ca.

Thromboplastin, thromboplastinogen及び健常

血漿の夫みに一定時間単独に作用させた後，是等

の要素による凝固時間の変化を調べたが，何等有

意義な変動は認められなかった．次ぎに野菜を省

いた飼料で飼育した家兎及び墓に Chlorophyll誘

ヽ導体の一定量を静注し recalcificationtime, Pro-

thrombin Index, Thromboplastin Index, 及び

ThromboplastinogenゃThromboplastinogenese

の動きを追求した結果， recalcificationtimeの著

明な短縮と Prothrombin,Thromboplastin及び

Thromboplastinogeneseの増加とが認められた・

又上記飼料飼育家兎に先づ膠質銀の数日に亘る連

続投与を行い， R.E.S.を blockし，血液凝固能を

極度に減弱せしめた後，其の半数例にChlorophyll

誘導体の連日投与を行い，投与せざる半数例との

凝固要素に就いての比較検討を行った．其の結果

両者間に明瞭なる差異が観察され前者に於いては

血液凝固能が速かに回復した．斯くて著者等は此

の結果を R.E.S. の機能賦活によるものと考え

た．更にChlorophyll誘導体投与による血清Ca/K

及びヘモグラムの変化を追究し，是等の変化が交

惑性緊張像を示す事を認めた．

借て，著者等の一人森下はProthrombin-Index

が自律神経性調節によって，然も R.E.S.機能な

介して司配される事を認めているので（第30回日

本生理学総会シンボジュウムにて発表），以上の実

験結果も次の様に解釈する事が出来る．即ち，

Chlorophyll誘導体の投与によって交感神経系の

緊張状態を惹起し，一方凝血学的には Prothrom-

bin, Thromboplastin，及びThromboplastinogene-

seの増加を見た．此の事は交感神経刺戟によって

Prothrombin Indexが上昇したと云う前記森下の

結果と一致して居り，叉 R.E.S;blockによって

血液凝固能が極度に低下した場合にも Chloro-

phyll話導体投与で血液凝固能が回復するので，

直接的か，或は交感神経系を介して Chlorophyll

甑導体が R.E.S.機能を賦活し夫々の凝固要素の

仇きを速かに回復させたものと思考した．

23.伊藤秀三耶・滝沢裏夫（東京医大生理）

胃運動と中枢軸経系との関聯性に就いて

胃運動は元来胃壁内に存する神経叢の影響を蒙

り，胃外よりは交感神経と副交感神経の支配を要

けその調節作用により正常運動が営まれている事

は一般に認められ，叉胃運動が体性神経系統中枢

部と関係を有している事も大凡そ認められてはい

るが併し後者の問題については複雑なるが故に詳

細なる検索を試みたものが少い．ここに於て著者

は墓胃を用い驀胃運動に対する神経支配状態を観

察せんと簡単な胃運動測定器を作り実験を行った

処，興味ある所見を得たのでここに報告する．

先づ胃運動に及ぼす 2,3の外的影響を考慮し

ようと腹圧の影響，胃内注入液の種類及び量の問

題，胃連動の時間的観察，環境温度及び胃内注入

液の除加による影響等を観察し，種々本実験の条

件決定に対処した．

胃神経支配決定に対する実験として以上の条件

を顧慮し，先づ正常胃運動曲線を描記し大別して

2型ある事を見出した．次で大脳脳幹及び脊髄の

別除並びに刺戟実験を行い，大脳は左右及び両側＼

共易1j除により胃緊張低下し，間脳，中脳及び延髄，

脊髄の場合も胃緊張は低下し胃波動滅少する．刺

戟により緊張上昇胃波動尤進を招来する．小脳の

み刷除により緊張上昇，胃波動尤進を招来し刺戟

によって胃緊張低下，胃波動の抑制が起る．次に

胃分布神経切断及び刺戟叉薬物適用として各種薬

物の注入及び塗布実験を行い先人の結果と一致し

た．

以上の如き実験から著者は次の如き結論を得

た．

1) 胃運動に対する関聯性は大脳，間脳，中脳

及び延髄，脊髄は常に促進的で小脳のみが抑制的

である．

2) 胃運動に対し交感及び副交感神経も支配す

； `，る．

目従つて胃運動は自律神経系統の支配のみではな
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も体性神経系統各部位とも関聯性を有するもの

と思考した．

24.中西政周（大阪医大生理）

［器官二様紳経司配説］の提唱

骨格筋では収縮（骨格筋の機能）其物を起す脳

脊髄運動神経と，収縮（機能）其物を起す能力は

無いが，運動神経で起された収縮を強化したり，

抑制したりする交感神経との 2種の異った意義の

神経司配を受けて居ることが明かになって居る・

それで生理的意義の点からは脳脊髄運動神経は骨

格筋の機能性神経と呼び，それによる司配を機能

正

第16巻第8号

頁 行

誤

誤

性神経司配と呼び，叉交感神経は収縮を強化した

り抑制したりするだけであるから，調節神経と呼

び，それによる司配を骨格筋の調節性神経司配と

呼んでよかろうと思う．ところで 1つの器官に其

機能其物を起す機能性神経司配と，其機能を起す

のではなく唯其機能を強めたり弱めたりするだけ

の自律神経による調節性司配が在ることは骨格筋

で初めて明かになったのであるが，どうやら此ニ

様神経司配の形式は他の自律神経配下の諸器官に

も当嵌まることが可能なばかりでなく蓋然である

ことを，心臓，消化管，血管，唾液腺，紅彩など

を代表的器官として採って説明しようと思う．

表

正

466 右 8 …滅少，後に増加 •••増加，後に滅少

‘’ 右 ， 減少 増加

‘’ // 10 •••減少，•••増加•••増し •••増し，•••減少・…減じ

‘’ ク 11 第 2相 第 1相

‘’ ク 16 •••早く恢復し •••長く続き…

‘’ ク 18 …比較的長びき …早く恢復し…



1徽細篭極用増ヰ巻I
営業品目

全交流直記式脳洩装置
グ グ 心 電 計

脳内（眼底）血圧計
インク書オシログラフ

グリツドカーレント

直結4段増幅方式

1 XlOーu A 

特許出願中
筋 電計

］文 ー直／
出力絶緑方式

矩形波 1 m.s-2Sec 連続可変

l二現毅ブラウン管牙ジU]
MVC-3A 1 
MVC-3A 11 
MVC-3A 7 

（観測用）

（写真用）

（残光）

日本光電工業株式会社
電話落合 (95)2 7 0 9 東京都新宿区酉落合2丁目 514番地

52-5盟

＊カタログ贈呈

郵要¥30

写

筋電計
0携帯用 52--1型プ ラウ ン管 径 75mm

5i-2型プ ラウ ン管 径120mm単揺引装置付

52ー 3型プ ラウ ン管 径120mm単，複揺引装置付

●据置型 52-5型プラウン管産 17吋 単，複揺引装置付

記 録 装 置
バイプレター最大入力 20OMA
（二個装蹴）周波数 0~1000cls

振 幅 1000c/s20MAの時 10mm

フロマイド 35mmx 25){ 

フィルム 回蒻速度 2 10 2Jcm/s 

刻時 1/50sec 

筋電計 （マイオグラフ） 発売元
電気測定器真空管電気部品

東京電気精 機株式会祗
東京都千代田区神田仲町2の11番地

霞話 (25)6725番 (25)4482番 記録装置
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主 翠製串
9ゞ奮ニ•JIらミ
鵬ニニ・~;~
＊彙工ーラミ”...,-.

=--•ト=’‘’'引国lコー昏温*—~＊スラ奮ニこ

a -（持稀続性二基ペニシリ・ン）

＇（各種ペニシリン製剤）

（砒 素 駆 梅 剤）

（米国メルク社製コーチ｀ゾン）

（米国メルク社製ハイドロコーチゾン）

（抗糸朕菌性抗生物質）

ー・-•一9●●-••·—•一•-●●●-●●●●.

（結核治療抗生物質） i1：ド旧lltl,,つトマ＇ミ：
、（ペニシリン•ストレプトマイシン合剤） そa9ノ'raミヽ・4』,;昌ヽ
，（肝臓強化メチオニン製剤） 弓蛍9ヽミヽョ『ブ奮＝ミk
（局所麻酔 剤） ＂己配9h4冒~;昌ヽ
（持続性局．：所＇，麻酔剤）冒コ・己昌ヽ 9h•4,『こ昌、
（強力駆虫秦），ゞ~,｀ヲa己'ヒ

東京都中央区日本橋本町2-7 萬有製薬株式会屈； 犬瓦臨疇・札醗•福邸

令
碁構麻欝及び請導麻欝に

分

用
成
應

用法用量

5.5イソアミル エチル バルビツ,-ル酸ナトりウム 水に容易に溶解する

前麻酔、基礎麻酔、誘導麻酔には麻酔量の節約、息者の術前の不安を除去
痛覚城の引上げ、反射刺戟性r浪減少、麻酔の円滑な導入、術中の興奮疲生の
防止、麻酔齊lの副作用の緩和術後の疼痛の除去に優れた効果を発現します
吸入麻酔、腰推麻酔前に投与すればl~2時間の手術施行上極めて好都合です

息者の容態、症候、年令ゞ神経系の欣態等の個人的反応によつて決定されま
す 通常薬効の鋲敏性を必要とする場合は静詠内に、持院効果を望む場合、
或いは不安、興奮、拒絶症状が強く 静詠注射が困難なときは筋肉内注射が
適賞です
玄基礎，誘導麻酔にはo.3--0. 8g静注女手術前後の不安・苦痛除去にはo.5g

0.25g（注射用蒸溜水
2.5cc添付）各5管入

•一-■■•一-'~ .. 0．泣（注射用蒸溜水
5.()cc添付） 各5管入
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